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総
人
口
一
億
二
五
五
七
万
人
／
地
球
の
破
局

と
持
続
の
脚
本
／
中
国
・
食
糧
不
足
起
き
な

い
／
製
紙
業
界
の
海
外
事
情
／
コ
メ
豊
作
で

食
糧
目
給
立
ア
ッ
プ
／
エ
イ
ズ
対
策
支
援

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
初
活
用
／
バ

ン
コ
ク
・
渋
滞
解
消
へ
／
中
国
の
人
口
十
三

マ
ニ
ラ
会
議
に
出
席
し
て
ｌ
人
口
・
食
樋
問
題
の
将
来
を
考
え
る
ｌ

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口
・
開
発
事
情
を
視
察
す
る

橋
本
首
相
に
「
マ
ニ
ラ
決
議
」
を
提
出

巻
頭
言
／
迫
り
く
る
ア
ジ
ア
の
世
紀

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ

“
Ⅲ
世
紀
〃
人
類
生
存
へ
の
道

ｌ
日
大
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く
Ｉ

ｏ
閉
会
挨
拶

剛
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
理
事
長
前
田
福
三
郎

○
出
席
・
視
察
団
名
簿

ｏ
女
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
お
よ
び
人
口
に
関
す
る
マ
ニ
ラ
決
議
Ｉ
和
文
・
欧
文
Ｉ

セ
ッ
シ
ョ
ン
ー

第
ｎ
回
人
口
と
開
発
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
取
者
会
議

○
基
調
講
演
ｌ
私
達
の
人
間
性
の
検
証
フ
ィ
リ
ピ
ン
鬮
大
繍
績
Ｆ
ｙ
ラ
モ
ス

○
来
賓
挨
拶
Ｉ
人
口
と
鬮
蘂
に
…
ア
ジ
ア
露
員
フ
辮
「
ラ
ム
露
長
桜
井
新

。
主
催
者
挨
拶
ｌ

㈱
ア
ジ
ア
人
ロ
開
発
協
会
・
理
事
長
前
田
福
三
郎

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

都
市
化
と
開
発
ネ
パ
ー
ル
国
要
旨

ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農
村
開
発

基
礎
調
査
パ
キ
ス
タ
ン
国
要
旨

『
Ｆ
Ａ
Ｏ
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
』
に
向
け
て

億
人
に
／
イ
ン
ド
巨
大
市
場
の
出
現
／
食
糧

自
給
、
農
地
三
倍
必
要
／
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業

不
振
／
中
国
・
四
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地

消
滅
／
日
本
の
技
術
で
温
暖
化
防
止
／
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
評
価
／
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
マ
ニ
ラ

会
議

楠
本
修
粥

川
野
重
任

降
矢
憲
一
３

川黒
野田

重俊
任夫
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急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
東
ア

ジ
ア
地
域
の
諸
国
も
、
来
世
紀
へ
か
け
て

の
持
続
的
成
長
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

克
服
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ

は
日
本
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
、
ア
セ
ァ
ン

諸
国
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
が
単
純
図

式
的
な
雁
行
発
展
の
域
を
脱
し
つ
つ
あ
る

こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
い
え
よ

マ
フ
◎域
外
の
先
進
工
業
国
に
と
っ
て
み
れ

ば
、
豊
富
に
し
て
低
廉
な
労
働
力
は
魅
力

で
、
資
本
進
出
を
刺
戟
す
る
し
、
受
入
側

と
す
れ
ば
、
蓄
積
の
乏
し
い
段
階
で
成
長

加
速
に
外
資
受
け
入
れ
は
恰
好
の
手
段
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
発
展
テ
ン
ポ

の
差
も
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
、
外
資

導
入
の
無
原
則
化
へ
の
反
省
や
対
応
も
見

ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

確
か
に
世
銀
の
報
告
な
ど
で
明
ら
か
な

よ
う
に
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
水
準
に
は
大

巻
頭

一

一

一

一

にＩ

き
な
格
差
が
あ
り
、
労
働
力
の
需
要
供
給

事
情
に
も
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
、
な

お
一
層
の
成
長
持
続
の
必
要
性
は
程
度
の

差
を
別
に
す
れ
ば
、
各
国
に
共
通
し
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
狭

蝿ＪｌＬへ桂一の班
瓜
屏
肋
・

舟
謬
料

ト「一一卦競一｛（
蹄
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へ
壬
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降矢憲

義
の
産
業
基
盤
整
備
に
偏
し
て
は
い
な
い

か
と
い
う
問
題
意
識
、
あ
る
い
は
産
業
構

造
変
化
が
後
発
組
に
な
る
ほ
ど
激
し
い
こ

と
が
、
中
高
技
能
労
働
力
の
確
保
に
影
響

し
て
い
る
と
い
う
危
倶
が
濃
い
。
こ
う
し

た
状
態
は
、
来
世
紀
を
射
程
距
離
に
置
く

現
在
、
国
、
地
域
に
よ
る
差
は
あ
る
と
は

い
え
、
フ
ロ
ー
よ
り
は
ス
ト
ッ
ク
、
成
長

よ
り
安
定
と
い
う
程
に
単
純
化
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
経
済
発
展
を
長
期
に
見

据
え
る
ゆ
と
り
と
い
っ
た
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
背
景
に
は
、

人
口
転
換
の
進
展
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。必
ず
し
も
福
祉
の
優
等
生
と
は
い
え
な

い
先
進
工
業
国
の
尺
度
で
し
か
発
展
途
上

国
を
認
識
し
よ
う
と
し
な
い
愚
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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／ ２月12日･l3E財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
（
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
）
は
、
人
口
問
題
の
主
体
は
〃
女
性
〃

に
あ
る
、
と
の
基
本
認
識
か
ら
平
成
六
年
三

月
、
三
、
四
の
両
日
、
中
国
・
北
京
で
開
催

し
た
「
第
十
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
皮
切
り
に
、

三
年
計
画
で
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
’
’
十
一
世

紀
に
お
け
る
女
性
Ｉ
繁
栄
と
平
和
の
戦
略

ｌ
」
に
し
ぼ
り
、
第
二
回
は
平
成
七
年
一
一
一
月

「 ラ
モ
ス
大
続
鰄
が
蕊
識
講
演

_型９

十
四
、
十
五
の
両
日
、
東
京
で
「
第
十
一
回

同
会
議
」
を
開
催
し
て
論
議
を
深
め
て
き
た
。

し
め
く
く
り
の
平
成
八
年
は
、
二
月
十

二
、
十
一
一
一
の
両
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ

で
「
第
十
二
回
同
会
議
」
を
開
き
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

事
務
局
が
提
出
し
た
案
を
た
た
き
台
に
真
剣
な

討
議
を
行
っ
た
結
果
「
女
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

人
口
に
関
す
る
マ
ニ
ラ
決
議
」
を
採
択
し
た
。

こ
の
「
第
十
二
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る

旧
ヵ
国
、
別
人
が
参
加

開
会
式
で
基
調
講
演
を
す
る
Ｆ
・
Ｖ
・
ラ
モ
ス
大
統
領

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
は
十
五
カ

国
か
ら
、
八
十
人
の
関
係
者
が
参
加
し
て
マ

ニ
ラ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

開
会
式
に
は
、
Ｆ
・
Ｖ
・
ラ
モ
ス
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
国
大
統
領
が
出
席
し
て
「
人
口
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
女
性
・
食
糧
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
」

と
、
基
調
講
演
（
別
項
に
要
旨
）
で
述
べ
、
同

国
政
府
が
真
剣
に
こ
の
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し

鱈
ＰＤＡ

議
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引
き
続
き
、
開
会
式
で
ア
キ
ノ
・
オ
レ
タ

Ｐ
Ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
立
法
者
人
ロ
開

発
委
員
会
）
共
同
議
長
、
前
田
福
三
郎
ア
ジ

ア
人
ロ
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
理
事
長
、

桜
井
新
・
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
、
ナ

フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連

人
口
基
金
）
事
務
局
長
代
理
の
安
藤
博
文
同

次
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
衆
院
議
員
、

自
民
）
は
「
人
ロ
問
題
は
女
性
、
社
会
開
発
、

農
業
、
環
境
な
ど
多
く
の
重
要
な
分
野
に
深

く
か
か
わ
る
問
題
だ
。
こ
の
会
議
で
過
去
三

て
い
く
強
い
姿
勢
を
表
明
し
た
。

午
前
十
時
、
上
院
コ
ー
ラ
ス
隊
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
歌
を
斉
唱
す
る
な
か
、
Ｖ
・
ラ
モ
ス

大
統
領
が
入
場
、
Ａ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
上
院
議

長
が
挨
拶
、
ラ
モ
ス
大
統
領
が
基
調
講
演
を

摩
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が

世
界
議
連
に
呼
び
か
け

〃
難
産
だ
っ
た
が
平
和
の
子
が
元
気
に
塵
ぶ
声
〃

同
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
半
ま
で
セ
ッ

シ
ョ
ン
ー
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
研
究
Ｉ

発
表
と
討
議
」
が
行
わ
れ
、
黒
田
俊
夫
・
日

年
間
論
議
を
深
め
て
き
た
こ
の
問
題
に
ひ
と

区
切
り
を
つ
け
、
こ
れ
を
集
大
成
し
た
〃
マ

ニ
ラ
決
議
“
を
採
択
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か

ら
は
、
人
口
増
加
を
抑
制
し
、
い
か
に
環
境

と
調
和
し
た
食
糧
開
発
を
実
施
し
て
い
く
か

が
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
。
食
糧
の
生
産

行
っ
た
。

こ
の
の
ち
、
各
国
代
表
者
一
人
、
合
計
二

十
人
が
別
室
で
ラ
モ
ス
大
統
領
を
表
敬
訪

問
、
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
和
や
か
に
歓
談

し
た
。

南
野
文
書
委
議
長
が
手
腕
を
発
揮大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
が
「
ア
ジ
ア
の
都

市
化
と
開
発
調
査
Ｉ
ネ
パ
ー
ル
国
」
、
パ
ト

リ
シ
ア
・
リ
カ
ウ
ナ
ン
・
国
連
女
性
の
地
位

条
件
が
不
利
な
地
域
の
生
産
基
盤
に
配
慮
し

つ
つ
、
各
国
が
自
国
の
食
糧
を
基
本
的
に
自

給
で
き
る
よ
う
に
し
、
輸
出
入
国
と
も
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
協
力
関
係
を
築
き
あ
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
挨
拶
。
人
類
と
地
球
の
未

来
を
決
め
る
持
続
可
能
な
食
糧
開
発
へ
の
取

り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
桜
井
提
言
に
基
づ
き
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

が
、
今
年
十
一
月
に
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
る
Ｆ

Ａ
Ｏ
（
食
糧
農
業
機
関
）
の
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ

ト
に
先
駆
け
て
「
食
糧
安
全
保
障
と
人
ロ
に

関
す
る
国
会
議
員
会
議
」
の
開
催
を
世
界
の

関
連
議
連
に
呼
び
か
け
、
カ
イ
ロ
（
国
際
人

ロ
・
開
発
議
員
会
議
）
、
コ
ペ
ー
ハ
ー
ゲ
ン

（
国
際
人
ロ
・
社
会
開
発
議
員
会
議
）
、
東
京

（
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
）
の
実

績
を
踏
ま
え
て
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に

ロ
ー
マ
で
開
催
し
た
い
意
向
で
あ
る
。

。
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「マニラ決蕊おめでとう……」シャハニ・ＡＦＰＰＤ女性委員長を中心

に、ボイ博士（左）と南野・文書委員会蟻長（右）が、がっちり握手

委
員
会
委
員
長
が
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口
と

開
発
ｌ
女
性
の
地
位
向
上
」
、
川
野
重
任
・

東
大
名
誉
教
授
が
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
業
・

農
村
開
発
ｌ
パ
キ
ス
タ
ン
国
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
っ
た
。

午
後
四
時
半
か
ら
南
野
知
惠
子
・
参
院
議

員
が
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

事
務
局
が
作
成
し
た
「
マ
ニ
ラ
決
議
案
」
を
朗

読
、
同
夜
八
時
半
か
ら
翌
朝
二
時
ま
で
、
起

草
委
員
会
で
内
容
の
討
議
が
行
わ
れ
た
。

十
三
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅱ
を
行
い
、
ス
ラ
イ
ド
「
ア
ジ
ア
を
拓
け
女
達
」

に
つ
い
て
制
作
し
た
、
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常

務
理
事
、
事
務
局
長
が
説
明
、
上
映
さ
れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
で
は
「
マ
ニ
ラ
決
議
案
」
に
つ

い
て
各
国
代
表
団
に
よ
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。

文
書
委
員
会
議
長
と
し
て
十
二
日
夜
か
ら

十
三
日
早
朝
に
ま
で
及
ん
だ
激
し
い
討
議
の

と
り
ま
と
め
に
当
た
っ
た
南
野
知
惠
子
参
院

議
員
（
自
民
・
比
例
）
が
「
女
性
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
人
口
に
関
す
る
マ
ニ
ラ
決
議
」
に
つ

い
て
は
か
り
、
名
議
長
ぶ
り
を
発
揮
し
て
満

場
一
致
で
採
択
し
た
。

大
役
を
果
た
し
た
南
野
参
院
議
員
は
疲
れ

も
見
せ
ず
「
作
業
は
も
め
に
も
め
て
、
大
変

難
産
だ
っ
た
。
し
か
し
、
国
を
越
え
、
世
界

を
越
え
て
平
和
の
た
め
に
手
を
つ
な
い
で
い

こ
う
ｌ
と
い
う
皆
さ
ん
の
共
通
の
願
い
が
実

を
結
び
、
無
事
、
平
和
の
子
が
健
康
な
産
声

を
あ
げ
て
、
こ
の
マ
ニ
ラ
の
地
で
誕
生
し

た
。
ま
こ
と
に
感
慨
無
量
で
す
。
バ
レ
ン
タ

イ
ン
・
デ
ー
に
は
一
日
早
い
が
、
こ
れ
が
女

性
か
ら
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
の
最
大
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
す
。
」
と
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
な
締
め
く
く
り
を
行
い
、
各
国
議
員
か

ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

レ
テ
ィ
シ
ア
。
Ｒ
・
シ
ャ
ハ
ー
ー
・
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
女
性
委
員
長
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
暫
定

議
長
）
は
「
こ
の
決
議
文
は
歴
史
的
な
も
の

だ
。
優
れ
た
文
章
で
、
大
変
う
れ
し
い
。

み
ん
な
で
お
祝
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
女
性
の
重
要
性
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
ポ
イ

先
生
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、
南
野
先
生
（
日
本
）

の
素
晴
ら
し
い
忍
耐
力
に
感
謝
し
ま
す
。
」
と

手
放
し
で
賞
賛
し
た
。
こ
の
決
議
案
審
議
の
間

に
行
わ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
「
Ｆ
Ａ
Ｏ
世
界
食

糧
サ
ミ
ッ
ト
」
に
向
け
て
ｌ
人
口
と
食
糧
に
関

す
る
ア
ジ
ア
の
戦
略
ｌ
は
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ
れ
た
。

７
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ネ
プ
タ
リ
。
Ａ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
上
院
議

長
、
レ
テ
ィ
シ
ァ
・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
上

院
副
議
長
、
テ
レ
サ
・
ア
キ
ノ
・
オ
レ
タ
Ｐ

Ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
共
同
議
長
、
下
院
与
党
代
表
、
前

田
福
三
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
ま
た
桜
井
新

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
安
藤
博
文
国
連
人
口
基

金
事
務
次
長
、
広
瀬
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
、

Ｖ
・
Ｔ
・
パ
ラ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
東
・
東
南
・
南

ア
ジ
ア
局
長
、
各
国
の
議
員
の
皆
様
方
及
び

ご
参
会
の
皆
様
方
、
第
一
二
回
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
の

ご
参
会
者
、
外
交
団
の
皆
様
方
及
び
ご
参
会

の
皆
様
方
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
こ
の
重
要
な
ア

ジ
ア
議
員
代
表
者
会
議
を
主
催
で
き
た
こ
と

を
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
－
％
私
ど
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
特
に
こ
こ
数
年
、
経
済
的
な
変
化
が
起

き
て
お
り
、
非
常
に
生
産
的
（
ｂ
８
目
・
旨
の
）

な
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
未
だ

に
人
口
の
増
加
（
囚
の
ロ
。
：
。
ご
く
の
）
も
高
い

状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
ま
し
て
こ
の
よ
う
な
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
た
い
へ
ん
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
一
％

申
す
ま
で
も
な
く
、
人
口
・
開
発
問
題
は

私
ど
も
こ
の
地
域
の
国
々
が
、
二
十
一
世
紀

に
移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
非
常
に
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
ま
た
政
府
の
政
策
の
一
部
と
し

て
組
み
こ
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
私
ど
も
が
こ
の
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
問
題
と
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
人
類
全
体
そ
し
て
、
人
間
の

基
本
的
な
生
活
に
関
し
て
非
常
に
重
要
な
課

題
で
す
。
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
、

比
較
的
高
い
人
口
増
加
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
人
口
問
題
を
い
か
に
私
ど

も
の
行
政
の
政
策
の
中
で
解
決
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、
個
人
の
権
利
、
信
念
を
重

視
し
、
ま
た
我
々
の
憲
法
を
尊
重
し
な
が
ら
考

え
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

人
口
と
開
発
の
政
策
を
、
我
々
の
政
治
、

社
会
・
経
済
開
発
政
策
の
中
に
組
み
込
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
は
人
口
と
開

発
問
題
を
女
性
の
地
位
の
向
上
・
社
会
開
発

と
い
か
に
調
和
的
に
解
決
す
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
、
こ
の
開
発
過
程
に
お
け
る
女
性
の

役
割
を
重
視
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
人
口
増

加
が
続
く
中
で
、
食
糧
の
安
全
保
障
を
果
た

す
上
で
、
女
性
の
役
割
を
重
視
す
る
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
一
九
九
四
年
に
は
国
際
人
口
開
発

会
議
の
地
域
準
備
会
議
が
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
議
論
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
世
界
社
会

開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
私
ど
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

８



第１２回人口と開発・アジア国会蟻員代表者会蟻《基調調漬》
国
と
し
ま
し
て
、
ま
た
、
Ｇ
万
と
い
た
し
ま

し
て
、
他
の
一
三
五
ヶ
国
と
と
も
に
人
類
、

そ
し
て
各
国
社
会
の
た
め
に
こ
の
問
題
に
私

ど
も
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
致

し
ま
し
た
。

人
口
問
題
は
、
人
類
の
開
発
に
大
き
く
関

係
い
た
し
ま
す
。
カ
イ
ロ
会
議
で
は
、
私
ど

も
が
と
っ
て
い
る
立
場
、
私
ど
も
の
国
家
が

信
じ
て
い
る
こ
と
を
、
全
員
一
致
で
、
再
確

認
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
が
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
作
っ
て
い
く
上
で
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
代
表
団
が
カ
イ
ロ
会
議
の
中
で
と
っ
た

政
策
が
、
「
セ
ブ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
あ
り
、
私
ど
も
の
人
口
と
開
発
の
政
策

に
そ
れ
を
盛
り
込
ん
だ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
○

そ
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
“

Ｈ
人
の
生
命
・
生
活
は
聖
な
る
も
の
で

あ
り
、
我
々
は
そ
れ
を
最
大
限
尊
重
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
工
中
絶
が
家
族

計
画
と
し
て
推
進
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

口
家
族
が
社
会
の
も
っ
と
も
基
本
的
な

単
位
で
あ
り
、
そ
し
て
男
性
と
女
性
の
二
人

の
間
の
永
続
的
な
関
係
に
よ
る
結
婚
を
基
礎

と
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
子
供
の

教
育
に
貢
献
し
、
そ
の
人
生
を
共
有
す
る
。

婚
姻
は
家
族
の
基
礎
で
あ
り
、
国
家
と
し
て

結
婚
制
度
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。

曰
家
族
・
家
庭
が
国
家
の
基
盤
と
な

り
、
す
べ
て
の
開
発
の
原
点
に
な
る
。

四
国
家
は
、
国
家
建
設
に
お
け
る
女
性

の
役
割
を
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
認
識

し
、
法
の
下
で
、
男
女
が
基
本
的
な
平
等
を

獲
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
国
家
は
、
Ｉ
そ
れ
は
、
宗
教
的

そ
し
て
道
徳
的
な
心
情
に
基
づ
く
良
心
の
自

由
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
共
通
の
利

益
と
一
致
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
政
府
の
政
策
と
し
て
も
、
私
達
が
持
つ

自
由
と
人
間
の
生
に
対
す
る
尊
敬
に
基
づ
い

た
す
べ
て
の
計
画
の
基
礎
と
し
て
家
族
を
位

置
づ
け
情
報
を
提
供
す
る
。

㈹
国
家
は
、
家
族
の
基
礎
と
し
て
の
配

偶
者
の
権
利
を
守
る
。
そ
れ
は
宗
教
、
道
徳

的
な
心
情
、
信
念
と
一
致
し
た
も
の
で
あ

り
、
親
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
上
で
も
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。

㈹
そ
し
て
人
間
開
発
は
政
治
、
経
済
か

ら
文
化
、
宗
教
に
至
る
ま
で
の
人
々
の
ニ
ー

ズ
や
願
望
を
解
決
す
る
よ
う
な
全
体
的
な
視

野
の
下
で
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
七
点
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
カ
イ
ロ
で
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
代
表
団
は
、
特
に
人
口
・
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
的
な
価
値
と
一
致
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
相
乗
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
こ
の
よ

う
な
視
点
を
と
り
、
二
十
一
世
紀
に
お
い

て
、
女
性
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
の
平
等
か
つ
均
等
な
社
会
参
加
と
い

う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の

み
な
ら
ず
他
の
い
か
な
る
政
府
に
と
り
ま
し

て
も
、
人
口
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
し
、
社
会
的
開
発
と
環
境
と
調
和
的

な
持
続
可
能
な
開
発
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

女
性
問
題
に
つ
い
て
北
京
に
お
い
て
さ
ら

に
具
体
的
な
検
討
が
さ
れ
、
女
性
に
対
す
る

基
本
的
な
政
策
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
私
ど
も
は

コ
ミ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
女
性
の
経
済

的
な
機
会
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

，



い
、
家
族
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性

を
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す

べ
て
の
人
に
対
す
る
教
育
を
推
進
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
乳
児
死
亡
率
、

妊
産
婦
死
亡
率
の
低
減
を
果
た
し
、
女
子
と

女
性
の
健
康
状
態
を
改
善
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
女
性
の
人
権
を
保
護
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
社
会
、
家
族
の
中
に
お
け
る
意
思
決

定
過
程
へ
の
参
加
を
推
進
し
て
い
く
。
そ
れ

か
ら
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
持
続
可
能

性
を
前
提
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
第
四
回
世
界
女
性
会
議
に
お
け

る
私
ど
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
府
代
表
団
の

方
々
、
そ
の
中
に
は
本
会
議
で
の
議
長
を
務

め
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ

の
政
府
代
表
団
が
第
四
回
世
界
女
性
会
議
に

参
加
し
た
後
、
私
は
「
名
誉
フ
ィ
リ
ピ
ン
女

性
」
と
い
う
称
号
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
方
針
を
と
る
の
に
異
論
の
あ
る
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

持
続
可
能
性
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
、
開

発
を
論
じ
る
上
で
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
の
人
口
は
現
在
五
六

億
人
、
こ
れ
が
今
世
紀
末
に
は
六
○
億
人
に

な
る
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
人
口
増
加
の
中
で
、
現
実
問
題
と
し
て
ど

の
よ
う
に
持
続
可
能
性
と
い
う
こ
と
を
実
現

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
、
一
五
○
万
人
ず
つ
人
口
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
人
々
の
基
本
的

ニ
ー
ズ
を
満
た
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
持

続
可
能
な
を
戦
略
を
作
っ
て
い
け
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

人
口
問
題
は
単
に
人
口
学
的
な
数
の
問
題

で
あ
る
以
上
に
、
一
人
一
人
の
個
人
の
問
題

で
す
。
そ
し
て
女
性
の
問
題
で
あ
り
、
子
供

の
問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
。
人
々
の
潜
在
能

力
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
な
く
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
開
発
の
問

題
も
同
様
で
す
。
開
発
の
現
実
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
み
ま
す
と
、
こ
の
持
続
可
能
性
と

い
う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
我
々
が
何
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
に
対
し
て
投
資
を
し
、
人
々
の
能
力
を
で

き
る
だ
け
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
安
定

的
な
経
済
成
長
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
開

発
を
達
成
す
る
上
で
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
ま
た
、
人
口
の
増
大
と
持
続
可

能
な
開
発
と
の
均
衡
を
と
る
上
か
ら
も
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
女
性
の
参

加
が
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現

す
る
人
間
資
源
の
開
発
も
あ
り
え
ま
せ
ん
。

私
ど
も
は
こ
の
原
則
を
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
私
自
身
、
大
統
領
と
し
て
こ
の

こ
と
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
お
り

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
子
供
を
何
人
、
ど
れ
く
ら
い

の
間
隔
で
生
む
か
と
い
う
権
利
を
認
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
言
う

は
易
し
で
す
が
、
実
行
す
る
上
で
は
い
ろ
い

ろ
な
困
難
が
存
在
し
ま
す
。
国
家
政
策
目
標

を
形
作
る
上
で
、
我
々
は
道
徳
的
に
正
し

く
、
今
す
ぐ
実
現
可
能
な
目
標
を
作
り
上
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
○
年
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
妊

産
婦
、
乳
幼
児
に
対
す
る
健
康
も
含
む
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ヶ
ア
を
重
視
し
て
き
ま
し

た
。
家
族
計
画
も
こ
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
男
性
と
女
性
の
間
で
ヘ
ル
ス
・
ケ

ア
、
教
育
の
機
会
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
男
性
の
参
画
の

’＠
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重
要
性
で
す
。
特
に
育
児
に
対
す
る
男
性
の

参
画
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

お
い
て
は
特
に
大
切
で
す
。
未
だ
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
は
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
チ
ョ
（
筋
肉
質
・

男
性
中
心
）
な
文
化
が
あ
り
、
育
児
に
対
す

る
男
性
の
参
画
は
非
常
に
重
要
で
す
。
私
自

身
、
マ
ッ
チ
ョ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ミ
セ
ス
・
ラ
モ
ス
に
対
し

て
、
私
は
、
つ
ね
に
、
協
力
を
惜
し
ん
で
お

り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
人
口
・
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
人
権
の
尊
重

を
基
礎
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
国
に
生
ま

れ
た
す
べ
て
の
子
供
た
ち
の
人
権
を
認
め
て

お
り
ま
す
。
私
も
、
家
族
計
画
の
方
法
と
し

て
の
中
絶
は
認
め
ま
せ
ん
し
、
中
絶
を
促
進

す
る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
我
が
国
に
お
い
て
人
口
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
く
上
で
問
題
点
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
信
仰
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
一
人
一

人
、
信
仰
や
価
値
は
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
社
会
の
一
員
で
も
あ
る

の
で
す
。
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
で
、
信

仰
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
政
治
的
な
そ
し
て

行
政
的
な
面
に
お
け
る
信
仰
上
の
寛
容
性
も

大
切
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
尊
重
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
的
な
生
活

は
共
通
の
利
益
に
か
な
っ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
食
糎
安
全
保
障
の
問
題
を
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
開
発
の
現
実
と
い

う
も
の
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
持
続
可
能
性

と
い
う
概
念
を
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
に
分

解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
開
発
過
程
の
い
か
な
る
部
分
に
お

い
て
我
々
は
影
響
力
を
行
使
で
き
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
が
食
糧
安
全
保
障

で
す
。
二
週
間
前
に
な
り
ま
す
が
地
域
で
の

検
討
か
ら
始
ま
っ
て
、
長
い
準
備
過
程
を
経

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
食
糧
安
全
保
障
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
合
意
さ
れ

た
の
は
、
「
す
べ
て
の
男
性
、
女
性
、
子
供
は
、

栄
養
失
調
と
飢
餓
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
奪
わ

れ
る
こ
と
な
い
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
物
理
的
、
肉
体
的
そ
し
て
精
神
的

な
健
全
性
と
い
う
も
の
を
発
達
、
維
持
す
る

こ
と
を
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
原
則
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
み
な
ら
ず
他
の
す
べ
て
の
国
々
に
あ
て
は

ま
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
食

糧
安
全
保
障
と
い
う
の
は
す
べ
て
の
人
た
ち

の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

い
つ
で
も
食
糧
が
安
全
に
確
実
に
確
保
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、
価
格
も
安
定

し
、
生
産
性
、
所
得
と
い
う
も
の
も
安
定
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
日
、
科
学
・
技
術
・
政
治
が
、
こ
の
食

糧
の
安
全
問
題
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
我
々
も
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
理
論
的
に
は
こ
の
全
世
界
の
食

糧
を
確
保
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
現
実
の
問
題
を
見
て
み

ま
す
と
非
常
に
皮
肉
な
こ
と
が
世
の
中
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
技
術
は
非
常
に
進
展
し
て

い
ま
す
が
、
現
実
の
農
業
生
産
性
は
、
落
ち

て
い
る
の
で
す
。

研
究
所
の
中
で
は
、
農
業
の
生
産
性
が
研

究
さ
れ
、
伸
び
て
き
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
反
面
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
々
は

貧
困
、
貧
し
く
飢
え
て
お
り
ま
す
。
国
連
食
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糧
農
業
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
報
告
に
よ
り
ま
す

と
、
ま
だ
ま
だ
八
億
人
の
人
た
ち
が
栄
養
不

良
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
歳
以
下
の
子
供
た

ち
の
数
が
な
ん
と
二
億
人
に
も
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
最
低
生
存
レ
ベ
ル
を
保
ち
う
る
食
料

を
、
少
な
く
と
も
確
保
し
よ
う
と
努
力
し
て

い
る
の
で
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
世
界
中

す
べ
て
の
人
の
生
存
レ
ベ
ル
を
満
た
し
て
は

い
な
い
の
で
す
。
来
年
植
え
る
種
を
食
べ
な

け
れ
ば
今
年
を
し
の
げ
な
い
と
い
う
の
が
、

今
日
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
食
料
安
全
保
障
に
お
き
ま
し
て
も
人

口
増
加
の
圧
力
が
、
各
国
の
予
算
に
大
き
な

圧
力
を
与
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
人
口
の
急

増
に
よ
っ
て
、
食
料
増
産
を
支
え
る
農
民
の

訓
練
、
研
修
、
農
業
技
術
、
ま
た
濯
概
の
技

術
を
向
上
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
予
算
が

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
、
実
際
に
我
々
の
食
糧
の
確
保
を
難
し
く

し
て
い
る
わ
け
で
す
。

私
ど
も
の
人
口
増
加
が
、
環
境
及
び
天
然

資
源
に
強
い
圧
迫
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

現
在
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
に
、
食
糧
の
供
給
の
現
状
と
人
口
増

加
の
不
均
衡
が
世
界
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で
顕

著
に
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
毎
日
毎
日
非

常
に
多
く
の
飢
え
る
子
供
た
ち
、
栄
養
不
足

の
人
た
ち
が
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
形
で
私
ど
も
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題

を
解
決
し
て
い
く
の
か
、
世
界
の
人
口
に
脅

威
を
与
え
て
い
る
こ
の
食
糧
問
題
を
い
か
に

解
決
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
、
環
境
そ
し
て
資
源
の
相
乗
効
果
と

い
う
も
の
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
我
々
は
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
観
点
か
ら
、
「
二
十
一
世
紀
に
お
け

る
女
性
ｌ
平
和
と
繁
栄
の
戦
略
ｌ
」
と
い
う

こ
と
に
少
し
言
及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
お
き
ま
し
て
、
二
十
一
世
紀
に

女
性
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
の
私
ど
も
の
文
化
、
そ
し
て
社
会
に
大
き

な
発
展
と
変
化
は
、
単
に
物
質
的
な
変
化
に

留
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
変
化

は
、
価
値
の
変
化
を
伴
い
ま
す
。
こ
の
変
化

の
担
い
手
が
女
性
で
す
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

の
文
化
に
お
い
て
は
女
性
の
役
割
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

実
際
に
、
『
メ
ガ
・
ト
レ
ン
ド
二
○
○

○
』
と
い
う
本
が
今
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
及
び
世
界
各

国
で
の
変
革
に
合
わ
せ
た
著
書
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
女
性
の
台
頭
と
男
性
の
支
配

力
の
弱
体
化
が
、
ト
レ
ン
ド
と
し
て
述
べ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

女
性
は
皆
さ
ん
こ
の
結
論
に
合
意
な
さ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
男
性
が
ど
う
い
う
意
見

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
自
身
は
名
誉
女
性
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
副
議
長
も
女
性

で
す
。
女
性
の
台
頭
は
時
代
の
流
れ
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
私
ど
も

は
こ
の
会
議
の
今
日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
市
民
と
し
て
お
話
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

’
九
九
六
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

を
主
催
い
た
し
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
政
府
代
表
、
国
家
元
首
の
会

合
で
す
が
、
’
九
八
九
年
以
来
、
そ
の
歴
史

の
中
で
初
め
て
、
食
糧
・
人
口
・
開
発
・
環

境
の
問
題
の
解
決
が
、
実
際
に
経
済
成
長
を

J２
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フ
ィ
デ
ル
。
Ｖ
・
ラ
モ
ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
大
統
領
閣
下
、
ネ
プ
タ
リ
。
Ａ
・
ゴ
ン
ザ

レ
ス
上
院
議
長
閣
下
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ

持
続
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。
’
九
九
六
年
の
十

一
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
の
会
議
で
こ
れ
ら
の

課
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
協
議
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
高
級
事
務
レ
ベ
ル
協
議
で

も
、
三
つ
の
総
合
関
係
の
あ
る
課
題
が
十
分

討
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
、
先
程
も
申
し
ま
し
た
が
、
私

は
、
人
口
と
開
発
問
題
に
対
す
る
挑
戦
に
対

し
て
私
達
が
い
か
に
対
応
す
る
か
と
い
う
こ

デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
、
ご
参

集
の
各
国
国
会
議
員
の
皆
様
、
第
一
二
回
人
口

と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
代
表
者
会
議
に
ご

と
は
、
私
達
自
身
の
人
間
性
に
対
す
る
検
証

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
ど
も
の
国
の
戦

略
及
び
政
策
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

人
類
の
た
め
に
も
、
そ
の
人
口
・
開
発
戦
略

及
び
政
策
を
実
行
す
る
際
に
、
公
正
に
そ
し

て
共
感
を
も
っ
て
富
や
資
源
を
分
か
ち
合
う

の
み
な
ら
ず
、
権
利
と
意
思
決
定
を
共
に
築

き
あ
げ
、
責
任
を
分
か
ち
合
う
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
貧
し
い
人
た

ち
、
子
供
た
ち
、
弱
い
人
た
ち
が
も
っ
と

も
っ
と
重
要
な
、
そ
し
て
指
導
的
な
役
割
を

来賓挨拶

蕊桜井新

(人口と開発に関する

アジア識員フォーラム議長）

参
集
賜
わ
り
厚
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
は
、
近
年
、
急
速
な
発
展

を
遂
げ
、
世
界
の
注
目
を
集
め
て
お
り
ま

す
。
フ
ィ
デ
ル
．
Ｖ
・
ラ
モ
ス
大
統
領
閣
下

は
、
私
ど
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
友
人
で
あ
り
、

活
発
な
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
、
レ
テ
ィ
シ
ア

・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
上
院
議
員
の
お
兄
様

で
も
あ
ら
れ
ま
す
。

大
統
領
閣
下
の
卓
越
し
た
指
導
力
の
も

と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
が
、
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
ど
も
、
Ａ

果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

カ
イ
ロ
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
北
京
の
会

議
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
こ
の
会
議
も
こ
れ
か

ら
の
長
い
長
い
道
の
り
の
一
つ
の
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
（
一
里
塚
）
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
類
の
た

め
に
長
い
道
の
り
を
乗
り
越
え
、
共
に
解
決

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

'３



Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
全
員
に
と
り
ま
し
て
誇
り
で
あ

り
、
こ
の
活
気
の
あ
る
国
で
、
フ
ィ
デ
ル
。

Ｖ
・
ラ
モ
ス
大
統
領
閣
下
、
ご
臨
席
の
も

と
、
今
回
、
「
第
一
二
回
ア
ジ
ア
国
会
議
員

代
表
者
会
議
」
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
た
い
へ
ん
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
会
議

開
催
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
関
係
者
の
皆

様
に
、
衷
心
よ
り
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
○

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
は
、
私
の
国
、
日
本
の
隣

国
で
あ
り
、
平
均
気
温
こ
そ
違
い
ま
す
が
、

周
り
を
太
平
洋
に
囲
ま
れ
た
、
島
填
国
と
し

て
、
よ
く
似
た
自
然
環
境
、
国
士
面
積
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
米
を
主
食
と
し
、
魚
を
主
菜
と
す

る
な
ど
、
文
化
的
に
も
、
兄
弟
の
よ
う
な
国

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
女
性

の
社
会
進
出
は
、
世
界
的
に
も
よ
く
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

今
回
、
会
議
の
準
備
に
、
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
立
法
者
委

員
会
」
共
同
議
長
で
あ
る
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ

モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
上
院
議
員
、
ア
キ
ノ
・
オ

レ
タ
下
院
議
員
は
、
私
ど
も
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
活
発
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
そ
の
活
動

は
、
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
女
性
の
活
躍
を
象
徴
し
て

い
る
お
二
人
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
シ
ャ
ハ

ニ
上
院
議
員
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
お
き
ま
し

て
も
、
女
性
委
員
会
議
長
と
し
て
、
重
責
を

担
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
私
ど
も
が
、
世
界
に
呼
び
か
け

て
、
’
九
九
四
年
九
月
に
エ
ジ
プ
ト
国
、
カ

イ
ロ
で
開
催
し
ま
し
た
、
「
国
際
人
口
・
開

発
国
会
議
員
会
議
」
で
は
、
総
括
報
告
責
任

者
と
し
て
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
さ
れ
、
カ
イ
ロ
宣
言
の
採
択
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
中
国
の
前
に
開
か
れ
ま
し
た
「
第

三
回
世
界
女
性
会
議
」
の
事
務
総
長
も
務
め

ら
れ
た
、
人
口
・
女
性
問
題
に
関
す
る
、
専

門
家
で
も
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
の
目
的
は
、
過
去
二
年
間
、

論
議
さ
れ
て
き
た
女
性
問
題
に
対
し
、
一
応

の
結
論
を
出
し
、
各
国
政
府
に
具
体
的
な
提

言
を
行
う
た
め
に
、
「
マ
ニ
ラ
提
一
一
一
一
口
」
を
討
議

し
て
い
た
だ
き
、
採
択
す
る
こ
と
で
す
。

「
人
口
問
題
の
主
体
は
女
性
で
あ
る
。
女

性
の
問
題
の
解
決
な
く
し
て
人
口
問
題
の
解

決
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

て
、
こ
の
代
表
者
会
議
が
女
性
問
題
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、
一
九
九
四
年
二
月
で
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

お
よ
び
ラ
イ
ッ
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
、
女
性
の
地
位
向
上
を
中
心
的
な
議
題
と

し
て
取
り
扱
っ
た
「
国
際
人
ロ
開
発
会
議
」
に

先
駆
け
た
、
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
の
ア
ジ

ア
の
先
見
性
に
対
し
て
、
強
い
誇
り
を
抱
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
こ
れ
ま
で
三
年
間
に
わ
た
る
討
議

が
、
女
性
の
社
会
進
出
め
ざ
ま
し
い
、
こ
こ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
で
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
誠

に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
提
言
は
、
採
択
の
後
に
参
加
議
員
の

皆
様
の
手
で
各
国
政
府
に
お
渡
し
い
た
だ

き
、
私
達
の
討
議
が
現
実
と
な
り
、
人
口
問

題
解
決
の
確
実
な
一
歩
と
な
る
よ
う
、
働
き

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
提
言
の
採
択
を
も
ち
ま
し
て
、
’
一
一
年

間
に
わ
た
っ
て
、
討
議
さ
れ
ま
し
た
、
人
口

と
女
性
問
題
は
、
ひ
と
ま
ず
、
区
切
り
を
迎

え
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
口
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
は
、
片
時
も
、
そ
の
歩
み

を
、
や
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
活
動
で
あ
り

〃



第１２回人ロと開発・アジア国会髄員代表者会議《来賓挨拶》
ま
す
。こ
の
三
年
間
に
、
人
口
と
開
発
問
題
に

と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
会
議
が
相
次
ぎ
、

そ
の
場
で
、
人
口
と
開
発
に
か
か
わ
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が
戦

わ
さ
れ
、
国
際
的
な
合
意
が
、
築
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

’
九
九
四
年
九
月
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ

イ
ロ
で
、
人
口
政
策
の
、
今
後
二
○
年
を
決

め
る
、
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
が
開
か
れ
、

一
九
九
五
年
三
月
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
社
会
的
不
平
等
の
是
正

と
、
貧
困
の
撲
滅
、
社
会
的
正
義
の
実
現
を

討
議
す
る
「
世
界
社
会
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か

れ
、
同
年
九
月
に
は
、
中
国
・
北
京
で
、
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
、
地
位
の
向
上

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
第
四
回
世
界
女
性
会

議
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
ど
も
、
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
に
合
わ
せ
、
世
界
の
各
地

域
議
連
に
呼
び
か
け
、
「
国
際
人
口
・
開
発

議
員
会
議
」
、
「
国
際
人
口
・
社
会
開
発
議
員

会
議
」
、
「
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会

議
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
示
さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口

開
発
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
が
、
世
界
に

波
及
し
、
ア
フ
リ
カ
・
中
東
地
域
で
も
、
人

口
と
開
発
に
関
す
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

設
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
達
ア
ジ
ア
の
活
動
が
、
世
界
の
人
口
問

題
に
対
す
る
活
動
の
牽
引
車
と
な
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
討
議
さ
れ
た
、
社
会
開
発
の

問
題
も
、
女
性
の
問
題
も
、
ど
れ
一
つ
と
し

て
、
な
お
ざ
り
に
は
で
き
な
い
問
題
で
あ

り
、
ま
た
、
ど
の
問
題
も
、
容
易
に
解
決
で

き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で

は
、
女
性
の
問
題
に
一
つ
の
区
切
り
が
、
つ

い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
解
決
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

す
べ
て
の
問
題
に
対
し
て
継
続
的
に
、
そ

し
て
決
し
て
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
努

力
を
続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

女
性
に
続
く
、
私
ど
も
の
次
の
取
り
組
み

を
、
皆
様
の
ご
承
認
を
い
た
だ
い
て
、
人
口

と
食
糧
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
一
一
月
に
は
、
世
界
食
糧
機
構
の

「
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
」
が
ロ
ー
マ
で
開
か
れ

ま
す
。〃
増
え
続
け
る
人
口
を
、
い
か
に
支
え
る

の
か
“
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
、
ま
す

ま
す
、
重
要
性
を
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
会
議
の
二
日
目
に
は
、

食
糧
と
人
口
に
つ
い
て
の
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー

ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
飢
え
て
、
死
ぬ
た
め
だ
け
に
、
生
ま
れ

て
く
る
子
供
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
。
こ

の
言
葉
は
、
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
初

代
議
長
で
、
設
立
者
の
お
一
人
で
あ
っ
た
、

佐
藤
隆
先
生
の
言
葉
で
す
。
飢
え
の
な
い
、

世
界
を
創
る
。
そ
し
て
、
人
類
が
未
来
を
築

く
た
め
の
、
基
礎
的
な
条
件
を
貴
任
も
っ
て

創
り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
基

調
で
あ
り
、
精
神
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

食
糧
供
給
の
未
来
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
人
口
は
、
そ
の
増
加
率
こ
そ
低
減

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
絶
対
数
で
は
増
加
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
増
え
続
け

る
人
口
と
先
進
国
の
過
剰
な
消
費
は
、
環
境

を
劣
化
さ
せ
て
お
り
、
食
糧
生
産
を
と
り
ま

く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
、
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

人
類
の
未
来
を
、
希
望
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
「
人
口
の
増
加
を
抑
制
し
、
環

境
と
調
和
的
な
食
糧
開
発
を
い
か
に
果
た
す

石



フ
ィ
デ
ル
。
Ｖ
・
ラ
モ
ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
大
統
領
閣
下
、
ネ
プ
タ
リ
．
Ａ
・
ゴ
ン
ザ

レ
ス
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
上
院
議
長
閣
下
、
ナ

か
」
と
い
う
こ
と
が
、
決
定
的
な
重
要
性
を

持
つ
の
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
ど
ん
な
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
も
、
真
剣
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
、
国
会
議
員
は
、
各
国
の
未
来
を
託

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
人
類
が
生
き
て
い
く

た
め
に
、
ま
た
私
達
の
子
孫
の
未
来
が
希
望

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
こ
の
人
類
の
未
来

を
決
め
る
、
問
題
に
対
し
て
、
長
期
的
な
視

野
に
た
っ
て
、
責
任
あ
る
判
断
を
し
行
動
に

移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
抱
え
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
義
務
を
果
た
す
上
で
、
環
境
的
に
生

フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務

局
長
、
桜
井
新
・
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
、
ご
参

産
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お
け
る
食
糧
生
産

基
盤
を
維
持
し
、
各
国
の
食
糧
を
基
本
的
に

自
給
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
努
力
を
行
い

つ
つ
、
輸
出
国
と
も
調
和
の
と
れ
た
協
力
関

係
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
な
鍵
と
な
り

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
忌
揮
な
い
議
論
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
ア
ジ
ア
の
人
口
と
食
糧
安
全
保

障
に
対
す
る
、
取
り
組
み
の
第
一
歩
と
し

て
、
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
は
、
人
口
・
女
性
問
題
に
関
し
て

は
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会
議
の
前
か

ら
取
り
組
み
、
世
界
の
人
口
、
女
性
問
題
に

主
催
者
挨
拶

鯵
前
田
福
三
郎

（
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・

開
発
協
会
・
理
事
長
）

集
の
各
国
国
会
議
員
の
皆
様
、
第
一
二
回
人

口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
代
表
者
会
議

開
催
に
当
た
り
、
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
臨
席
の
フ
ィ
デ
ル
。
Ｖ
・
ラ
モ
ス
大
統

領
閣
下
の
も
と
、
発
展
箸
し
い
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
で
今
回
の
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
欣
快
に
た
え
ま
せ
ん
。
大
統

対
す
る
活
動
の
、
牽
引
車
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
、
ア
ジ
ア
に
寄
せ
ら
れ
る
、
期
待
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
類
の
未
来
に

影
を
落
と
す
食
糧
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
私

達
の
叡
知
を
振
り
絞
り
、
未
来
に
憂
い
を
残

さ
な
い
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

こ
の
会
議
が
、
実
り
多
き
も
の
と
な
る
よ

う
活
発
な
討
議
を
お
願
い
し
、
共
に
、
私
達

に
課
せ
ら
れ
た
、
重
い
責
任
を
担
っ
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第１２回人ロと開発・アジア国会議員代表者会議 《主催者挨拶》

領
閣
下
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
そ
し
て
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

の
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
り
、
活
発
な
メ
ン

バ
ー
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
女
性
委
員
会
議
長
で

あ
る
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
議

員
の
兄
君
で
も
あ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
統

領
閣
下
は
、
人
口
と
開
発
問
題
に
対
す
る
ご

造
詣
が
深
く
、
今
回
の
会
議
の
基
調
講
演
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
ど
も

に
と
っ
て
、
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は
、
人

口
と
開
発
問
題
の
解
決
に
お
け
る
女
性
問
題

の
重
要
性
を
い
ち
早
く
認
識
し
、
三
か
年
に

わ
た
る
計
画
を
立
て
、
討
議
を
お
願
い
し
て

参
り
ま
し
た
。
’
九
九
四
年
に
は
中
国
・
北

京
で
「
家
族
、
家
庭
に
お
け
る
女
性
」
、
’
九

九
五
年
に
は
東
京
で
「
女
性
の
労
働
力
参
加
」

に
つ
い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
、

本
年
は
総
括
と
し
て
、
「
女
性
の
社
会
参
加

と
女
性
と
開
発
の
た
め
の
政
策
提
言
」
に
つ
い

て
ご
討
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
提
言
に
対
す
る
討
議
が
こ
こ
マ
ニ
ラ

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
は
、
重
要
な
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
ジ
ア
の

中
で
女
性
の
社
会
的
地
位
が
最
も
高
い
国
の

一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
女
性
の
社
会
進
出

が
盛
ん
な
国
で
す
。
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、

人
口
・
開
発
問
題
に
対
す
る
議
員
活
動
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
立
法
者

委
員
会
」
の
議
長
は
、
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ

ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
上
院
議
員
、
ア
キ
ノ
・
オ
レ

タ
議
員
の
お
二
人
で
あ
り
、
と
も
に
女
性
で

す
。
お
二
人
の
活
発
な
活
動
は
、
世
界
的
に

広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ャ
ハ

ニ
上
院
議
員
は
、
北
京
の
前
の
女
性
会
議
で

あ
る
、
第
三
回
世
界
女
性
会
議
の
事
務
総
長

も
務
め
ら
れ
た
、
女
性
問
題
の
世
界
的
権
威

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
私
ど

も
の
「
提
言
（
案
）
」
に
対
す
る
討
議
が
行
わ

れ
、
採
択
さ
れ
、
「
マ
ニ
ラ
提
言
」
と
名
付
け

ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
、
ア
ジ
ア
の
女
性

問
題
の
明
る
い
未
来
を
内
外
に
示
す
格
好
の

舞
台
（
ス
テ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
確
信
を
い
た
し

ま
す
。

私
ど
も
が
主
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
、
ア

ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
で
女
性
問
題
を

討
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
の
三
か
年
は
、

人
口
と
開
発
問
題
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

三
か
年
で
あ
り
ま
し
た
。
’
九
九
四
年
に

は
、
各
国
の
今
後
二
○
年
間
の
人
口
・
開
発

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
決
定
す
る
国
際

人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
が
開
か
れ
、
そ

の
後
一
九
九
五
年
三
月
に
は
世
界
社
会
開
発

サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
、
同
年
九
月
の
第
四

回
世
界
女
性
会
議
（
Ｆ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
政
府
間
会
議
に
合
わ
せ
て
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
世
界
の
地
域
議
連
に
呼
び
か
け
、
国

会
議
員
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
人
口

問
題
に
対
す
る
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
の
熱
意

は
、
世
界
的
な
尊
敬
を
得
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
議
員
会
議
に
対
し
ま
し
て
は
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
事
務
局
と
共
に
、
私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口

・
開
発
協
会
も
微
力
な
が
ら
協
力
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
名
誉
あ
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
会
議
で
は
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
ラ
イ
ッ
」
、
「
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
、
「
女
性
の
地
位
向

上
」
が
中
心
的
な
議
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
「
人

口
問
題
の
主
体
は
〃
女
性
“
で
あ
る
。
女
性
の

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
人
口
問
題
の

解
決
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
基
調
が
貫
か

れ
ま
し
た
。
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め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ま
さ
に
時
を
得
た

も
の
で
あ
っ
た
と
自
負

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
実
行
で
す
。

今
回
、
こ
こ
で
討
議

さ
れ
る
「
マ
ニ
ラ
提
言

（
案
ど
は
、
皆
様
の
ご

検
討
の
材
料
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
政
府
間
会
議

及
び
議
員
会
議
の
成
果

を
踏
ま
え
準
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。
十
分
な
討

議
を
経
て
「
マ
ニ
ラ
提

言
」
と
し
て
採
択
さ
れ

た
後
、
皆
様
方
の
手
で

各
国
政
府
に
提
示
さ

れ
、
人
口
・
女
性
問
題

解
決
へ
確
実
な
ス
テ
ッ

プ
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
回
の
会
議
の
二
日
目
の
午
後
に

私
ど
も
の
女
性
問
題
に
対
す
る
検
討
は
、

カ
イ
ロ
の
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
の
前
に
始

向
け
て
、
ア
ジ
ア
の
戦
略
を
検
討
す
る
た
め

の
「
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

は
、
本
年
十
一
月
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る

世
界
食
糧
機
構
の
「
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
」
に

シ
ョ
ン
」
を
設
け
ま
し
た
。

急
逮
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

人ロと食糧問題で活躍した日本国代表譲員団

＝左から谷津（自民)、須藤（新進)、東（新進)、

早川（社民）代議士と太田（自民）参議院議員

ご
静
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
土
字
し
た
。

し
た
の
で
、
十
分
な
準

備
が
で
き
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
食
糧
問
題

に
対
す
る
ア
ジ
ア
の
戦

略
を
自
由
な
お
立
場
で

討
議
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
場
と
し
て
お
使
い

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

日
程
が
、
か
な
り
厳

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ど
う
か
皆
様
方
の

活
発
な
ご
討
議
を
お
願

い
し
、
こ
の
会
議
が
実

り
多
き
も
の
と
な
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
し

て
、
開
会
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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第１２回人ロと開発・アジア国会餓員代表者会議《セッション｜》

ソンョン

都
市
化
は
、
経
済
発
展
及
び
社
会
発
展
に

伴
う
内
在
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
別
の
言
い

方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
近
代
化
の
過
程
で
あ

る
と
も
い
え
る
。
都
市
化
は
人
口
学
的
に
も

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
都
市
人
口
の

増
加
の
主
な
原
因
は
人
口
の
移
動
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
出
生
率
と
死
亡
率
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
地
域
の
自
然
増
加
率
の
格
差
を

生
み
出
し
、
地
域
の
人
口
の
年
齢
構
造
に
影

響
を
与
え
る
。

都
市
化
の
パ
タ
ー
ン
は
、
先
進
地
域
と
発

展
途
上
地
域
で
は
明
ら
か
に
違
っ
た
形
を
と

る
。
一
九
九
四
年
時
点
で
、
先
進
地
域
の
都

市
化
は
著
し
く
進
展
し
て
い
る
。
そ
の
都
市

都市化と開発

ネパール国

］
曰

要

黒

人
口
比
率
は
七
五
％
以
上
で
あ
り
、
発
展
途

上
地
域
で
は
三
七
％
で
あ
る
。
先
進
地
域
の

都
市
化
の
進
展
が
そ
の
速
度
を
弛
め
て
い
る

の
に
対
し
、
発
展
途
上
地
域
で
は
急
速
に
都

市
化
が
進
展
し
て
い
る
。

世
界
人
口
全
体
か
ら
見
て
都
市
化
の
重
要

な
点
は
、
「
地
球
（
世
界
）
都
市
化
」
と
も
呼
ぶ

べ
き
現
象
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
か
ら
一
九

九
五
年
の
間
に
発
展
途
上
地
域
の
都
市
化
は

お
よ
そ
二
倍
に
な
り
、
率
三
・
八
％
で
都
市

化
が
進
展
し
た
。
二
○
二
五
年
ま
で
に
発
展

途
上
地
域
の
人
口
の
五
七
％
、
世
界
人
口
の

六
一
・
一
％
が
都
市
人
口
と
な
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
国
連
の
推
計
に
よ
れ
ば
二
○
○

田
俊
夫

鋤アジア人ロ・開発協会理事

日本大学人ロ研究所名誉所長

五
年
ま
で
に
世
界
人
口
の
五
○
％
以
上
が
都

市
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
十
一
世
紀
に

は
、
世
界
が
都
市
的
な
社
会
に
な
る
こ
と
を

意
味
し
、
人
間
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
生
活
様
式
を
経
験
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
世
界
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

急
速
な
都
市
化
が
、
農
村
地
域
か
ら
の
多

量
の
人
口
移
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

場
合
、
都
市
化
は
し
ば
し
ば
社
会
的
、
経
済

的
な
混
乱
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
都
市
は
資

源
及
び
対
応
能
力
の
不
足
か
ら
、
十
分
な
住

居
、
雇
用
機
会
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
失
業
や
交
通
渋

滞
、
環
境
の
悪
化
な
ど
の
都
市
問
題
は
、
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
過
度
都

市
化
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
都
市
の
管
理
能

力
を
超
え
て
人
口
や
産
業
が
都
市
に
集
中
す

る
こ
と
で
あ
る
。
農
村
地
域
で
は
都
市
と
は

逆
に
多
く
の
青
年
の
都
市
へ
の
移
動
に
伴
っ

て
労
働
力
不
足
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

都
市
地
域
と
農
村
地
域
の
間
に
は
密
接
な

関
係
が
あ
り
、
都
市
地
域
と
農
村
地
域
の
双

方
が
抱
え
る
対
照
的
な
こ
の
問
題
に
対
し
、
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表１地域別人口分布

(％〉

る
。
こ
の
都
市
問
題
へ
の
対
応
の
最
終
的
な

目
的
は
、
人
口
送
り
出
し
地
域
、
受
け
入
れ

地
域
の
双
方
で
よ
り
均
衡
の
と
れ
た
人
口
分

総
合
的
な
政
策
を
と
る
こ
と
が
、
中
央
政
府

及
び
地
方
政
府
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

出所）ＮＰＣ＆CBS,PopulationMonog｢aphofNBpaI,1995.

表２ネパールにおける都市化

(単位１，０００人／％）

布
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
、
小
。

中
規
模
の
都
市
的
地
域
の
成
長
を
奨
励
し
、

農
村
地
域
の
開
発
の
道
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
こ
こ
で
の
主
題
は
「
ネ
パ
ー
ル
の

都
市
化
と
開
発
」
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
都

３３６２４６１９9５６７１６９５７

９０７６８１１０９４１１４０６６１１６７９５４

９４１３０１１５５６０１５００２８１８４９１１

３６４０６４９２

１２１０１５０４２３５２４２１３

出所）ＣＢＳ(CensusReport）

市
化
の
現
況
及
び
今
後
を
理
解
す
る
た
め
に

も
、
既
に
述
べ
た
都
市
化
の
一
般
的
な
論
点

が
有
益
で
あ
ろ
う
。
一
九
九
四
年
の
最
低
開

発
国
の
都
市
人
口
比
率
は
平
均
で
二
二
％
で

あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
都
市
人
口
比
率
は
一
三

二
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
最
低
開
発
国
の

平
均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字

は
ブ
ー
タ
ン
の
六
％
を
除
い
て
南
ア
ジ
ア
諸

国
の
中
で
最
も
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
都
市
化
傾
向
の
特
筆

す
べ
き
特
徴
は
、
第
一
に
、
一
九
七
○
年
か

ら
七
五
年
ま
で
の
都
市
人
口
の
年
平
均
増
加

率
が
南
ア
ジ
ア
の
中
で
最
も
高
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
’
九
九
○
年
か
ら
一
九

九
五
年
ま
で
の
年
平
均
都
市
人
口
増
加
率
は

七
・
○
七
％
で
あ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
四
・
四

四
％
、
イ
ン
ド
の
二
・
八
七
％
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
二
・
二
○
％
よ
り
も
著
し
く
高
く
な
っ

て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
次
に
都
市
人
口
の
増

加
率
が
高
か
っ
た
の
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

あ
り
五
・
二
六
％
で
あ
っ
た
。
（
表
４
）

第
二
に
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
空
間
的
（
地

理
的
）
人
口
分
布
の
急
激
な
変
化
が
あ
る
。

地
形
的
に
考
え
る
と
ネ
パ
ー
ル
は
山
岳
地

帯
、
丘
陵
地
帯
、
タ
ラ
イ
（
低
地
）
の
三
層
地

２０

地域 1952/5４ 1９６１ 1９７１ 1９８１ 1９９１

山岳

丘陵
64.8 ６３．６

０
３

１
５

９

4８

８

4６

タライ 352 36.4 3８ 4４ 4７

計 1０００ 1０００ 100.0 1０００ 100.0

1９６１ 1９７１ 1９８１ 1９９１

都市人ロ 3362 461.9 956.7 1695.7

農村人ロ 9,076.8 11,0941 1４，０６６１ 16,795.4

人ロ計 ９，４１３０ 11,5560 1５，００２８ 18,491.1

都市人口比率(％） ３．６ 4０ 6.4 9.2

カトマンズ人口(首都） 121.0 1５０４ 2352 421.3

総人口|=占めるカトマンズ

人口の割合(％）

1.3 1.3 1.6 2.3

都市人ロに占めるカトマン

ズ人ロの割合(％）

36.0 326 24.6 24.8



第１２回人ロと開発・アジア国会識員代表者会議《セッション｜》

表３主要地域間の人口移動（出生地統計に基づく）

域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
口
分
布
の

パ
タ
ー
ン
は
一
九
七
一
年
以
来
急
速
に
変
わ

り
続
け
て
い
る
（
表
１
参
照
）
。
一
九
七
一
年

に
人
口
の
六
○
％
以
上
を
占
め
て
い
た
山
岳

・
丘
陵
地
帯
の
人
口
は
急
速
に
そ
の
比
率
を

低
下
さ
せ
－
九
八
一
年
に
は
五
七
％
、
一
九

九
一
年
に
は
五
四
％
へ
と
低
下
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
タ
ラ
イ
地
域
の
人
口
比
率
は
、
一

九
七
一
年
の
三
八
％
か
ら
一
九
九
一
年
に
は

四
七
％
へ
と
増
加
し
た
。

出所）NPC&CBSPopulationMonographofNepal,１９９５

表４南アジア諸国の年平均都市人ロ増加率

国１９６５７０１９７０７５１ｇ７５ＢＯ１ｇＢＯＢ５１ｇ８５ｇＯ１ｇｇＯｇ５

ゾグフＴジユ６７６５５７６７０６７４５０４５２６

イソト３２７３７６３６６３２４３０１２Ｂ７

オハール４３０７３２８１１７９７７４３７０７

ハキスタン３９０３７６３８７４８７４９０４４４

スリランカ４２１１Ｂ３１２８１２４１５８２２０

出所)UnitedNations:WorIdUrbanizationP｢ospectsThel994RevisionⅢNewYork，
1995,ｐｌｌｌ

こ
の
よ
う
な
変
化
に
は
、
二
つ
の
理
由
が

あ
る
。
｜
っ
に
は
、
都
市
化
傾
向
の
増
大
で

あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ネ
パ
ー
ル
に

お
け
る
都
市
化
率
は
ま
だ
低
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
都
市
化
率
の
伸
び
は
著
し
い
。

多
く
の
都
市
と
小
さ
な
町
が
生
ま
れ
て
き
て

い
る
こ
と
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
二
つ
め
に

は
、
タ
ラ
イ
地
域
に
お
け
る
マ
ラ
リ
ア
の
撲

滅
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
由
か

ら
、
雇
用
機
会
の
あ
る
低
地
に
山
岳
・
丘
陵

地
帯
か
ら
多
く
の
人
々
が
移
動
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
タ
ラ
イ
地
域
は
農
業
を
行
う
上
で

肥
沃
な
地
域
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
都

市
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
地
域
で
あ
り
、

’
九
五
二
年
か
ら
一
九
九
一
年
の
年
平
均
都

市
人
口
増
加
率
は
八
％
以
上
に
及
ん
だ
の
で

あ
る
（
国
司
目
『
ご
置
己
・
腿
）
。

言
葉
を
か
え
る
と
そ
こ
に
は
農
業
労
働
に

対
す
る
需
要
と
都
市
に
雇
用
機
会
の
増
大
と

い
う
二
つ
の
プ
ル
要
因
（
誘
因
）
が
あ
り
、
か

た
や
山
岳
・
丘
陵
地
域
は
そ
の
厳
し
い
自
然

条
件
の
中
で
、
耕
作
可
能
な
土
地
の
欠
乏
と

高
出
生
率
の
結
果
と
し
て
の
若
年
者
に
対
す

る
雇
用
機
会
の
欠
乏
と
い
う
プ
ッ
シ
ュ
要
因

（
押
し
出
し
要
因
）
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う

２１

出生地 出生地

計 山岳 丘陵 タライ

純移動

数 率(％）

山岳
1９８１

１９９１

35061933,4232,196

36,67432,0034,671

(‐)261,467（-)２０１
(-)161,655（-)１１２

丘陵
1981

1991

169,923１３４，２５４‐－－－35,669

173,96876,503‐-－－－97,465

(-)424,711（‐)５９

(-)7531923（-)９０

タライ
1981

1991

724,043162,832561,211－－－－

1,017,714121,826895,888－－

(+)686,178（+)１０８

(+)915,578（+)１１．１

計
1９８１

1９９１

929,585297,086594,63437,865

(1000）（320）（64.0）（4.0）

1,2281356198,329９２７，891102,136

(1000）（161）（75.5）（８３）

国 1965-70 1970-75 1975-80 1980-85 1985-90 1990-95

バングラデシュ 6.70 ６．７４ 6.76 5.57 ５．０４ 5.26

インド 3２７ ３．７６ 3.66 3２４ ３．０１ 2.87

ネパール 4．３０ ７．３２ ８．１１ 7.97 ７．４３ 7０７

パキスタン 3.90 3.76 3.87 4.87 ４９０ 4.44

スリランカ ４．２１ 1.83 1.28 1２４ 1.58 2.20



こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
タ
ラ
イ
地
域
は
ネ
パ
ー
ル
の
耕
地

面
積
の
六
五
％
を
占
め
る
の
み
な
ら
ず
、
総

道
路
距
離
の
三
五
％
、
工
業
生
産
の
六
一
一
一
％

を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル

の
都
市
人
口
に
占
め
る
タ
ラ
イ
地
域
の
比
率

も
一
九
五
二
年
の
一
七
％
か
ら
一
九
九
一
年

に
は
五
三
％
へ
と
増
加
し
た
の
で
あ
る

（
国
司
斤
巨
【
］
や
①
一
つ
』
②
）
ｏ

第
三
の
特
徴
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
都
市
化
の

傾
向
が
、
分
散
的
な
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
を
か
え
る
と
首
都
の

カ
ト
マ
ン
ズ
だ
け
が
圧
倒
的
に
大
き
い
と
い

う
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

（
表
２
参
照
）
。
カ
ト
マ
ン
ズ
の
人
口
は
、
急

速
に
増
加
し
て
い
る
が
、
総
人
口
に
占
め
る

そ
の
割
合
は
非
常
に
低
く
、
二
％
程
度
で

あ
っ
た
。
近
年
わ
ず
か
に
増
加
し
て
一
九
九

一
年
に
は
二
・
三
％
に
達
し
た
程
度
で
あ

る
。
都
市
人
口
に
占
め
る
カ
ト
マ
ン
ズ
の
割

合
も
一
九
六
一
年
の
三
六
・
○
％
か
ら
、
一

九
九
一
年
に
は
二
五
％
へ
と
低
下
し
た
。
ネ

パ
ー
ル
の
総
人
口
は
一
九
六
一
年
か
ら
一
九

九
一
年
の
三
○
年
間
で
五
倍
に
増
加
し
た
。

し
か
し
カ
ト
マ
ン
ズ
は
三
・
五
倍
の
増
加
に

と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
都
市
化
は
分
散
的

に
進
展
し
、
首
位
都
市
中
心
の
タ
イ
な
ど
と

は
異
な
っ
た
都
市
化
の
過
程
を
経
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
都
市
化
の

傾
向
を
山
岳
地
帯
、
丘
陵
地
帯
、
タ
ラ
イ

（
低
地
）
の
、
主
要
三
地
域
の
人
口
移
動
の
流

れ
か
ら
検
証
し
て
み
る
。
一
九
八
一
年
と
一

九
九
一
年
の
出
生
地
統
計
を
も
と
に
つ
く
ら

れ
た
表
３
に
見
ら
れ
る
と
お
り
山
岳
・
丘
陵

地
帯
か
ら
タ
ラ
イ
地
域
へ
の
人
口
の
移
動
と

い
う
大
き
な
流
れ
は
今
も
続
い
て
い
る
。
タ

ラ
イ
地
域
へ
の
純
流
入
は
、
一
九
八
一
年
で

約
七
○
万
人
、
一
九
九
一
年
に
は
九
二
万
人

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
一
方
、
山
岳
・
丘
陵
地

域
で
は
一
九
八
一
年
、
一
九
九
一
年
と
も
純

流
出
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
丘
陵
地
域
生

ま
れ
の
多
く
の
人
々
が
タ
ラ
イ
地
域
へ
と
移

動
し
て
い
る
。
一
九
八
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
と
五
六
万
人
、
一
九
九
一
年
で
は
、
九
○

万
人
が
移
動
し
、
そ
の
総
流
入
人
口
に
占
め

る
割
合
は
一
九
八
一
年
に
は
六
四
・
○
％
、
一

九
九
一
年
に
は
七
五
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
国
の
都
市
化
は
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
都
市
化
率
は

低
い
水
準
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
都
市
人

口
の
増
加
は
急
激
で
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
は
近

い
将
来
、
近
隣
諸
国
並
の
都
市
化
率
に
達
す

る
と
予
測
さ
れ
る
。
カ
ト
マ
ン
ズ
市
は
急
速

に
拡
大
し
、
カ
ト
マ
ン
ズ
大
都
市
圏
へ
と
変

貌
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
況
の
分

析
か
ら
考
え
る
と
、
カ
ト
マ
ン
ズ
が
ネ
パ
ー

ル
に
お
け
る
首
位
都
市
を
形
成
し
う
る
か
と

い
う
予
測
に
対
し
て
は
、
懐
疑
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
ま
ず
第
一
に
、
カ
ト
マ
ン

ズ
の
人
口
は
、
首
位
都
市
と
呼
ぶ
に
は
十
分

な
規
模
に
達
し
て
い
な
い
。
第
二
に
ネ
パ
ー

ル
の
近
年
の
急
激
な
都
市
化
は
、
山
岳
・
丘

陵
地
域
か
ら
の
急
激
な
人
口
流
入
に
と
も

な
っ
て
タ
ラ
イ
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
タ
ラ
イ
地
域
へ
の
人
口
流
入

に
伴
う
都
市
化
が
、
「
ス
ッ
テ
ピ
ン
グ
・
マ

イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
段
階
的
移
動
ど
の
過
程

の
中
に
あ
る
現
象
で
あ
り
、
そ
の
人
口
が
、

タ
ラ
イ
の
中
小
都
市
を
経
て
最
終
的
に
カ
ト

結
論

2２
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パ
キ
ス
タ
ン
の
農
業
生
産
性
は
、
隣
国
の

イ
ン
ド
と
比
べ
て
も
低
い
。
そ
の
理
由
は
主

に
、
塩
害
、
湛
水
害
に
よ
る
土
壌
の
劣
化
及

マ
ン
ズ
に
定
着
し
、
カ
ト
マ
ン
ズ
が
首
位
都

市
と
な
る
か
否
か
は
社
会
科
学
者
に
と
っ
て

強
い
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
は
、
既
に
い
わ
ゆ

る
都
市
問
題
が
環
境
の
悪
化
の
中
で
発
生

し
、
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。
産
業
及
び
人
口

の
過
度
の
集
中
に
よ
っ
て
、
多
く
の
深
刻
な

社
会
的
及
び
環
境
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
は
、
多
く
の
資
料
で
裏
付
け
ら
れ
て
お

り
、
疑
う
余
地
は
な
い
。

ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
低
地
の
タ
ラ
イ
地
域

へ
の
人
口
移
動
の
大
き
な
波
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
地
理
的
な
位
置
関
係
か
ら
い
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
人
口
移
動
の
流
れ
は
お
そ

ら
く
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の

ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別

農
業
・
農
村
開
発
基
礎
調
査

'､；

び
農
業
用
水
の
供
給
量
が
不
十
分
な
た
め
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
条
件
の
も
と
で
年
率

二
・
九
％
程
度
で
増
え
続
け
る
人
口
を
支
え

過
度
都
市
化
を
防
ぐ
意
味
で
も
合
理
的
な
妥

当
性
を
持
つ
開
発
戦
略
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
都
市
化
は
近
代
化
の
過
程
で
必

然
的
に
生
じ
て
く
る
現
象
で
あ
る
が
、
ネ

パ
ー
ル
に
適
し
た
好
ま
し
い
都
市
化
を
達
成

す
る
た
め
の
総
合
的
開
発
戦
略
を
と
る
必
要

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
中
小
都
市
の
成
長
を
促

進
し
、
農
村
地
帯
の
開
発
を
探
る
、
地
理
的

な
条
件
を
考
慮
に
い
れ
た
戦
略
が
必
要
と
な

る
の
で
あ
る
。

端
的
に
言
え
ば
、
人
口
送
り
出
し
地
域
及

び
受
け
入
れ
地
域
の
双
方
の
持
続
可
能
な
開

発
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
人
口
分
布
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
の
で
あ
る
。

キ
ス
タ
ン
国
要
旨

財
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
理
事

東
京
大
学
名
誉
教
授る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
非
常
に
厳

し
い
予
測
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
パ
キ
ス
タ

ン
の
国
土
の
大
部
分
は
乾
燥
地
帯
に
属
し
、
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・
》
Ｐ
ｚ
Ｃ
・
要
］
老
一
・

川

野
重
任
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そ
の
自
然
条
件
か
ら
降
雨
量
よ
り
も
蒸
散
量

の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

降
雨
の
み
に
頼
っ
た
農
業
で
は
、
極
め
て
低

い
生
産
量
し
か
確
保
し
得
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
農
業
開
発
に
お

い
て
は
河
川
及
び
地
下
水
を
利
用
し
た
灌
概

が
決
定
的
な
重
要
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
本
調
査
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
自

然
的
条
件
の
明
確
化
と
複
雑
な
関
連
を
持
つ

灌
概
と
塩
害
問
題
を
中
心
と
し
て
分
析
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
最
大
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
パ

ン
ジ
ャ
ブ
地
方
は
、
古
く
よ
り
世
界
の
穀
倉

地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
農
業

生
産
に
お
い
て
最
も
大
き
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
は
、
イ
ン
ダ
ス
川

の
支
流
に
広
が
る
広
大
な
地
域
で
、
一
九
四

七
年
の
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
割
に
よ
っ

て
、
イ
ン
ド
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
、
ハ
リ
ャ
ナ

州
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
と
分

か
れ
た
。
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
は
英
領
イ
ン
ド

時
代
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
灌
概
網
に
よ
っ

て
、
ほ
ぼ
一
○
○
％
の
灌
概
率
を
誇
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
優
良
な
農
業
用
水
が
潤
沢

に
あ
れ
ば
、
防
げ
る
は
ず
の
塩
害
が
近
来
こ

れ
だ
け
灌
概
が
普
及
し
た
地
域
で
深
刻
化
し

っ
つ
あ
る
が
、
英
領
イ
ン
ド
時
代
に
作
ら
れ

た
灌
概
網
が
、
そ
の
維
持
管
理
の
悪
さ
か
ら

塩
害
・
湛
水
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
点
も

少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
調
査
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
農
業
に
お
い

て
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
の
農
業
生
産
が
持
つ
高
い

重
要
性
及
び
同
州
で
高
い
灌
概
網
の
整
備
に

も
か
か
わ
ら
ず
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
、
士
壌

の
塩
害
・
湛
水
害
に
注
目
し
て
パ
ン
ジ
ャ
ブ

州
を
調
査
地
と
し
て
選
定
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
、
対
外
債
務
へ
の
利
払
い

と
国
防
費
の
合
計
が
国
家
支
出
の
六
○
％
を

占
め
る
財
政
難
の
中
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

世
銀
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
も
と
、

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
よ
る
農
業
関
連
の
補
助

金
が
続
々
と
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
灌
獅
・

電
力
供
給
を
行
っ
て
い
た
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

（
三
日
の
【
シ
コ
」
勺
○
葛
の
局
□
の
『
の
一
○
℃
目
の
貝

シ
ニ
ニ
・
口
ご
）
で
も
、
利
益
の
で
る
電
力
部

門
を
独
立
さ
せ
、
独
立
採
算
制
へ
の
移
行
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
灌
概
関

連
機
関
の
財
政
独
立
が
予
定
通
り
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
灌
概
イ
ン
フ
ラ
へ
の
資
金

が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
パ
キ
ス
タ
ン
農
業
に
重
大
な
打
撃
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
。
既
存
の
灌
概
施
設
の

維
持
・
管
理
が
困
難
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
「
緑
の
革
命
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
新

農
法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
一
層
の
農
業
発
展

を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
灌
概
や
土
地
改
良
な

ど
の
農
業
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
へ
の

膨
大
な
投
資
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

本
調
査
に
よ
る
パ
キ
ス
タ
ン
経
済
の
分
析

に
基
づ
く
と
、
こ
れ
ら
の
農
業
生
産
に
対
す

る
補
助
金
の
削
減
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
農
業
生

産
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
経

済
全
体
の
発
展
に
対
す
る
障
害
と
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。
援
助
供
与
国
、
国
際
機
関

か
ら
の
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
の
協
力
は
、
そ
の
経

済
の
健
全
化
の
た
め
に
一
層
、
農
業
発
展
に

力
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
わ
か
る
。

現
地
調
査
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
の
中
で
も

典
型
的
な
米
、
小
麦
作
地
帯
と
し
て
の
房
』
‐

匡
巨
Ｃ
Ｅ
国
県
を
調
査
対
象
地
域
と
選
定
し

た
。
堅
の
涛
冒
で
巨
日
県
に
お
け
る
農
業
生

産
性
の
格
差
は
、
主
要
水
路
、
道
路
か
ら
の

距
離
、
地
下
水
の
質
の
差
な
ど
に
よ
っ
て
生

じ
る
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
具
体
的

な
調
査
村
を
選
ぶ
際
に
地
下
水
の
質
の
差
と

主
要
水
路
及
び
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
の
州
都
ラ

2‘
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ホ
ー
ル
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
Ｋ
村
と
Ａ
村

を
選
定
し
た
。
そ
し
て
Ｋ
村
と
Ａ
村
の
農
業

生
産
力
の
差
は
こ
の
水
利
条
件
の
差
に
大
い

に
基
づ
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

現
地
調
査
は
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
農
業
省
か
ら

提
供
さ
れ
た
調
査
地
の
資
料
を
も
と
に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
カ
ー
、
土
地
・
水
利
代

金
を
徴
収
し
、
土
地
台
帳
を
管
理
し
て
い
る

パ
ト
ワ
リ
ー
及
び
農
民
に
対
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
中
心
に
行
っ
た
。

調
査
地
の
選
定
に
お
い
て
も
述
べ
た
よ
う

に
、
パ
キ
ス
タ
ン
農
業
の
開
発
の
た
め
に

は
、
土
壌
の
塩
害
、
湛
水
害
、
及
び
そ
れ
ら

と
不
可
分
に
か
か
わ
る
灌
概
の
改
善
が
必
要

で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
国
に
お
い
て
は
、
援
助
に
必

要
と
な
る
基
礎
的
な
調
査
そ
の
も
の
が
か
な

ら
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

実
情
が
あ
り
、
ま
た
、
今
回
調
査
も
地
域
的

・
期
間
的
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
得
ら

れ
た
資
料
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
全
体
に
対
す

る
援
助
を
具
体
的
に
記
述
す
る
に
は
十
分
で

は
な
い
。
し
か
し
、
我
々
が
収
集
し
え
た
資

料
に
基
づ
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
国
に
対
す
る
自

然
的
条
件
、
経
済
・
社
会
的
条
件
に
対
す
る

二
、
援
助
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
そ
の
援

助
対
象
は
投
資
（
援
助
）
の
点
か
ら
見
て
、
費

用
対
効
果
の
高
く
、
維
持
管
理
が
容
易
な
分

野
が
望
ま
し
い
。
従
っ
て
、
援
助
と
し
て

は
、
現
地
に
存
在
す
る
資
源
（
労
働
力
を
含

む
）
を
十
分
に
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
濯
概
に
関
し
て
可
能
性
の
あ
る

政
府
開
発
援
助
と
し
て
は
、
①
ダ
ム
や
発
電

所
の
建
設
、
②
灌
概
施
設
の
修
復
を
含
む
維

持
管
理
（
具
体
的
に
は
水
路
の
三
面
舗
装
と

排
水
設
備
の
建
設
）
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ
も
パ
キ
ス
タ
ン
の
農
業
開
発
に
と
っ
て
不

可
欠
な
重
要
性
を
持
つ
が
、
湛
水
害
・
塩
害

一
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
持
続
的
経
済
成
長
の
た

め
に
は
、
国
内
農
業
の
一
層
の
発
展
と
そ
の

持
続
的
成
長
が
必
要
で
あ
り
、
援
助
供
与

国
、
国
際
機
関
等
の
援
助
と
し
て
も
一
層
、

農
業
基
盤
整
備
に
対
す
る
投
資
を
重
視
す
る

必
要
が
あ
る
。
特
に
灌
概
シ
ス
テ
ム
へ
の
援

助
が
最
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

分
析
及
び
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
以
下
の
こ

と
を
述
べ
う
る
。

問
題
及
び
援
助
の
効
率
性
を
考
慮
す
れ
ば
、

灌
概
施
設
の
維
持
管
理
が
優
先
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
投
資
（
援
助
）
対
象
と
し
て
「
ダ

ム
・
発
電
施
設
の
建
設
」
と
「
濯
概
施
設
の
維

持
管
理
」
と
の
比
較
を
し
た
場
合
、
前
者
が

大
規
模
か
つ
長
期
的
な
投
資
を
必
要
と
す
る

選
択
肢
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
投
資

（
援
助
）
の
技
術
的
分
割
性
（
←
の
：
ロ
・
」
。
、
一
日
］

Ｓ
ａ
ｍ
旨
一
】
こ
）
を
持
ち
、
圃
場
用
水
路
を
一

単
位
と
し
て
事
業
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
よ

く
、
小
さ
な
事
業
規
模
か
ら
始
め
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

特
に
、
圃
場
用
水
路
へ
の
投
資
が
最
も
費

用
対
効
果
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
投
資
効
果
（
労
働
力

投
入
も
含
む
）
は
受
益
農
家
に
直
接
還
元
さ

れ
る
た
め
に
、
農
村
資
源
の
動
員
が
比
較
的

容
易
と
な
り
、
ま
た
農
民
の
参
加
に
よ
る
長

期
的
維
持
管
理
も
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
こ
で
必
要
と
な
る
資
材
も
粘

士
な
ど
現
地
に
存
在
す
る
資
材
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
費
用
対
効

果
の
高
さ
と
そ
の
維
持
管
理
が
容
易
で
あ
る

と
い
う
点
か
ら
圃
場
用
水
路
（
給
水
及
び
排

水
）
の
整
備
を
優
先
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
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女性問題で気を吐いた、

左から南野（自民)、大

脇（社民）両参議院議員

の
場
合
、
受
益
農
家
の
直
接
参
加
が
大
き
な

役
割
を
果
た
す
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
に
対
す
る
積
極
的
財
政
支
援
が
特
に
重

要
で
あ
る
。

次
に
、
管
井
戸
の
設
置
も
、
圃
場
内
の
水

資
源
開
発
と
し
て
望
ま
れ
る
。
し
か
し
そ
の

普
及
の
た
め
に
は
安
定
的
で
、
安
価
な
電
力

三
、
援
助
方
法
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
パ
キ
ス

タ
ン
の
灌
概
シ
ス
テ
ム
管
理
は
、
中
央
集
権

か
ら
分
権
化
の
方
向
に
あ
り
、
灌
概
に
関
わ

る
意
思
決
定
が
州
政
府
、
さ
ら
に
は
そ
の
下

の
県
や
郡
レ
ベ
ル
に
ま
で
分
権
化
さ
れ
る
可

能
性
が
強
い
。
と
す
れ
ば
援
助
に
関
し
て
も

中
央
政
府
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
州
レ
ベ

ル
で
の
協
議
が
重
要
と
な
る
。

供
給
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
地
下
水
が
塩
基
質
で
あ
る
地
域
で
は
、

管
井
戸
の
設
置
に
よ
っ
て
塩
害
が
深
刻
化
す

る
た
め
、
こ
う
し
た
地
域
の
特
定
作
業
を
急

ぎ
、
そ
の
よ
う
な
地
域
に
は
管
井
戸
の
設
置

を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
塩
基
水
地

域
で
は
代
替
的
水
供
給
が
望
め
な
い
以
上
、

圃
場
用
水
路
整
備
事
業
を
優
先
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
。

ま
た
塩
害
の
改
善
も
同
様
に
、
農
村
に
あ

る
資
源
を
十
分
に
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
具
体
的
に
は
既
に
行
わ
れ

て
い
る
、
除
塩
効
果
を
持
つ
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ

ス
の
活
用
、
有
機
質
肥
料
の
活
用
、
石
膏
の

使
用
な
ど
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
キ
ス
タ

ン
で
は
灌
概
管
轄
官
庁
の
再
編
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
動
向
を
見
極
め
た
上
で
の
援

助
が
必
要
と
な
る
。

さ
ら
に
、
灌
概
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
、

対
象
が
村
や
圃
場
水
路
の
水
利
組
合
な
ど
の

よ
う
に
限
定
さ
れ
た
社
会
集
団
と
な
ら
ざ
る

を
得
ず
、
農
村
資
源
の
動
員
や
維
持
管
理
の

た
め
に
農
民
の
参
加
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

否
を
決
め
る
要
諦
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
社

会
科
学
的
発
想
に
基
づ
き
、
農
民
へ
の
受
け

入
れ
や
す
さ
や
農
民
指
導
者
の
組
織
化
な
ど

考
慮
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
で
あ
る
。
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診龍

＝〆

司
会
》
シ
フ
・
カ
レ
ー
卵
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事

務
局
長

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
食
糧
安
全
保
障
に

つ
い
て
話
し
合
う
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

昨
日
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
運
営
委
員
会
で
人
口

と
食
糧
安
全
保
障
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
一
年
間
を
か
け
て

ア
ジ
ア
で
食
糧
安
全
保
障
と
人
口
の
ど
の
よ

う
な
内
謹
】
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
を
決
め
る
た
め
の
討
議
の
場
で
す
七

農
業
食
糊
祷
機
構
が
、
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト

を
ロ
ー
マ
で
今
年
の
＋
｜
月
に
開
催
し
ま

す
。
こ
の
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
い
ろ

■
・
口
・
■
可
Ｆ
■
Ａ
◎
世
界
食
糧
廿
口
ミ
ッ
ト
』

１
ノ
１
β
・
■
■
に
向
け
て
■
■
■
■
Ⅲ
Ｙ
１
１

い
ろ
な
国
が
一
堂
に
会
し
、
貧
困
、
栄
養
不

良
、
飢
餓
、
食
糧
安
全
保
障
に
つ
い
て
討
議

を
し
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
、
い
ろ
い
ろ
な

戦
略
が
た
て
ら
れ
国
際
的
、
地
域
的
、
国
家

的
な
レ
ペ
ル
で
様
々
な
政
策
を
つ
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
連
は
一
九
九
六
年
を
貧
困
撲
滅
の
年
と

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
、
皆
様
の
支
援
を
動
員
し
て
、
貧
困

の
撲
滅
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
付
け
加
え
食
糧
の
安
全
保

障
、
貧
困
及
び
栄
養
不
良
に
つ
い
て
討
議
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
過
去
に
国
連
主
催
の
政

府
間
会
議
で
各
地
域
議
連
の
協
力
を
仰
ぎ
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
際
的
な
議
員
会
議

を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
九
九
四
年

に
は
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
で
国
際
人
口
開
発

議
員
会
議
、
次
い
で
一
九
九
五
年
三
月
に
は

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
の
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト

と
同
時
期
に
、
国
際
人
口
・
社
会
開
発
議
員

会
議
、
八
月
に
は
中
国
・
北
京
の
第
四
回
世

界
女
性
会
議
に
あ
わ
せ
て
、
東
京
で
国
際
女

性
人
口
開
発
議
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
で
の
国
際
女
性
人
口
開
発
議
員
会
議

は
、
こ
の
三
つ
の
会
議
の
う
ち
、
最
も
有
意

義
な
会
議
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
実
績
と
こ
の
一
連
の
流
れ
に
基
づ

き
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
人
口
と
食
樋
に
関
す
る

国
会
議
員
会
議
を
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
第
一
歩
を
こ
の
会
議
か
ら
始
め
、
ア
ジ
ア

の
人
口
と
食
糧
に
関
す
る
準
備
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
国
家
レ
ベ
ル
、
地

域
レ
ベ
ル
、
小
地
域
レ
ベ
ル
で
、
多
く
の
国

会
議
員
の
方
々
か
ら
意
見
を
伺
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
多
く
の
”
人
口
と
開
発
に
関
す
る
地
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黒
田
俊
夫
函

人
口
と
食
糧
が
人
類
に
と
っ
て
の
生
存
に

か
か
わ
る
よ
う
な
問
題
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
は
最
初
に
食
糧
問
題
を
人
口
と
の

関
連
で
、
マ
ク
ロ
的
な
点
か
ら
簡
単
に
問
題

の
焦
点
を
考
え
て
み
た
い
。
今
か
ら
二
○
○

域
議
員
グ
ル
ー
プ
“
が
活
発
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
地
域
で
は
、
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
地
域
議
員
グ

ル
ー
プ
」
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ

カ
・
中
東
の
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
ま
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
会
議
員
の
方
々
、
そ
の
他

の
同
僚
に
も
意
見
を
仰
い
だ
上
で
国
際
的
な

会
議
を
開
催
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
同
意
が
頂
け
れ

ば
、
私
ど
も
も
、
ア
フ
リ
カ
の
議
員
グ
ル
ー

プ
、
イ
ン
タ
ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
国
会
議
員
グ

ル
ー
プ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
会
議
員
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
と
も
に
、
積
極
的
に
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
、
惜
更
香
岳
種
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の

畷翻鋼翻翻

こ
の
三
○
年
間
が
、
人
類
が
地
球
上
で

生
き
て
い
け
る
か
ど
う
か
の
正
念
場

年
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
経
済
学
者
ロ

バ
ー
ト
・
マ
ル
サ
ス
が
、
食
糧
問
題
と
人
口

に
つ
い
て
、
非
常
に
悲
観
的
な
論
文
、
『
人

口
の
原
理
』
と
い
う
書
物
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
「
人
口
が
幾
何
級
数
的
に
増

え
る
の
に
対
し
て
、
食
糧
は
算
術
級
数
的
に

人
口
と
食
糧
安
全
保
障
に
関
す
る
国
会
議
員
活

動
を
ま
ず
こ
こ
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
、
三
名
の
著
名
な
人
口
と
食
糧
・
農

業
問
題
に
関
す
る
専
門
家
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
先
ず
最
初
に
、
チ
ャ
ッ
ダ
ー

さ
ん
。
イ
ン
ド
の
農
業
省
局
長
で
す
。
イ
ン

ド
の
農
業
政
策
の
背
景
を
お
話
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
川
野
先
生
。
ご

存
じ
の
通
り
、
農
業
の
分
野
で
幅
広
く
ご
活

躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
黒
田
先

生
。
ご
紹
介
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
と
思

い
ま
す
。
人
口
の
側
面
か
ら
見
た
食
糧
問
題

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

で
は
、
黒
田
先
生
か
ら
…
…
。

し
か
増
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
口
は
や

が
て
過
剰
に
な
り
、
非
常
に
悲
惨
な
運
命
に

直
面
す
る
。
飢
餓
、
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
、

死
亡
率
が
非
常
に
高
く
な
り
、
人
口
が
減
少

す
る
。
そ
し
て
人
口
が
十
分
に
減
る
と
、
ま

た
、
人
口
が
増
え
始
め
る
。
食
糧
も
だ
ん
だ

ん
回
復
し
て
く
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
人

間
と
い
う
の
は
大
変
悲
惨
な
宿
命
を
も
っ
て

い
る
」
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
二
○
○
年
、
ど
う
い

う
こ
と
が
起
き
た
で
し
ょ
う
か
。
地
球
上
で

は
、
マ
ル
サ
ス
以
降
、
産
業
革
命
な
ど
の
技

術
革
新
な
ど
に
よ
っ
て
食
糧
生
産
は
急
速
に

増
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
第
二
次
大
戦
後
、

人
口
増
加
が
爆
発
的
に
起
こ
っ
た
の
で
す
が

食
糧
生
産
の
方
が
上
回
っ
た
。
緑
の
革
命
な

ど
が
、
ア
ジ
ア
の
食
糧
供
給
に
対
し
て
大
変

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。
ご
く
最

近
ま
で
、
こ
と
に
戦
後
一
九
五
○
年
か
ら
一

九
九
○
年
ま
で
の
約
四
○
年
間
、
驚
い
た
こ

と
に
は
、
食
糧
生
産
は
年
率
三
％
ず
つ
増
加

し
、
人
類
の
歴
史
上
か
つ
て
な
い
速
度
で
増

加
し
た
人
口
増
加
率
を
も
上
回
る
食
糧
増
産

が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

地
球
上
で
何
が
問
題
に
な
っ
た
か
と
い
う

2８



第１２回人ロと開発・アジア国会議員代表者会溌《セッションⅣ》

と
、
食
糧
が
過
剰
に
な
る
、
と
い
う
問
題
が

出
て
き
た
の
で
す
。
今
か
ら
考
え
る
と
驚
く

べ
き
事
実
で
す
が
…
…
。

こ
の
食
糧
増
産
に
対
し
て
、
人
口
の
方

は
、
第
二
次
大
戦
後
、
一
九
六
○
年
代
は
二

％
と
い
う
大
変
な
増
加
率
で
し
た
。
し
か

し
、
食
糧
生
産
が
年
率
三
％
で
す
か
ら
、
そ

れ
よ
り
は
低
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、

人
口
増
加
率
は
だ
ん
だ
ん
下
が
り
、
現
在
、

約
一
・
六
％
ぐ
ら
い
で
す
。

こ
の
よ
う
に
人
口
増
加
を
食
糧
生
産
が
上

回
っ
た
結
果
、
食
糧
と
人
口
を
地
球
規
模
で

見
れ
ば
、
人
類
は
食
糧
問
題
か
ら
解
放
さ
れ

た
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
マ
ル
サ
ス
か
ら
、

二
○
○
年
経
っ
て
、
も
う
食
糧
と
い
う
の
は

問
題
な
い
、
人
口
問
題
は
全
く
心
配
な
い
、

と
一
部
で
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
論

拠
は
人
口
の
増
加
率
よ
り
も
は
る
か
に
高
い

食
糧
生
産
の
増
加
を
達
成
し
た
、
と
い
う
わ

け
で
す
。

確
か
に
、
緑
の
革
命
、
化
学
肥
料
の
導

入
、
あ
る
い
は
品
種
の
改
良
、
灌
概
な
ど

様
々
な
領
域
で
劇
的
な
変
化
が
起
こ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
と
に
か
く
農
業
生
産

は
大
幅
に
伸
び
た
の
で
す
。

過
去
、
約
四
○
年
間
、
人
類
は
マ
ル
サ
ス

が
二
○
○
年
前
に
心
配
し
た
よ
う
な
大
変
な

苦
悩
と
い
う
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
た
状
況

だ
っ
た
の
で
す
が
、
さ
て
、
最
近
に
な
り
、

こ
の
状
況
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

九
○
年
代
に
入
り
、
表
面
化
し
て
き
た
こ

と
は
、
食
糧
生
産
の
増
加
率
が
ど
ん
ど
ん
下

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
で

は
、
過
去
の
高
い
食
糧
生
産
の
増
加
率
が
低

下
し
、
人
口
の
増
加
率
を
は
る
か
に
下
回
る

よ
う
な
食
糧
生
産
の
増
加
率
、
最
近
は
一
％

ぐ
ら
い
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
現

在
、
世
界
の
人
口
増
加
率
は
、
一
・
七
％
あ

る
い
は
一
・
六
％
で
す
か
ら
、
過
去
四
○
年

間
続
い
た
人
口
増
加
率
を
食
糧
生
産
の
増
加

率
が
上
回
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
逆
転
し
て

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
日
、
人
口
と
食
糧
と
い
う
、

人
間
の
生
存
に
と
っ
て
、
非
常
に
古
く
か
ら

学
問
的
な
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
問

題
が
、
今
、
現
実
的
な
、
あ
る
い
は
政
策
上
の

問
題
と
し
て
、
再
び
現
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
が
、
悲
観
的
に

考
え
る
か
、
楽
天
的
に
考
え
る
か
と
い
う

と
、
あ
ま
り
楽
天
的
で
も
困
り
ま
す
し
、
あ

ま
り
悲
観
的
で
も
困
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
ま
ず
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
多
少
悲
観
的
な
ほ
う
が
、
い
い
の
で
は

な
い
か
。
悲
観
的
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
努

力
が
必
要
で
、
そ
の
努
力
に
対
す
る
関
心
が

非
常
に
高
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
人
口
の
方
は
と
り
あ
え
ず
お

い
て
お
き
ま
し
て
、
ま
ず
食
糧
が
今
後
ど
う

な
る
か
を
考
え
る
と
き
の
問
題
点
を
少
し
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
は
、
大
変
な
世
界
の
食
糧
生
産
に
貢

献
し
た
、
グ
リ
ー
ン
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

が
、
ま
た
、
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
は
な
い
か
。

化
学
肥
料
を
非
常
に
た
く
さ
ん
投
じ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
も
う
一
度
生
産
性
が
ど
ん
ど
ん

上
が
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
化
学
肥
料
の

役
人
が
、
も
う
ほ
と
ん
ど
限
界
に
き
て
い

て
、
現
在
の
化
学
肥
料
の
投
入
量
を
ど
の
よ

う
に
増
や
し
て
も
、
生
産
が
そ
れ
に
伴
っ
て

は
増
え
な
い
。
こ
れ
を
経
済
学
で
は
、
「
収

穫
低
減
の
法
則
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
化

学
肥
料
を
二
倍
入
れ
て
も
、
生
産
は
二
倍
に
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増
え
な
い
。
一
・
五
倍
し
か
増
え
な
い
、
一

倍
し
か
増
え
な
い
、
そ
の
う
ち
に
は
○
・
五

倍
し
か
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
最
後
に
は
、
投
入
す
る
肥
料
よ
り
も
、

絶
対
的
な
生
産
性
が
落
ち
る
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
、
現
在
の
状
況
は
至
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
化
学
肥
料
を
投
入
し
て
も
、
食

糧
生
産
の
生
産
性
は
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

第
二
は
、
農
地
面
積
に
関
し
て
は
、
新
し

く
こ
れ
か
ら
耕
作
可
能
な
農
地
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
戦
後
五
○
年
間
に
、
世
界
の

新
し
い
農
地
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
今
ま
で
の
耕
地
を
つ
ぶ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
社
会
が
近

代
化
し
て
く
る
と
、
工
業
化
が
進
む
、
都
市

化
が
進
む
、
そ
の
な
か
で
、
学
校
、
工
場
、

病
院
、
道
路
の
建
設
用
地
と
し
て
、
現
在
の

耕
地
面
積
を
つ
ぶ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

今
以
上
に
農
業
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
は

困
難
だ
し
、
農
地
の
絶
対
量
も
減
っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
生
産

性
の
動
向
は
、
今
ま
で
期
待
し
た
よ
う
な
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
一
つ
の
期
待
を
持
つ
の
は
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
す
が
、
こ
の
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
ほ
ん
と
う
に
期
待
で
き
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
実
験
室
で
は
、
か
な
り
の
効
果
が
現
わ

れ
て
き
て
い
る
が
、
人
類
の
こ
れ
か
ら
の
増

加
に
対
し
て
、
そ
れ
を
養
っ
て
い
け
る
よ
う

な
、
革
命
的
な
農
業
の
食
糧
生
産
が
可
能
だ

ろ
う
か
。
可
能
に
な
る
よ
う
な
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
、

非
常
に
不
安
で
す
。

私
は
こ
の
点
に
非
常
に
重
点
を
お
い
て
考

え
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
大

い
に
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
我
々
が
考
え
て
い
る
期
間
の
う
ち
に
こ

れ
ら
が
で
き
あ
が
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
、

人
口
の
面
か
ら
考
え
ま
す
と
こ
の
「
時
間
の

制
約
」
と
い
う
考
え
方
が
出
て
き
ま
す
。

一
九
八
五
年
か
ら
二
○
二
五
年
ま
で
の
四

○
年
間
は
、
毎
年
の
世
界
人
口
の
増
加
分

は
、
約
八
五
○
○
万
人
で
す
。
こ
の
水
準
の

ま
ま
四
○
年
間
増
え
て
い
く
と
今
後
三
○
年

間
で
約
四
○
億
の
増
加
に
な
る
。
二
○
二
五

年
ま
で
あ
と
一
一
一
○
年
。
こ
の
三
○
年
足
ら
ず

の
時
間
が
、
我
々
人
類
が
こ
れ
か
ら
も
こ
の

地
球
上
で
生
き
て
い
け
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
正
念
場
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

間
に
、
マ
イ
ナ
ス
の
点
を
補
っ
て
、
そ
れ
に

足
る
よ
う
な
食
糧
生
産
を
可
能
に
す
る
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
完
成
が
可
能
か
ど
う

か
。
三
○
年
間
で
そ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
完
成
し
な
い
と
、
き
わ
め
て
悲
観
的

に
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
、
一
九
九
五
年
の
世
界
人
口
が
五
七

億
で
す
が
、
二
○
二
五
年
に
は
八
○
億
を
超

え
ま
す
。
八
○
億
の
人
口
は
、
そ
れ
か
ら
二

五
年
経
つ
二
○
五
○
年
に
は
一
○
○
億
に
な

る
の
で
す
が
、
’
○
○
億
ま
で
考
え
る
必
要

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
今
か
ら
三
○
年
後
の
、
世
界

の
人
口
の
大
き
さ
八
○
億
と
、
毎
年
追
加
さ

れ
る
人
口
、
約
八
五
○
○
万
人
の
人
々
に
、

学
校
の
教
育
、
職
業
、
住
宅
な
ど
を
供
給
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
は
毎

年
増
え
続
け
ま
す
。
三
○
年
後
、
総
人
口
は

八
○
億
を
超
え
る
。

い
っ
た
い
地
球
で
暮
ら
し
て
い
け
る
人
口

は
ど
の
く
ら
い
が
限
度
か
、
我
々
専
門
家
も

大
変
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
様
々
な
意

見
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、
八
○
億
人
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が
地
球
が
支
え
う
る
最
大
限
の
人
口
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。

人
間
一
人
の
生
存
に
必
要
な
農
地
面
積
を

○
・
○
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
、
地
球
の
耕

作
可
能
な
土
地
面
積
で
割
る
と
お
よ
そ
八
○

億
と
な
る
。
こ
れ
は
、
き
わ
め
て
単
純
な
一

つ
の
算
出
方
法
に
基
づ
い
た
計
量
だ
が
、
そ

の
他
の
方
法
を
用
い
た
場
合
に
も
、
地
球
人

口
八
○
億
人
と
い
う
の
は
限
界
だ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
す
。

条
件
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
何
と
も
い

え
な
い
が
、
た
だ
一
つ
の
め
ど
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
。

従
っ
て
、
地
球
人
口
の
上
限
を
仮
に
八
○

億
と
考
え
る
場
合
、
そ
の
八
○
億
に
な
る
ま

で
の
こ
れ
か
ら
の
三
○
年
間
は
、
人
類
に

と
っ
て
は
も
う
二
度
と
こ
な
い
、
こ
の
時
期

を
逃
し
て
は
人
類
の
生
存
は
あ
り
え
な
い
重

要
な
時
期
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
ん
ら
か
の
方
法
を
、
こ
れ
か
ら
三
○

年
の
間
に
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
三
○
年
の
間
に
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
劇
的
な
発
展
を
遂
げ
、
食
糧
問
題
を

解
決
し
て
い
け
る
の
か
ど
う
か
考
え
ま
す

と
、
非
常
に
不
安
に
な
り
ま
す
。

私
ど
も
も
自
信
を
も
っ
て
言
え
ま
せ
ん

し
、
専
門
の
先
生
方
も
一
所
懸
命
や
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
か
な
り
不
安
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
我
々
が
抱
え
て
い
る
問
題

は
、
人
口
と
食
糧
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
食
糧
の
問
題
だ
け
を

扱
っ
て
い
て
も
人
口
が
あ
る
限
界
を
越
え
て

増
加
し
て
し
ま
え
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

人
口
の
方
は
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
と
し

て
も
世
界
の
人
口
を
な
ん
と
し
て
も
八
○
億

に
な
ら
な
い
よ
う
な
速
度
に
し
、
増
加
を
抑

え
る
と
い
う
こ
と
し
か
な
い
。
今
申
し
上
げ

た
食
糧
問
題
か
ら
考
え
た
場
合
の
世
界
人
口

の
数
値
は
、
国
連
が
計
算
し
ま
し
た
中
位
の

推
計
で
す
。
こ
れ
が
も
う
少
し
高
く
、
多
く

な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
推
計
に
は
、
低
位

推
計
も
高
位
推
計
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
か
は
現
在
と
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
方
に
か
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

人
口
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
、
悲
観
的

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
だ
け
に

我
々
の
大
変
な
努
力
が
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
、
マ
ク
ロ
的
観
点
の
み
を
申
し

ま
し
た
が
、
ミ
ク
ロ
、
マ
ク
ロ
の
両
方
か
ら

チ
ャ
ッ
ダ
ー
叩
イ
ン
ド

私
は
、
イ
ン
ド
政
府
の
役
人
で
す
。
通

常
、
私
ど
も
は
国
会
議
員
の
お
話
を
聞
く
立

場
で
あ
り
、
行
政
の
側
か
ら
話
を
し
て
は
い

議
長
⑪

黒
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

非
常
に
興
味
深
い
面
白
い
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

で
は
、
次
に
チ
ャ
ッ
ダ
ー
先
生
お
願
い
で

き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

見
る
と
、
ま
た
違
っ
た
考
え
が
で
て
ま
い
り

ま
す
し
、
国
に
よ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ

た
条
件
は
非
常
に
違
い
ま
す
。

昨
日
、
川
野
先
生
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
濯

薇
が
農
業
の
た
め
の
最
大
の
方
策
で
あ
る
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
国
で

は
そ
う
で
は
な
く
、
電
力
が
必
要
と
な
る
、

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
Ｑ
ミ
ク
ロ
な
点
か
ら
見

ま
す
と
、
個
々
の
条
件
に
よ
っ
て
と
る
べ
き

政
策
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
く
る
。
今
後

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
需
要
に
応
じ
た
大
変
な
努

力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と
い
う
こ
と

だ
け
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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け
な
い
の
で
す
が
、
発
言
の
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

イ
ン
ド
の
持
続
可
能
な
開
発
に
つ
い
て
、

少
し
お
話
し
し
ま
す
。
一
般
的
に
持
続
可
能

な
開
発
と
い
う
の
は
、
今
、
自
然
か
ら
そ
の

資
源
を
と
る
。
し
か
し
、
将
来
の
世
代
、
子

供
た
ち
、
孫
た
ち
の
た
め
に
、
や
は
り
そ
の

資
源
を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

彼
ら
も
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
天
然
の
恵
み

と
い
う
も
の
を
持
続
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
開
発
が
、
持
続
可
能
な
開
発
で
す
。

こ
の
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
の
は
、
定

義
と
し
て
は
新
し
い
、
ま
た
、
言
葉
と
し
て

も
新
し
い
も
の
で
す
が
、
二
○
○
○
年
前
か
ら

こ
う
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

母
で
あ
る
自
然
は
、
私
が
再
生
産
で
き
な

い
ほ
ど
私
か
ら
と
っ
て
は
い
け
な
い
の
よ
、

と
い
っ
て
い
た
の
は
も
う
二
○
○
○
年
前
の

こ
と
で
す
。
自
然
か
ら
、
母
で
あ
る
こ
の
地

球
か
ら
私
ど
も
は
す
べ
て
を
と
っ
て
し
ま
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

将
来
の
私
ど
も
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
残

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
金
の
卵
を
生
ん
だ
雌
鶏
が
い
ま

し
た
。
農
夫
は
毎
朝
、
こ
の
鶏
が
卵
を
生
む

と
き
鶏
の
声
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
雌
鳥
は

毎
日
毎
日
一
つ
ず
つ
金
の
卵
を
生
ん
で
く
れ

て
、
こ
の
農
夫
は
、
大
金
持
ち
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
農
夫
は
だ
ん
だ

ん
貧
欲
に
な
り
、
欲
が
出
て
き
て
、
な
ぜ
自

分
は
毎
日
、
｜
個
の
卵
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
い
っ
ぺ
ん
に
生
ま
せ
れ
ば

も
っ
と
金
持
ち
に
な
る
と
思
っ
た
。
無
理
を

し
て
一
度
に
卵
を
生
ま
せ
よ
う
と
し
て
結
局

は
、
金
の
卵
を
産
む
雌
鳥
を
殺
し
て
し
ま

い
、
す
べ
て
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と

い
う
の
が
そ
の
話
の
結
末
で
す
。

我
々
も
貧
欲
に
走
っ
て
、
自
然
か
ら
す
べ

て
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
の
で

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
続
け
る
と
、
い
ず

れ
何
も
残
ら
な
い
と
い
う
状
態
が
来
ま
す
。
持

続
可
能
な
開
発
は
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
自
由
を
猶
得
す

る
た
め
に
闘
っ
て
い
た
時
代
に
、
ガ
ン
ジ
ー

は
イ
ン
ド
は
そ
の
当
時
の
人
口
の
二
倍
を
養

う
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
日
実
際
に
私
ど
も
は
そ
の
当
時
の
人

口
の
三
倍
の
人
口
を
扶
養
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
生
産
を
行
た
め
に
は
、
単
に

生
産
性
を
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に

使
わ
れ
る
耕
作
技
術
が
持
続
可
能
な
開
発
と

適
合
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
イ
ン
ド
で
、
農
業
生
産
性
を
非
常
に

上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
肥
料
や
農
薬
な
ど

の
、
農
業
投
入
物
を
う
ま
く
使
う
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
が
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
は
、
農
業
の
き
ち
っ
と
し
た
政
策

で
す
。
農
業
政
策
に
関
し
て
、
イ
ン
ド
で

は
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
は
皆
座
っ

て
頭
を
悩
ま
し
て
、
考
え
て
政
策
を
出
し
た

わ
け
で
す
。
実
際
に
、
そ
の
土
地
が
肥
沃
で

な
く
な
っ
た
時
に
、
肥
料
を
投
入
し
て
き
た

わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
一
九
九
二
年
に
私
ど
も
は
ま

ず
、
最
初
の
農
業
政
策
を
草
案
と
し
て
議
会

に
提
出
し
、
州
政
府
の
間
で
も
討
議
さ
れ
、

幸
い
私
も
こ
の
農
業
政
策
の
決
議
案
の
作
業

に
も
関
わ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
も
う
す
ぐ
採

択
さ
れ
る
予
定
で
す
。

私
ど
も
の
政
策
策
定
の
目
的
は
何
か
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
た
び

に
、
そ
の
解
決
策
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
長
期
的
な
解
決
策
と
い
う
の
が
見
出

せ
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
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ら
は
そ
の
農
業
政
策
を
戦
略
的
に
ま
た
、
き

ち
っ
と
長
期
的
に
形
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

「
緑
の
革
命
」
は
、
イ
ン
ド
の
な
か
で
も
、
ほ

ん
の
少
数
の
人
に
し
か
繁
栄
を
も
た
ら
さ

ず
、
本
当
に
貧
し
い
人
は
、
そ
こ
か
ら
恩
恵

を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
農
業
政

策
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
分
野
で
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
政
策
に
し
、
皆
に
そ
れ
が
適
応

さ
れ
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
の
で
す
。

農
民
が
自
分
こ
そ
も
っ
と
も
っ
と
農
業
分

野
に
投
資
を
し
て
そ
の
見
返
り
を
得
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
、
農
業
政

策
は
意
味
が
な
い
。
そ
し
て
、
輸
出
に
こ
ぎ

つ
け
る
ほ
ど
の
収
穫
物
が
で
き
る
よ
う
に
、

も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で

す
。
農
民
が
実
際
に
農
業
と
い
う
も
の
は
、

損
を
す
る
職
業
だ
と
考
え
た
ら
農
業
分
野
は

伸
び
ま
せ
ん
。

私
ど
も
の
農
業
政
策
で
、
人
々
を
、
農
業

を
変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
目
標
を

持
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
農
業
政
策
を
も
っ

て
私
ど
も
は
イ
ン
ド
で
の
新
し
い
農
業
の
向

上
、
経
済
の
発
展
、
ま
た
、
農
村
に
お
け
る

潜
在
的
な
失
業
と
い
う
も
の
を
な
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
一
兆
そ
し
て
、
経

済
的
な
発
展
を
め
ざ
す
わ
け
で
す
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
政
策
が
や
は

り
農
村
の
人
々
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
い
う

こ
と
で
す
。
特
に
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
、
例

え
ば
、
農
村
の
労
働
者
、
女
性
、
そ
し
て
地

位
の
低
い
人
た
ち
を
救
う
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
政
策
を
も
っ
て
、
失
業
及
び
潜
在

的
な
失
業
を
打
ち
消
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

潜
在
的
な
失
業
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
か
。
例
え
ば
、
六
カ
月
分
の
食

糧
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の

分
だ
け
し
か
作
ら
な
い
。
次
の
六
カ
月
分
の

仕
事
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け

で
す
。

次
は
投
資
で
す
。
一
年
間
の
投
資
し
か
今

は
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
当

に
必
要
と
な
る
の
は
、
長
期
的
な
開
発
に
向

け
て
の
投
資
で
す
。
で
す
か
ら
、
長
期
的
な

投
資
が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
灌
概
と

か
、
井
戸
を
掘
る
と
か
、
道
路
を
造
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
設
備
を
整
備
す
る
、
そ

れ
か
ら
輸
送
設
備
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

生
産
性
が
上
が
れ
ば
、
そ
れ
を
や
は
り
市

場
で
売
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

商
品
化
も
伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
わ
け
で
す
。

三
番
目
の
分
野
は
教
育
で
す
。
今
日
、
農

業
関
係
の
教
育
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
所
の
中

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
農
地
に
は

ま
だ
そ
の
結
果
が
現
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

様
々
な
理
由
か
ら
、
や
は
り
研
究
開
発
と
い

う
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
研
究
所
の
中
だ
け
に

と
ど
ま
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。
実
際
の
現

場
に
こ
れ
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

わ
け
で
す
。
農
民
が
研
究
開
発
の
成
果
と
い

う
も
の
を
受
け
、
そ
れ
を
自
分
の
農
業
に
実

践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

’
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
実
際
に
休
閑
中

の
不
毛
な
土
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
土

地
は
、
水
利
設
備
、
植
林
な
ど
を
通
し
て
、

も
っ
と
肥
沃
な
土
地
に
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

で
は
次
に
持
続
可
能
な
農
業
と
い
う
観
点

か
ら
…
…
。
土
地
及
び
水
資
源
の
確
保
が
先

ず
重
要
に
な
る
。
こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
水
資
源
も
も
う
数
年

た
て
ば
、
限
界
に
き
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
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で
す
。
で
す
か
ら
水
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
運
河
を
造
っ
た
り
、
き
ち
ん
と
し
た
政
策

を
も
っ
て
水
管
理
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
農
民
に
対
し
て
の
水
の
供
給
と
い

う
も
の
を
き
ち
ん
と
確
保
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
必
要
な
水
の
量
を
農
民
に
提

供
す
る
こ
と
、
水
を
無
駄
に
し
な
い
と
い
う

こ
と
が
、
水
資
源
の
開
発
で
す
。

今
、
実
際
に
農
地
が
建
設
用
地
に
ど
ん
ど

ん
移
行
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
や
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
地

を
保
護
し
、
農
業
の
開
発
に
向
け
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

次
に
平
等
な
栄
養
を
土
地
に
与
え
る
た
め

に
環
境
の
生
態
系
に
見
合
っ
た
も
の
を
投
入

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
バ
イ
オ
肥

料
と
い
っ
た
も
の
を
使
っ
て
環
境
を
考
慮

し
、
ま
た
、
殺
虫
剤
も
や
は
り
環
境
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
投
入
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
き
ち
ん
と
し
た
防
虫
管
理
が
導

入
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
た
だ
殺
虫
剤

を
使
え
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
殺
虫
剤
を
無
闇
や
た
ら
に
使
う
と
食
糧

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
最
終
的
に
は
我
々

の
健
康
に
も
影
響
が
及
ぶ
わ
け
で
す
。
化
学

肥
料
を
使
え
ば
、
食
糧
の
質
が
悪
く
な
り
、

人
々
の
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が

出
て
き
ま
す
。
包
括
的
な
バ
イ
オ
肥
料
を

使
っ
た
肥
料
管
理
が
必
要
で
す
。

バ
イ
オ
肥
料
を
使
い
、
有
害
虫
、
そ
れ
か

ら
不
必
要
な
も
の
を
除
去
し
て
い
く
わ
け
で

す
。
今
日
、
私
ど
も
、
そ
の
肥
料
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
肥
料
と
い
う
の
が
、
農

村
部
で
も
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

次
に
実
際
に
農
村
に
い
る
農
民
に
つ
い

て
。
農
民
は
、
農
村
に
い
る
金
持
ち
の
金
貸

し
か
ら
借
金
し
、
そ
れ
で
彼
ら
は
、
そ
の
利

子
に
よ
っ
て
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
、
身
動

き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
革
を
行

う
た
め
に
は
、
そ
う
い
っ
た
過
去
か
ら
農
民

を
解
放
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実

際
に
は
、
農
協
の
金
融
機
関
を
通
し
て
農
民

に
適
切
な
利
子
で
お
金
を
貸
す
と
い
う
制
度

を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
ま
た
、
収
穫
物
に
対
す
る
保
険

制
度
を
導
入
し
農
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
あ
る
年
に
収
穫
が
不
十
分
だ
っ
た

場
合
、
農
民
が
保
険
を
利
用
し
て
、
あ
る
程

度
の
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
制
度
で
す
。
こ
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
農

業
政
策
を
通
し
て
、
私
ど
も
は
農
村
に
も
民

主
的
な
、
完
全
な
自
主
農
業
と
い
う
も
の
を

確
立
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
種
子
、
機
械
、
肥
料
は
す
べ
て
、

農
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
農
民
へ
の
提
供
価
格
も
適
切
で
す
。
こ

の
よ
う
な
手
段
を
使
っ
て
、
農
民
が
生
産
性

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
農
業
政
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
農
産
物
が
生
産
さ
れ
た

後
、
そ
れ
を
市
場
に
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

農
民
の
現
金
収
入
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
農
村
の
近
く
に
も
市
場
を
作
り
農
村
の

人
た
ち
に
も
市
場
を
与
え
、
そ
し
て
雇
用
を

創
出
し
て
い
く
努
力
も
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
食
糧
の
輸
出
も
、
実
現
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
農
民
が
農
業
生
産

に
あ
る
一
定
の
費
用
を
使
っ
た
と
す
る
と
、

政
府
は
、
そ
の
生
産
費
を
考
慮
し
た
最
低
価

格
を
設
け
、
買
い
取
り
に
際
し
て
そ
れ
を
農

民
に
保
障
す
る
わ
け
で
す
。
農
業
も
他
の
産

業
と
同
じ
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
た
保
障
を
農

民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
産
業
分
野
、
工
業
分
野

で
見
ら
れ
る
罰
則
は
農
民
に
は
与
え
ら
れ
て
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川
野
重
任
密

簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
四
七
年
に
国
連
で
『
途
上
国
の
経
済

開
発
の
た
め
の
主
要
戦
略
（
三
の
四
ｍ
旨
の
⑩
〔
・
局

呂
の
因
８
コ
日
日
戸
□
の
こ
の
｝
８
日
の
ゴ
ー
Ｃ
島

ご
目
の
局
□
の
こ
の
一
・
□
巳
○
・
口
ロ
颪
の
、
）
』
と
い

う
リ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
リ

ポ
ー
ト
が
出
た
と
き
に
、
こ
れ
で
う
ま
く
成

功
す
る
だ
ろ
う
か
と
懸
念
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
「
人
間
は
い
く
ら
努
力
し

い
ま
せ
ん
。
農
業
の
開
発
及
び
農
産
物
の
生

産
性
向
上
が
私
ど
も
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

で
す
。

私
ど
も
は
十
分
な
食
糧
生
産
を
農
業
分
野

で
実
現
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
食
糧
問
題
と
は
、
食
糧
生
産
及
び
備

蓄
、
輸
送
、
物
流
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
含
め

た
総
合
的
な
問
題
で
す
。
農
民
が
作
っ
た
も

の
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
し
、
国
民
が
そ
の
食
糧

を
獲
得
で
き
る
制
度
を
確
実
に
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
販
売
価
格
も
コ
ン

M鬮剛露禰翻馴

食
糧
不
足
に
備
え
、
自
ら
の

国
を
守
る
基
礎
的
な
努
力
を

て
も
そ
の
努
力
の
結
果
が
報
い
ら
れ
な
い
と

き
に
は
、
遂
に
は
努
力
そ
の
も
の
を
し
な
く

な
る
も
の
だ
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に

立
っ
て
、
途
上
国
の
場
合
、
何
よ
り
も
ま
ず

必
要
に
な
る
の
は
社
会
的
な
改
革
だ
、
極
端

な
上
下
の
社
会
階
層
の
あ
る
現
状
を
変
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
人
口
増
加
を
抑

制
す
る
一
方
、
教
育
の
普
及
・
徹
底
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
発
展
の
た
め

の
基
本
条
件
だ
と
し
て
い
ま
す
。

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

こ
れ
ら
の
手
段
を
つ
か
っ
て
、
私
ど
も
は
一

六
○
○
万
ト
ン
の
食
糧
穀
物
を
確
保
し
よ
う

と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
実
現
で
き
れ
ば
、
食
糧
問
題
と

食
糧
安
全
保
障
問
題
保
障
も
解
決
さ
れ
て
い

く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

司
会
北
シ
フ
・
カ
レ
ー
卯

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
、
次

に
川
野
先
生
。

そ
し
て
そ
の
上
に
技
術
革
新
、
そ
の
た
め

の
投
資
の
促
進
、
貿
易
の
推
進
、
国
際
協

力
、
国
際
援
助
の
必
要
性
な
ど
を
強
調
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
五
○
年
近
く
た
っ
た

今
日
、
人
口
増
加
率
も
経
済
成
長
率
も
そ
の

当
時
想
定
さ
れ
た
水
準
よ
り
も
は
る
か
に
高

く
、
大
き
な
も
の
と
し
て
実
現
さ
れ
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
人
口
増
加
率
は
一
・
二
五
％
程
度

に
抑
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
想
定
で
し

た
が
、
結
果
は
な
ん
と
そ
の
二
倍
以
上
に
な

り
、
し
か
も
経
済
成
長
率
も
は
る
か
に
予
想

を
上
回
っ
た
も
の
と
し
て
実
現
し
て
い
ま

す
。
当
然
、
食
糧
供
給
も
、
そ
の
需
要
増
加

に
見
合
う
も
の
と
し
て
増
産
を
果
し
て
き
ま

し
た
が
、
と
り
わ
け
食
糧
供
給
に
つ
い
て

は
、
世
界
全
体
と
し
て
大
き
な
戦
争
が
な

く
、
戦
後
復
興
と
し
て
の
増
産
が
持
続
的
に

続
け
ら
れ
て
き
た
他
に
、
国
際
的
な
協
力
が

非
常
に
強
く
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
の
一
つ

と
し
て
『
グ
リ
ー
ン
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
』
が
成
功
し
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
も
う

一
つ
は
、
途
上
国
の
社
会
変
革
を
そ
の
リ

ポ
ー
ト
は
強
調
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
国
で
、
農
地
改
革
が
行
わ
れ
、
さ
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ら
に
中
国
に
お
い
て
は
社
会
主
義
革
命
が
行

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
う
い
っ
た
社
会
変

動
と
い
う
も
の
が
そ
の
リ
ポ
ー
ト
に
は
入
っ

て
い
な
い
わ
け
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の

社
会
改
革
が
特
に
ア
ジ
ア
の
途
上
国
を
中
心

に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
増
産
を
支
え
る
大
き
な

条
件
と
し
て
働
い
て
き
た
こ
と
を
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
地
改
革
が
行
わ
れ

て
初
め
て
小
作
農
も
生
産
意
欲
あ
ふ
れ
る
自

作
農
と
な
り
、
そ
れ
で
生
産
、
増
産
が
刺
激

さ
れ
促
進
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
非
常
に

重
要
な
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
五
○
年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
、

黒
田
教
授
か
ら
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う

に
、
今
後
二
○
年
、
三
○
年
の
予
測
が
、
有

名
な
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の
予
測
は
、

今
ま
で
の
経
済
成
長
率
、
人
口
増
加
率
、
食

糧
需
要
が
、
将
来
に
そ
の
ま
ま
延
長
さ
れ
た

場
合
に
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
生
産
の
潜
在

可
能
性
か
ら
し
て
、
十
分
に
需
要
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
、
観
点
か

ら
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の
結
論
は
大
変
に
悲
観
的

で
す
。
人
口
も
増
え
る
、
経
済
の
成
長
率
は

今
ま
で
通
り
続
く
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
食
糧

の
需
要
も
増
え
る
、
こ
う
し
た
条
件
の
下
で

は
仮
に
、
食
糧
が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
増
加
率

で
増
え
た
と
し
て
も
、
食
糧
の
不
足
と
い
う

事
態
を
招
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
題
は
そ
う
い
う
予
測
が
な
さ
れ
る
場
合

に
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て

く
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
食
糧
の
生
産
が

今
後
と
も
今
ま
で
の
よ
う
に
増
え
る
、
い
や

そ
れ
以
上
に
増
え
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
黒
田
教
授
が
か

な
り
疑
問
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
と
し

て
は
明
確
な
答
え
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
仮
に
人
口
増
加
・
需
要
増
加
に
見

合
う
よ
う
な
食
糧
の
供
給
増
が
な
か
っ
た
場

合
ど
う
な
る
か
。
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
で
は

食
糧
が
足
り
な
け
れ
ば
人
口
増
加
は
そ
れ
に

よ
っ
て
減
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
は
食
糧
の
消
費
水
準
が
著

し
く
低
か
っ
た
頃
の
こ
と
で
、
今
日
で
は
飢

餓
で
人
口
の
調
整
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
事

態
は
俄
に
は
考
え
が
た
い
。
社
会
保
障
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
い
っ
た
諸
条
件
で
人
口

動
態
の
規
制
さ
れ
る
余
地
が
か
な
り
大
き

い
。
そ
う
な
れ
ば
、
食
糧
価
格
が
上
が
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
緑
の
革
命
」
ほ
ど
の
こ
と
は

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
な
り
に
増

産
は
刺
激
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
か
わ
り
、

食
糧
価
格
の
騰
貴
に
よ
っ
て
生
活
水
準
は
そ

れ
な
り
に
下
が
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
過
程
で
短
期
的
な
食
糧
の
生
産
の
減

少
、
つ
ま
り
飢
饅
が
仮
に
起
こ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
こ
で
国
際
的
な
規
模
の
社
会
不
安

が
起
こ
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
状
況
が
、
こ
の
予
測
の
も
と
に
お
い
て
判

断
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
予
測

の
食
糧
の
供
給
の
将
来
の
可
能
性
に
つ
い
て

の
判
断
で
、
彼
が
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
現
在
世
界

の
食
糧
は
、
地
球
上
の
人
口
の
持
っ
て
い
る

能
力
を
発
揮
し
て
そ
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
潜
在
的
開

発
余
地
を
残
し
な
が
ら
生
産
の
調
整
を
し
て

い
ま
す
。
特
に
そ
れ
は
、
生
産
の
潜
在
的
開

発
余
地
を
持
っ
た
い
わ
ゆ
る
先
進
国
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
Ｅ
Ｕ

と
日
本
も
一
部
入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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日
本
は
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
説
明
に
よ
り
ま
す

と
、
国
際
的
に
非
常
に
高
い
米
の
価
格
を
維

持
し
な
が
ら
も
、
そ
の
米
の
生
産
は
増
え
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
日
本
の
例
を
も
っ
て
、
値

段
を
高
く
て
も
食
糧
の
生
産
の
増
加
の
可
能

性
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
の
理
論
づ
け
に
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。

日
本
で
は
、
生
産
制
限
を
し
て
い
ま
す
。
同

じ
く
ア
メ
リ
カ
で
も
生
産
制
限
を
し
て
い
ま

す
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
生
産
制
限
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
政
策
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
る

べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
各
国
が
持
っ

て
い
る
そ
の
潜
在
的
開
発
余
力
を
考
慮
に
入

れ
れ
ば
、
高
い
価
格
で
食
糧
が
販
売
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
生
産

の
増
加
は
確
実
に
実
現
す
る
は
ず
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
こ
の
説
明
に

対
し
て
は
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
を
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
将
来
に
つ
い
て

不
安
定
な
条
件
が
残
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
’
九
七
三
年
に

短
期
的
に
ア
メ
リ
カ
で
一
気
に
小
麦
の
値
段

が
三
倍
に
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
年

の
秋
に
起
こ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
と
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
の
物
価

の
上
昇
の
結
果
と
し
て
生
じ
ま
し
た
。
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
は
日
本
の
経
済
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
の
経
済
を
撹
乱
し
た
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
食
糧
に
つ
い
て
は
日
本
は
、
日
本

の
消
費
す
る
総
飼
料
の
一
○
○
％
を
ア
メ
リ

カ
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
輸
入
が

半
年
ほ
ど
半
分
に
削
減
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
球
上
に
食
糧
が
あ
れ

ば
、
す
べ
て
の
国
が
同
じ
よ
う
に
そ
の
供
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧
も
一
種
の
国
籍
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
国
籍
が
な

く
な
る
、
つ
ま
り
、
食
糧
が
不
足
し
た
場
合

に
お
い
て
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
口
が
同

じ
よ
う
に
そ
の
不
足
に
我
慢
し
、
対
応
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
別
で
す
が
、
そ
う

で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
関
係
の
国
々
と

し
て
は
、
自
ら
の
国
を
守
る
と
い
う
こ
と
に

ま
ず
基
礎
的
な
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
国
が
ア
メ

リ
カ
と
同
じ
よ
う
な
農
業
資
源
・
生
産
条
件

を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
国
に
よ
っ
て
気
温
、

温
度
、
雨
量
が
違
い
、
面
積
が
違
い
ま
す
。

食
糧
の
供
給
に
お
い
て
有
利
な
条
件
を
持
っ

た
と
こ
ろ
と
、
不
利
な
条
件
を
持
っ
た
と
こ

ろ
に
当
然
分
か
れ
ま
す
。
所
得
の
低
い
途
上

国
、
農
業
資
源
の
少
な
い
途
上
国
は
、
非
常

に
大
き
な
負
担
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
国
に
対
し
て
は
、

国
際
的
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
一
九
七
五
年
に

ロ
１
マ
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食
糧
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ

が
世
界
の
食
糧
が
不
足
し
て
い
る
国
々
に
た

く
さ
ん
の
食
糧
を
供
給
し
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
も
う
自
分
た
ち
の
国
で
は
世
界
中
の
食

糧
不
足
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
宣

言
し
、
各
国
に
食
糧
の
増
産
の
た
め
の
努
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
世
界
的

な
規
模
で
食
樋
を
備
蓄
し
不
足
に
備
え
よ
う

で
は
な
い
か
と
決
議
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ

れ
は
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
食
糧
供
給
に
つ
い
て
「
緑
の

革
命
」
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
再

び
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
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が
問
題
と
な
り
ま
す
が
、
率
直
な
と
こ
ろ
俄

か
に
予
想
も
、
予
言
も
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
食
糧
問
題
と
し
て
真
に
重
要
な
問

題
は
、
こ
う
し
た
需
給
の
持
続
的
変
動
、
長

期
変
動
で
は
な
く
、
気
象
、
害
虫
な
ど
に
よ

る
突
発
的
減
産
と
か
、
戦
争
、
革
命
な
ど
の

社
会
変
動
に
よ
る
需
要
の
急
増
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
か
ら
く
る
、
需
給
の
短
期
変
動
Ｉ
短

期
的
か
つ
突
然
と
し
て
起
こ
る
変
動
ｌ
だ
と

思
い
ま
す
。
二
○
年
、
一
一
一
○
年
先
の
話
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
種
の
短
期
、
突
発
的

変
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
た
だ
い

ま
か
ら
の
課
題
と
し
て
即
刻
計
画
的
備
蓄
の

体
制
で
対
処
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
今
思
い
直
し
て
、
新
た
な
努

力
を
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
食
糧
政
策
と

し
て
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま

さ
に
世
界
全
体
の
貴
任
に
お
い
て
解
決
さ
れ

る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
際
的

な
食
糧
備
蓄
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
経
済

的
に
は
ロ
ス
が
多
い
、
無
駄
が
多
い
政
策
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
あ
た
か
も
国
の
安
定

を
守
る
防
衛
と
、
軍
事
費
と
同
じ
よ
う
な
意

味
に
お
い
て
、
経
費
を
か
け
て
も
一
つ
の
安

ポ
イ
岬
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

黒
田
先
生
の
発
表
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
っ
き
り
さ
せ
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
、
我
々
の
国
々
に
お
け
る

食
糧
の
不
足
と
は
多
く
の
場
合
、
米
不
足
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
こ
こ
一
○
年
ほ
ど
食
糧
問
題
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
チ
モ
ー

ル
の
例
を
挙
げ
ま
す
。
チ
モ
ー
ル
は
非
常
に

乾
燥
し
た
島
で
す
。
と
う
も
ろ
こ
し
が
主
食

で
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
の
政
策
と
い
う
の

は
、
常
に
稲
作
、
米
を
作
る
と
い
う
こ
と
を

中
心
に
し
て
き
た
。
米
作
り
は
大
変
に
コ
ス

ト
が
か
か
る
も
の
で
す
。
チ
モ
ー
ル
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
は
こ
れ
は
不
可
能
で
す
。
降
雨

量
が
ご
く
ご
く
わ
ず
か
だ
か
ら
で
す
。
潅
概
を

し
よ
う
に
も
そ
の
水
さ
え
も
な
い
の
で
す
。

従
い
ま
し
て
、
一
つ
明
確
に
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
食
糧
の
不
足
が
、
お
米
の

不
足
と
同
じ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
米
の
不
足
が
そ
の
ま
ま
食
糧
不
足

定
の
た
め
の
経
費
と
し
て
こ
れ
を
支
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
点
に
つ

い
て
先
生
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
米
作
り
だ
け
を
強
調
す
る
の
で

は
な
く
、
主
食
の
多
様
化
、
米
、
カ
ッ
サ

バ
、
ヤ
ム
を
考
え
、
こ
れ
ら
の
食
物
も
主
食

と
し
て
扱
い
、
多
様
化
さ
せ
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
。
農
業
の
な
か
で
、
換
金
作
物

だ
け
に
力
点
を
入
れ
て
開
発
を
行
う
こ
と
が

本
当
に
よ
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
が
自
分
達
で
作
れ
な
い
と
き

に
、
お
金
で
自
分
た
ち
の
食
べ
る
分
を
買
う

と
い
う
し
く
み
を
よ
り
強
化
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

さ
て
、
イ
ン
ド
の
先
生
の
お
話
で
す
が
、

こ
の
農
業
政
策
の
な
か
で
こ
の
人
材
養
成
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ご
説
明
い
た
だ
い

た
農
業
政
策
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
人
材
開
発
の
と
こ
ろ
が
見
落
と

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の

国
々
の
多
く
で
は
、
考
え
方
、
あ
る
い
は
技

術
訓
練
、
新
し
い
価
値
観
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
慣
習
も
必
要
で
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ガ
ッ
サ
ン
・
タ
ヤ
ラ
ｒ
ソ
リ
ア

ま
ず
、
我
々
は
何
を
す
べ
き
か
、
す
な
わ

ち
食
糧
安
全
保
障
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

我
々
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ

と
が
、
こ
の
討
議
の
目
的
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
点
め
と
し
て
は
、
各
国
が
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
食
糧
安
全
保
障
の
戦
略
を
作

る
際
に
、
世
界
の
他
の
国
々
の
食
糧
安
全
保

障
と
い
う
こ
と
は
考
え
な
い
で
や
る
と
い
う

こ
と
。
ア
ジ
ア
に
限
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
で
自
国
だ
け

の
こ
と
を
考
え
て
戦
略
作
り
を
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
状
況
は
違

い
ま
す
。
そ
の
国
の
持
っ
て
い
る
潜
在
能

力
、
水
資
源
、
技
術
な
ど
様
々
で
す
。
ま

た
、
国
に
よ
っ
て
は
、
食
糧
を
武
器
・
兵
器

の
か
わ
り
に
し
て
、
食
糧
供
給
を
加
減
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
他
の
国
に
対
し
て
影
響
力
を

し
よ
う
。
こ
れ
は
男
性
も
女
性
も
両
方
あ
て

は
る
こ
と
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
へ
ん
に
つ
い
て
も
う

少
し
情
顎
癬
を
い
た
だ
け
れ
ど
は
思
い
ま
寸
灸
が
。

川
野
重
任
》

食
糧
の
安
全
と
い
う
こ
と
は
各
国
が
考
え

る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
世
界
全
体
で
考
え
る

べ
き
か
と
い
う
こ
と
の
問
題
に
つ
な
が
る
ご

質
問
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
基
本
的
に
そ
の
可
能
性
、
そ
の
危

険
性
、
不
安
を
感
じ
、
自
ら
の
問
題
と
し

て
、
そ
の
問
題
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
出
発
点
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

だ
れ
か
慈
善
事
業
で
安
全
保
障
を
考
え
て

行
使
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
こ
で
言
っ
て
い
る
食
糧
は
、
小
麦
、
米

と
い
っ
た
穀
物
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

肉
、
魚
も
入
っ
て
い
ま
す
。
半
年
ほ
ど
前
で

し
ょ
う
か
、
カ
ナ
ダ
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
間
で

漁
業
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ス
ペ

イ
ン
と
モ
ロ
ッ
コ
の
間
で
も
漁
業
権
を
め

ぐ
っ
て
の
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
、
我
々
の
国
々
の
間
で
、
合
同
の
形
で
、

高
い
レ
ベ
ル
で
の
戦
略
と
い
う
も
の
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
な
い
と
、
各
国
の

食
糧
安
全
保
障
と
い
う
こ
と
は
議
論
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。

チ
ャ
ッ
ダ
ー
、

人
材
養
成
に
関
し
て
の
ご
質
問
に
つ
い

て
。
今
、
ご
紹
介
し
た
の
は
、
イ
ン
ド
の
農

業
政
策
す
べ
て
の
内
容
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
要
点
だ
け
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

私
ど
も
が
起
案
し
ま
し
た
農
業
政
策
に
は
、

人
材
養
成
の
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
で
す
か
ら
人
材
開
発
と
い
う
こ
と
も

入
っ
て
お
り
ま
す
。

く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
守

る
と
い
う
努
力
を
し
て
、
な
お
か
つ
そ
れ
が

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
に
、
他
に
呼
び
か
け

る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
力
強
い
具
体
的

な
政
策
、
安
全
保
障
の
対
策
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
ま
ず
は

自
国
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
問
題
の
出
発

点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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日
本

国
会
議
員
の
立
場
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食

糧
サ
ミ
ッ
ト
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
人
口
と

食
糧
に
関
し
て
、
ア
ジ
ア
の
戦
略
に
つ
い
て

話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
の
人
口
増
加
率
は
、
近
年
低
下
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
の
絶
対
数
は
今
後

と
も
発
展
途
上
国
を
中
心
に
大
幅
に
増
加
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
ア

ジ
ア
に
お
い
て
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
、
食
糧
の
需
要
動
向
は
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
高
い
経
済
成
長
を
と

げ
た
東
ア
ジ
ア
に
加
え
て
、
近
年
急
速
な
成

長
を
と
げ
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
中
国

な
ど
を
中
心
に
今
後
と
も
比
較
的
高
い
経
済

成
長
が
持
続
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、
伝
統
的
な
食
生
活
、
パ

タ
ー
ン
を
維
持
し
つ
つ
も
、
最
近
、
畜
産
物

の
消
費
の
拡
大
と
、
食
生
活
が
高
度
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
人
口
の
増
加

に
伴
う
、
食
糧
消
費
の
増
加
に
加
え
て
、
畜

m蝿霧i翻露鋼

人
ロ
増
・
経
済
成
長
に
伴
い
、
各
国
の

立
場
に
応
じ
た
食
糧
安
全
保
障
が
重
要

産
物
の
消
費
の
拡
大
に
よ
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
の
飼
料
作
物
の
増
加
が
大
幅
に
見
込
ま

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
面
か
ら
、
農
業
生
産
の
動
向
と

食
糧
の
需
給
と
い
う
問
題
が
、
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
な
か
で
「
緑
の
革
命
」
以
後
、
自
給

力
を
高
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
も
畜
産
物
の
消
費

の
拡
大
に
伴
う
飼
料
穀
物
の
需
要
の
増
大
を

自
国
内
で
生
産
を
ま
か
な
う
と
い
う
こ
と
は

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
一
方
で
は
、
都
市
化
、
工
業
化
の
進

展
、
あ
る
い
は
農
地
の
荒
廃
、
砂
漠
化
、
塩

類
集
積
な
ど
に
よ
る
減
少
、
環
境
悪
化
に

よ
っ
て
農
業
基
盤
が
か
な
り
弱
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
う
い
う

面
か
ら
、
中
・
長
期
的
な
食
糧
の
需
要
の
動

向
は
、
人
口
の
増
加
や
経
済
の
成
長
に
伴
う

い
わ
ゆ
る
、
食
糧
の
需
要
の
大
幅
な
動
向
が

見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
農
業
生
産
に
つ
い
て

生
産
資
源
の
劣
化
や
環
境
面
か
ら
の
制
約
等

か
ら
、
従
来
と
同
様
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
不
透
明
で
あ
る
と

私
ど
も
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
食
糧

が
逼
迫
す
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
ア

ジ
ア
の
食
糧
安
全
保
障
を
十
分
な
も
の
と
す

る
こ
と
考
え
た
場
合
に
、
国
民
に
対
す
る
食

糧
需
要
の
安
定
供
給
の
確
保
は
、
い
ず
れ
の

国
に
お
い
て
も
政
府
の
基
本
的
な
責
任
の
一

つ
で
す
。
ア
ジ
ア
の
食
樋
安
全
保
障
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
は
、
低
所
得
地
域
を
中
心
と

す
る
飢
餓
や
栄
養
不
良
の
根
絶
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
人
口
増
や
経
済
成
長
に
よ
る
食
糧

の
需
給
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
い
か
に
食
糧
の
安
定
供
給
を
は
か
っ

て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

そ
の
た
め
に
は
輸
出
国
、
あ
る
い
は
日
本

の
よ
う
な
先
進
輸
入
国
、
経
済
発
展
の
著
し

い
発
展
途
上
国
、
低
所
得
国
、
各
国
の
立
場

に
応
じ
た
食
糧
安
全
保
障
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
飢
餓
と

栄
養
不
良
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然

”
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と
し
て
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
多
く
の
栄
養

不
足
人
口
が
存
在
し
、
さ
ら
に
経
済
発
展
の

著
し
い
発
展
途
上
国
や
食
糧
輸
入
国
が
集
中

し
て
い
る
こ
の
地
域
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
は
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
お
い

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
思

う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
食
糧
安
全
保
障
の
達
成
の
た
め
に

は
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
通
じ
た
国
内

生
産
の
維
持
と
合
わ
せ
て
、
貧
困
層
の
食
糧

獲
得
手
段
と
し
て
の
所
得
確
保
の
面
か
ら
も

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
今
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

で
輸
入
輸
出
の
問
題
だ
け
で
食
糧
を
考
え
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
食
糧
安
全
保

障
や
、
雇
用
の
創
出
の
観
点
か
ら
、
食
糧
の

問
題
を
し
っ
か
り
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
い
易
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
、

こ
の
会
議
に
お
き
ま
し
て
も
国
会
議
員
と
し

て
、
何
か
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
特
に
ア
ジ
ア
諸
国

が
国
内
生
産
を
維
持
拡
大
し
、
農
村
発
展
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
各
国
の
自
助
努
力
を

マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
テ
ペ
ス
叩
フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
の
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
に
つ
い

て
、
お
伺
し
た
い
。

ペ
ー
パ
ー
の
な
か
で
イ
ン
ド
は
、
食
糧
穀

物
に
つ
い
て
は
自
給
自
足
を
確
立
し
、
備
蓄

さ
え
も
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

私
の
質
問
は
、
一
つ
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
の
米
の
収
穫
量
。
二
番
め
の
質
問
は
、

食
糧
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
に
、
ど
れ
だ
け
の
予

算
を
投
じ
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て

三
点
め
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
戦
略
と
し
て

こ
れ
を
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

司
会
卯
シ
フ
カ
レ
ー

今
、
過
剰
国
と
不
足
国
と
い
う
も
の
が
、

別
々
の
立
場
で
問
題
を
考
え
て
い
る
と
い
う

形
が
非
常
に
強
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

に
、
今
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
共
同
一
致
し

た
と
こ
ろ
の
提
言
の
発
表
が
で
き
る
と
心
強

く
、
力
強
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

支
援
す
る
と
い
う
観
点
が
、
わ
が
国
に
お
い

て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
先
生
方
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
承
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

チ
ャ
ッ
ダ
ー
起

米
の
生
産
性
は
五
一
年
に
は
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
六
六
○
キ
ロ
で
し
た
。
今
は
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
八
七
九
キ
ロ
の
収
穫
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
四
○
年
間
で
三
倍
く
ら
い

に
上
が
っ
た
わ
け
で
す
。

投
入
材
を
改
良
す
る
、
あ
る
い
は
耕
作
の

技
術
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
だ
け

の
改
善
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
財
政
的
に

ど
れ
く
ら
い
の
負
担
が
配
分
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
残
念
な
が
ら
、
必

要
な
ほ
ど
出
せ
て
い
な
い
。
財
政
の
中
か
ら

五
％
ぐ
ら
い
は
向
け
た
い
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
は
二
・
五
％
ぐ
ら
い
し
か
向
け
ら
れ
て
い

な
い
。
計
画
委
員
会
に
陳
情
し
て
い
ま
す
。

自
給
自
足
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
だ
け
で
満
足

し
な
い
で
、
も
っ
と
沢
山
つ
く
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
輸
出
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
現
状
に
は
決
し
て
満
足
し
て
い
ま

せ
ん
。
も
っ
と
生
産
す
れ
ば
輸
出
国
に
な
れ

人
口
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え

ま
す
と
、
そ
の
他
の
活
動
も
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
必
要
性
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

似



る
、
そ
こ
ま
で
考
え
る
の
で
す
が
、
し
か

し
、
農
業
分
野
へ
の
投
資
が
今
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。
農
業

政
策
で
は
、
特
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
こ

と
で
、
道
路
、
輸
送
、
灌
概
設
備
の
改
善
、

充
実
が
も
っ
と
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
五
年
間
、
全
体
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
投
資
は
政
府
か
ら
く
る
だ
け
で

な
く
、
信
用
供
与
と
い
う
形
で
も
か
な
り

行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

農
民
は
や
る
気
が
あ
る
の
で
す
。
仕
事
を

す
る
う
え
で
、
資
金
面
で
の
協
力
が
必
要
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
イ
ン

プ
ッ
ト
、
投
入
材
は
増
え
て
い
る
の
と
同
時

に
、
二
億
一
一
○
○
万
ル
ピ
ー
ほ
ど
、
信
用

供
与
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
自
給
自
足
の
政
策
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
む
し
ろ
そ
れ
を
超
え
て
輸
出
用
に

も
向
け
た
い
。
換
金
作
物
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
輸
出
し
て
い
る
も
の
は
換
金
作
物
で

す
。
た
ば
こ
、
園
芸
用
作
物
、
切
り
花
、
そ

う
い
っ
た
換
金
作
物
に
対
し
て
は
、
か
な
り

の
投
資
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
あ

く
ま
で
穀
物
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
九
二
○

○
万
ト
ン
の
生
産
と
い
う
こ
と
で
、
申
し
上

チ
ャ
ッ
ダ
ー
⑪

こ
れ
は
、
，
中
央
の
レ
ベ
ル
で
な
さ
れ
て
い

る
投
資
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
州
の
レ
ベ
ル
で

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
申
し
上
げ
－
た
の

ラ
ベ
ス
⑪
フ
ィ
リ
ピ
ン

財
政
的
に
二
・
五
％
が
農
業
に
向
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
へ
の
投
資
ｌ
、
道
路
、
篝
あ

る
い
は
収
穫
後
の
様
々
な
施
設
も
入
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
国
の
予
算

で
し
ょ
う
か
。
自
治
体
は
お
金
を
出
す
の
で

し
ょ
う
か
。

げ
ま
し
た
。

米
、
大
麦
、
メ
イ
ズ
、
そ
れ
か
ら
油
料
種

子
な
ど
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

自
給
自
足
は
さ
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
そ

こ
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
給
を
達

成
し
た
と
は
言
っ
て
も
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期

が
異
常
気
象
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
一

回
限
り
で
す
べ
て
破
綻
し
て
し
ま
う
の
で
、

も
っ
と
生
産
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

は
、
国
家
予
算
総
額
の
二
・
五
％
が
向
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
程
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
農
民
が
そ

れ
ぞ
れ
投
資
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
民
間

金
融
機
関
の
利
用
が
相
当
多
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
国
は
、
農
業
改
良
、
普

及
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
民
間
は
銀

行
か
ら
お
金
を
借
り
て
、
自
分
の
資
金
も
出

し
て
、
一
生
懸
命
投
資
を
し
て
い
ま
す
。
農

業
全
体
と
し
て
は
政
府
予
算
だ
け
で
な
く
、

か
な
り
の
投
資
が
さ
れ
て
い
る
い
う
気
が
し

ま
す
。
全
体
の
投
資
額
か
ら
見
れ
ば
、
政
府

の
予
算
、
財
政
か
ら
の
投
入
と
い
う
の
は
ほ

と
ん
ど
、
と
る
に
足
ら
な
い
額
と
い
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農
民
は
農
作
業
を
す
る
、
政
府
は
必
要
と

あ
ら
ば
信
用
を
供
与
し
て
、
農
民
は
そ
の
お

金
で
種
を
買
っ
て
、
作
物
を
作
る
。
そ
の
成

果
物
は
大
半
が
農
民
に
帰
属
し
、
い
わ
ゆ
る

農
業
的
な
投
入
材
に
使
わ
れ
る
。
種
を
買
っ

た
り
、
農
業
普
及
改
良
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に

も
っ
ぱ
ら
使
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

イ
ン
ド
政
府
の
農
業
分
野
に
対
す
る
支
出

と
し
て
は
補
助
金
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
自

由
化
が
導
入
さ
れ
て
、
原
則
的
に
補
助
金
を

‘２
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廃
止
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
は
限

定
さ
れ
た
北
東
部
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
遠
隔
地
に
種
子
を
運
ぶ
の
が
大

変
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
補
助
を
つ
け

て
い
ま
す
。
そ
し
て
肥
料
に
も
若
干
、
補
助

を
つ
け
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
非
常

に
金
額
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ス
ト
補

助
を
し
て
い
る
が
、
機
械
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
に
は
、
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
援
助
は
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
一
キ

ン
テ
ル
当
た
り
、
二
○
○
ル
ピ
ー
を
コ
ス
ト

に
す
る
と
、
一
○
○
ぐ
ら
い
の
マ
ー
ジ
ン
を

農
業
生
産
者
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
必
ず
コ
ス
ト
配
慮
を
し
ま

す
。
農
業
の
コ
ス
ト
、
価
格
を
司
る
委
員
会

が
あ
り
、
毎
年
、
農
民
が
行
っ
た
投
資
の
詳

細
を
吟
味
し
て
、
農
民
が
、
収
益
が
上
が
る

よ
う
な
形
に
そ
の
年
の
価
格
の
仕
組
み
を
考

え
る
わ
け
で
す
。
高
い
水
準
で
固
定
し
て
し

ま
う
と
、
消
費
者
が
困
る
か
ら
、
消
費
者
の

こ
と
を
勘
案
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
生
産
者

の
た
め
も
あ
る
程
度
考
え
て
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
よ
う
な
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ッ
ド
・
ザ
フ
ァ
ー
ル
・
ア
リ
・

シ
ャ
ー
⑪
パ
キ
ス
タ
ン

チ
ャ
ッ
ダ
１
先
生
の
ペ
ー
パ
ー
に
は
、
た

だ
た
だ
感
服
し
ま
し
た
。
自
給
自
足
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
、
す
ば
ら
し
い
。
食
糧
安
全

保
障
対
策
は
十
分
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
気

が
い
た
し
ま
す
が
、
し
か
し
、
自
給
自
足
が

無
理
な
国
が
沢
山
あ
り
、
輸
入
に
依
存
し
て

い
る
国
も
沢
山
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
国
は
ま
さ

に
、
食
糧
安
全
保
障
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

自
給
を
達
成
す
る
う
え
で
三
つ
の
要
素
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
が
資
源
、
も
う
一

つ
が
人
間
資
源
、
三
つ
め
が
技
術
で
す
。
こ

う
い
っ
た
三
つ
の
要
素
で
、
｜
つ
、
二
つ
が

欠
け
て
い
る
の
が
自
給
の
で
き
な
い
国
々
で

す
。
そ
う
い
う
国
こ
そ
、
ま
さ
に
地
球
的
な

規
模
で
シ
ス
テ
ム
を
創
り
、
欠
け
て
い
る
要

素
を
補
充
し
、
食
糧
安
全
保
障
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

米
と
か
小
麦
と
か
メ
イ
ズ
と
い
っ
た
も
の

は
統
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
漁
民
に
し
ろ
、
農
民
に
し
ろ
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
き
ち
ん
と
得
て
、
自
分
の
持
て
る

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
術
を
教
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

イ
ン
フ
ラ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
必
要
で
し
ょ

う
。
パ
キ
ス
タ
ン
に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
主
に
、
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。

一
つ
は
、
土
砂
、
シ
ル
ト
の
問
題
で
す
。

水
が
シ
ル
ト
の
上
ま
で
き
て
し
ま
う
と
、
作

付
け
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う

一
つ
、
私
の
故
郷
は
、
地
下
水
に
た
よ
ら
な

い
と
農
業
が
で
き
な
い
。
一
○
○
メ
ー
ト
ル

か
ら
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
井
戸
を
掘
ら

な
い
と
水
が
上
が
っ
て
こ
な
い
。
農
業
水
の

た
め
に
井
戸
を
掘
る
に
は
、
電
気
が
必
要
で

す
。
そ
の
電
気
が
高
い
。
こ
う
い
っ
た
問
題

は
途
上
国
に
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

さ
に
地
球
規
模
的
な
視
点
で
、
地
球
規
模
で

協
力
を
行
い
安
全
保
障
を
考
え
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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太
田
豊
秋
参
議
院
議
員
如
日
本

谷
津
先
生
か
ら
も
、
ご
提
言
が
あ
り
ま
し

た
が
、
食
糧
安
全
保
障
を
行
う
上
で
、
各
国

そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
よ

く
理
解
で
き
ま
す
。

各
国
の
事
情
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
き
ま

す
と
、
食
糧
安
全
保
障
は
、
自
給
自
足
を
ま

ず
達
成
す
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
に
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
三
人
の

先
生
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
人
口
の
問
題
、
食

糧
の
問
題
等
ご
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人

口
の
増
加
に
比
べ
、
食
糧
の
生
産
量
が
だ
ん

だ
ん
と
減
っ
て
い
く
と
い
う
現
状
に
な
っ
て

く
る
と
、
ま
す
ま
す
食
糧
は
不
足
状
況
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い

栄
養
不
良
の
国
々
が
で
て
、
暴
動
も
起
き
か

ね
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
従
い
ま
し

て
、
私
達
は
、
食
糧
問
題
を
世
界
規
模
で
考

え
る
と
同
時
に
、
ど
の
国
も
自
分
で
食
べ
て

い
く
こ
と
が
可
能
な
状
況
を
作
り
上
げ
る
必

囑露霧鬮鰯、

農
業
、
農
産
物
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と

別
の
協
議
の
場
で

要
性
が
あ
る
。

川
野
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
世
界
規
模
で
考
え
て
い
く
場
合
、
先

ず
、
備
蓄
の
問
題
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、
農
業
は
、
環
境
問
題
と

非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、
焼

き
畑
農
業
は
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
し
、
ま
た
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
化
学

肥
料
、
あ
る
い
は
殺
虫
剤
等
々
を
使
用
し
た

場
合
に
は
、
地
下
水
は
汚
染
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
続
け
て
い
る
と
、

将
来
は
私
ど
も
の
子
孫
に
汚
れ
た
地
球
を
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
今
、
我
々
大
人
が
考
え
、
反
省
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

谷
津
先
生
か
ら
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
、
確
か
に
こ
れ
は
経
済
行
為

で
は
あ
る
の
で
す
が
、
し
か
し
、
単
な
る
貿

易
の
観
念
の
中
に
だ
け
こ
の
農
業
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
や
は
り
別
な

協
議
の
場
を
作
っ
て
、
農
業
、
農
産
物
と
い

川
野
重
任
皿

先
程
、
食
糧
の
安
全
保
障
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
、
各
国
が
自
分
の
と
こ
ろ
で
掲
げ

て
い
る
問
題
を
基
に
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

人
類
が
こ
れ
だ
け
増
え
て
き
て
、
し
か
も
平

和
を
享
受
し
て
い
る
、
生
活
水
準
も
か
な
り

上
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
態
に
お
き
ま

し
て
は
、
ま
さ
に
人
類
全
体
の
賞
任
と
し

て
、
少
な
く
と
も
一
人
の
人
間
も
飢
え
さ
せ

な
い
と
い
う
の
が
、
新
し
い
解
決
方
法
の
柱

に
な
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、

大
変
同
感
の
気
持
ち
を
も
っ
て
拝
聴
し
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
も
の
を
新
た
に
考
え
て
い
く
と
い
う
、
非

常
に
重
大
に
時
期
に
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
一
息
味
で
こ
の
会
議
は
、
非
坐
揺

に
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
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黒
田
俊
夫
函

農
業
と
経
済
の
専
門
家
が
こ
こ
に
お
ら
れ

ま
す
。
私
は
人
口
だ
け
し
か
、
よ
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
が
、
人
口
の
面
で
も
う
少
し
お

聞
き
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
先
程
申
し
上

げ
ま
し
た
よ
う
な
世
界
の
人
口
の
増
加
を
考

え
ま
す
と
、
私
は
、
こ
れ
か
ら
三
○
年
が
勝

負
の
し
ど
こ
ろ
と
申
し
ま
し
た
。
こ
の
人
口

増
加
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
今
、
こ
こ
で
協

議
し
て
い
る
農
業
問
題
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し
、
出
て

き
て
も
だ
い
た
い
半
世
紀
後
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
人
口
の
重
さ
と
い
う
こ
と
を

是
非
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
パ
キ
ス
タ
ン
の
方
、
他
の
日
本

の
先
生
方
か
ら
も
出
ま
し
た
が
、
こ
の
食
糧

と
人
口
の
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
応
じ

て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
必
ず
一
部
の
国
で
は
、
お
そ
ら
く

日
本
も
入
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

艫轤…鬮鬮

グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
で

対
応
を

司
会
⑪
シ
フ
・
カ
レ
ー

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
刺
激
的
な
お
話
で
し
た
。
食
糧

の
分
野
に
関
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が

国
連
の
機
関
で
も
行
わ
れ
、
も
う
す
で
に
、

が
、
人
間
の
生
活
に
絶
対
に
必
要
な
量
を
賄

う
こ
と
が
自
国
の
食
糧
生
産
能
力
で
は
追
い

つ
か
な
い
国
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
な
り
ま
す
と
、
各
国
の
努
力
も
も
ち
ろ
ん

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

人
口
の
増
加
予
測
は
、
農
業
生
産
の
可
能

性
よ
り
も
、
も
っ
と
確
実
性
の
あ
る
数
字
で

す
。
そ
の
点
は
、
肝
に
銘
じ
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
、
最
後
に
ひ
と
言
だ
け
先
生
方
に
人
口

Ⅷ鱸繍議鱸驚Ｉ
Ⅲ
月
Ⅲ
曰
、
ロ
ー
マ
で

世
界
食
糧
会
議
に
向
け
、
世
界
議
員
会
議
を

国
家
元
首
の
間
で
も
動
き
が
出
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
会
合
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
会
合
な
ど
の
場
で
こ
の
食
糧
安
全
保
障
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
特
に
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
に
向

に
対
す
る
ご
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

も
う
一
つ
、
い
ま
ま
で
こ
の
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
で

女
性
の
問
題
を
討
議
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
人
口
と
食
糧
問
題
を
考
え
て
い
く
の
で

す
が
、
農
業
を
考
え
る
場
合
、
ア
ジ
ア
で

は
、
農
業
労
働
者
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
従
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
農
業

問
題
は
女
性
問
題
と
不
可
分
な
関
係
の
あ
る

問
題
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

決
っ
し
て
別
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
十
分
ご
理
解
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ご
列
席
の
皆
様
、
二
日
間
に
わ
た
り
熱
心

な
討
議
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
回
は
開
会
式
に
ラ
モ
ス
大
統
領
ご

け
て
、
さ
ら
な
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
五
月
一
四
日
か
ら
一
八
日
に

は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議
が

西
サ
モ
ア
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
ま
た
、

世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
会
議
に
な
る
わ

け
で
す
。
他
に
も
地
域
的
な
、
ま
た
小
地
域

レ
ベ
ル
で
の
会
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
六

月
一
七
日
～
一
一
三
日
に
は
、
遺
伝
に
関
す
る

科
学
的
協
議
を
行
う
会
議
が
ド
イ
ツ
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
な

が
り
ま
す
。

七
月
に
は
二
日
～
六
日
に
か
け
て
、
南
米

地
域
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
会
議
が
カ
リ
ブ
海
諸
国
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
世
界
食
糧
安
全
保
障
の
会
議
も
、

閉
会
挨
拶

側
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
理
事
長

自
身
が
ご
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
各
国
国
会

議
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
記
念
す
べ
き
会

議
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
シ
ャ
ハ

一
九
九
六
年
の
九
月
、
場
所
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
委
員
会
会
合
が
開
か
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
別
に
合
意
さ
れ
た
文
書
が

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
そ

の
も
の
が
、
評
議
会
を
持
っ
て
お
り
、
’
○

月
の
一
日
～
一
○
日
ま
で
ロ
ー
マ
で
理
事
会

を
開
催
し
ま
す
。

’
一
月
一
一
日
か
ら
高
級
事
務
レ
ベ
ル
協

議
が
先
ず
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た
決

議
及
び
文
書
な
ど
を
一
つ
一
つ
討
議
し
ま

す
。
そ
の
後
一
一
月
一
五
日
～
｜
七
日
、

ロ
ー
マ
で
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
の

で
、
私
ど
も
も
議
員
会
議
を
一
一
月
一
○
日

前
田
福
三
郎

二
議
員
を
初
め
と
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
関
係

者
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
協
力
に
対
し
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
、
ご
参

加
の
各
国
国
会
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
の

結
果
と
し
て
、
マ
ニ
ラ
提
言
が
正
式
に
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
誠
に
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
の
「
マ
ニ
ラ
決
議
」
は
、
一
九
九
四
年
の

第
一
○
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国

会
議
員
代
表
者
会
議
か
ら
今
回
ま
で
の
検
討

に
開
催
で
き
れ
ば
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
食

糧
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
提
案
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
考
え
で
す
。

日
本
の
谷
津
先
生
も
こ
の
方
向
に
向
け
て

準
備
に
参
加
、
協
力
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
れ
か
ら
も
、
世
界

食
糧
安
全
保
障
、
そ
し
て
人
口
の
問
題
を
討

議
し
続
け
て
、
さ
ら
に
地
域
の
国
会
議
員
組

織
団
体
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

私
ど
も
、
今
日
こ
の
午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

お
話
し
い
た
だ
い
た
三
人
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

“
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の
結
果
と
し
て
の
、
ア
ジ
ア
の
女
性
問
題
へ

の
取
り
組
み
の
一
つ
の
成
果
で
あ
り
ま
す
と

同
時
に
、
カ
イ
ロ
の
「
国
際
人
口
開
発
議
員

会
議
」
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
「
国
際
人
口
社

会
開
発
会
議
」
、
イ
ン
ド
シ
ナ
女
性
会
議
、

マ
ニ
ラ
で
昨
年
開
か
れ
ま
し
た
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
女
性
委
員
会
会
議
、
東
京
の
「
国
際
女
性

・
人
口
⑭
開
発
会
議
」
で
の
検
討
を
踏
ま
え

た
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

提
言
は
、
延
べ
参
加
国
二
五
○
か
国
以
上
、

六
○
○
人
以
上
の
国
会
議
員
の
方
々
の
討
議

の
集
大
成
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
三
年
間
に
世
界
中
で
集
中

し
て
行
わ
れ
て
き
た
、
女
性
・
人
口
・
開
発

問
題
に
対
す
る
問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的

フィリピン人ロ・開発
事I情視察団

〔国会議員〕

桜井新

（衆）自民国際人口問題議員懇

談会（ＪＰＦＰ）代表幹事

人口と開発に関するアジア

議員フォーラム議長

０M)アジア人口・開発協会

（ＡＰＤＡ）理事
谷津義男

（衆）自民ＪＰＦＰ会員
早川勝

（衆）社民ＪＰＦＰ会員
南野知恵子

（参）自民ＪＰＦＰ会員
東祥三

（衆）新進ＪＰＦＰ幹事
須藤浩

（衆）新進ＪＰＦＰ会員

〔専門家〕

黒田俊夫

日本大学人口研究所名誉所長
ＡＰＤＡ理事

川野重任東京大学名誉教授
ＡＰＤＡ理事

〔主催者・事務局〕
前田福三郎

㈱アジア人口・開発協会（ＡＰ
ＤＡ）理事長

広瀬次雄常務理事・事務局長
遠藤正昭業務班長

楠本修調査・研究員
大沢春美経理班長

北畑晴代国際副班長

〔通訳〕

竹山佳子

市川眞弓

平野加奈江

な
「
提
言
」
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
手
で
、

各
国
政
府
に
お
手
渡
し
い
た
だ
き
、
ア
ジ
ア

の
人
口
と
開
発
問
題
の
解
決
に
、
資
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
主
催
者
と
し
て
こ
れ
に
過
ぎ

る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
会
議
の
二
日
め
に
は
、
本
年
一
一
月

に
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
「
世
界
食

糧
サ
ミ
ッ
ト
」
に
向
け
た
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー

ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
し

た
。
「
人
口
と
食
糧
安
全
保
障
」
と
い
う
人
類

の
命
運
を
決
め
る
問
題
に
対
し
て
ア
ジ
ア
の

取
り
組
み
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

人
口
と
食
糧
と
い
う
問
題
は
人
類
の
生
存

を
か
け
た
大
変
重
要
な
問
題
を
解
決
に
導
く

上
で
、
各
国
国
民
か
ら
国
政
を
付
託
さ
れ
て

い
る
皆
様
方
の
ご
努
力
と
ご
協
力
な
く
し
て

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
ど
も
肋
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は

小
さ
な
団
体
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方

の
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
に
さ
ら
に
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
な
会
議
運
営
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
関
係
者
の
皆
様
の
お
骨

折
り
に
重
ね
て
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ご
参
加
の
国
会
議
員
の
皆
様
の
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
閉
会
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＃７
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第１２回人ﾛと

フィリピン国マニラ

■
前
文

人
ロ
と
開
発
問
題
に
関
心
を
よ
せ
る

国
会
議
員
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
マ
ニ
ラ
に

集
い
、
ア
ジ
ア
各
国
、
人
類
社
会

（
三
ｏ
１
ｇ
ｏ
・
日
日
巨
己
ご
）
、
そ
し
て

私
た
ち
の
母
な
る
大
地
が
明
る
く
希
望

に
満
ち
た
未
来
を
達
成
す
る
た
め
の
方

策
を
協
議
し
た
。

一
九
九
四
年
の
国
際
人
ロ
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
、
一
九
九
五
年
三
月
の
世

界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
、

九
月
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
（
Ｆ
Ｗ

Ｃ
Ｗ
）
の
国
際
的
潮
流
を
視
野
に
い
れ

な
が
ら
、
私
達
、
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
は
、

過
去
三
年
間
、
北
京
・
東
京
・
マ
ニ
ラ

で
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
女
性
１
平

和
と
繁
栄
の
戦
略
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
論
議
を
深
め
て
き
た
。

女
性
の
十
分
な
参
加
な
く
し
て
ア
ジ

ア
の
膨
大
な
人
々
の
生
活
の
質
と
自
然

環
境
に
脅
威
を
与
え
て
い
る
人
口
問
題

の
解
決
は
あ
り
え
な
い
と
の
認
識
に
基

づ
き
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
勧
告
が
ア
ジ

ア
地
域
に
お
け
る
、
女
性
の
健
康
、
経

済
、
社
会
す
べ
て
の
分
野
に
お
け
る
さ

ら
な
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
を
導
き
、

女
性
が
家
族
と
社
会
に
お
い
て
よ
り
活

■
序
文
酢
女
性
と

持
続
可
能
な
開
発

女
性
と
男
性
の
十
分
な
そ
し
て
公
正

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
関
係
）
な

く
し
て
、
人
口
問
題
の
解
決
は
あ
り
え

ず
、
社
会
開
発
の
達
成
と
、
環
境
と
調

和
的
な
持
続
可
能
な
経
済
開
発
は
あ
り

え
な
い
こ
と
を
確
信
す
る
。
こ
の
よ
う

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
ア
ジ
ア
の
女
性
と
少
女
に
対

す
る
教
育
機
会
の
増
大
及
び
経
済
的
可

能
性
の
拡
大
に
よ
る
生
活
の
す
べ
て
の

発
（
の
『
【
の
Ｃ
ご
く
の
）
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

り
、
生
活
の
中
に
お
い
て
そ
の
持
て
る

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
未
だ
満
た
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
た
め
に
よ
り
明
確
に
発
言
し
共

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

確
信
し
、
同
僚
国
会
議
員
及
び
自
国
政

府
に
対
し
て
以
下
の
勧
告
を
行
う
。

私
達
の
地
域
は
広
大
で
あ
り
、
豊
か

で
深
遠
な
文
化
、
宗
教
、
政
治
そ
し
て

経
済
的
多
様
性
を
持
ち
、
様
々
な
開
発

過
程
を
経
験
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
っ
た
開
発
の
過
程
に
あ
る
が
、
私
達

は
共
同
し
て
以
下
の
提
案
の
た
め
に
活

動
す
る
。

面
ｌ
経
済
、
社
会
及
び
政
治
ｌ

に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
女
性

の
地
位
の
向
上
、
選
択
肢
の
拡
大
、
及

び
彼
女
等
の
人
生
の
自
己
決
定
を
行
う

機
会
と
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

私
達
は
、
人
口
、
持
続
可
能
な
経
済

成
長
、
社
会
開
発
及
び
安
全
と
平
和
は

相
互
依
存
的
か
つ
相
互
補
強
的
な
関
係

に
あ
り
、
急
速
な
人
口
増
加
の
低
減
、

貧
困
の
撲
滅
、
環
境
保
護
、
雇
用
創

出
、
失
業
の
減
少
の
た
め
に
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
。

私
達
は
、
家
族
が
社
会
の
基
本
単
位

で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
人
間
の
制
度

と
し
て
の
家
族
の
存
続
が
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
兆
候
に
注
目
す
る
。
力

（
権
力
）
の
配
分
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会

的
な
意
識
と
し
て
の
男
女
の
差
）
、
そ

し
て
所
得
の
不
公
正
が
相
互
作
用
し

合
っ
て
、
家
族
の
中
で
そ
の
す
べ
て
の

成
員
に
、
ス
ト
レ
ス
、
緊
張
、
暴
力
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
お
け
る
公
正
性
の
改
善
に
対

す
る
努
力
、
及
び
効
果
的
な
人
口
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ら
び
に
そ
の
他
の
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
が
、
家
族
の
崩
壊
を
防

ぐ
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

“
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強
く
主
張
す
る
。

貧
困
と
人
口
の
急
増
、
乳
幼
児
・
妊

産
婦
の
高
い
死
亡
率
の
相
互
関
係
を
理

解
し
、
域
内
の
国
々
に
対
し
て
カ
イ
ロ

で
合
意
さ
れ
た
目
標
を
よ
り
早
く
達
成

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

人
権
尊
重
な
く
し
て
急
速
な
人
口
増

加
の
抑
制
、
環
境
の
面
か
ら
見
た
持
続

可
能
な
開
発
パ
タ
ー
ン
を
実
現
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
達
は
ま
た
、
こ
れ
ら
の
目
的
は
平

和
と
正
義
な
く
し
て
達
成
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
事
実
に
注
意
を
払
う

よ
う
呼
び
か
け
る
。
女
性
と
子
供
は
、

戦
争
や
紛
争
に
よ
っ
て
常
に
真
っ
先
に

犠
牲
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る

社
会
的
な
不
安
定
性
と
、
引
き
続
く
貧

困
の
な
か
で
特
に
強
い
被
害
を
被
り
続

け
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
と
も
と

ど
こ
で
発
生
し
た
か
に
関
係
な
く
地
域

全
体
を
通
じ
て
、
衝
突
や
紛
争
を
平
和

的
に
解
決
す
る
た
め
の
努
力
を
強
化
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

一
、
女
性
と
健
康

性
行
動
に
関
す
る
健
康
と
権
利
に
つ

い
て
の
教
育
を
含
む
適
切
な
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
１
ビ
ス
＊
を
誰

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
青
年
期
の
人
々
を
含
む
す
べ
て
の

個
人
と
家
族
全
体
の
生
活
条
件
の
改
善

を
実
現
す
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
青
年
期
の
女

性
人
口
の
一
部
が
、
高
い
妊
娠
率
を
持

ち
、
そ
の
妊
娠
率
が
高
ま
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
に
警
鐘
を
な
ら

し
、
青
年
期
の
人
口
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
（
生
殖
に
関
す
る
権

利
）
と
性
行
動
に
関
連
す
る
十
分
な
情

報
、
教
育
及
び
サ
ー
ビ
ス
を
彼
等
に
提

供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
既
存
の
家
族
計
画
サ
ー
ビ

ス
が
不
十
分
な
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の

健
康
と
福
祉
に
有
害
な
、
安
全
で
な
い

中
絶
が
行
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
懸

念
を
表
明
す
る
。

こ
こ
で
私
達
は
、
私
達
の
地
域
全
域

に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た

り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
（
生
殖
に
関
す
る
）

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
家
族
計
画
サ
１

ビ
ス
の
利
用
可
能
性
と
有
効
性
を
高
め

る
た
め
に
、
強
く
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

（
自
分
の
問
題
と
し
て
か
か
わ
り
合
う

こ
と
）
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。

政
府
に
対
し
、
経
済
的
な
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
と
し
て
も
、
女
性
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
関
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る

予
算
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
悪
化
は
ま

た
、
若
い
女
性
と
子
供
の
人
身
売
買
、

搾
取
、
売
春
、
虐
待
及
び
非
合
法
な
麻

薬
取
り
引
き
に
関
わ
る
危
険
性
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
国
家

及
び
地
域
（
機
構
）
の
担
当
部
局
に
対
し

て
、
社
会
の
網
の
目
を
破
壊
し
、
不
確

定
性
を
増
し
、
政
治
的
な
意
志
及
び
社

会
的
な
関
心
の
欠
如
を
も
た
ら
す
こ
れ

ら
の
問
題
に
対
し
て
、
直
接
・
真
剣
に

そ
し
て
直
ち
に
注
意
を
払
う
よ
う
呼
び

か
け
る
。

私
達
は
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
地
域
で

女
性
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
が
低
い

状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
女
性
の

人
権
侵
害
と
悲
惨
な
状
況
、
乳
児
と
妊

産
婦
の
高
い
疾
病
及
び
死
亡
率
、
少
女

の
性
器
切
除
、
性
選
別
、
新
し
い
生
殖

技
術
の
商
業
化
と
不
適
切
な
使
用
、
ま

た
性
的
虐
待
・
搾
取
・
暴
力
な
ど
の
有

害
で
非
人
間
的
な
慣
行
及
び
に
爆
発
的

な
性
行
為
感
染
症
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
後

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
の
蔓
延
の
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
。
私
達
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（
村
・
町
な
ど
の
共
同
体
）
か
ら
国
際
的

な
レ
ベ
ル
に
い
た
る
ま
で
の
全
て
の
政

二
、
女
性
の
社
会
・

経
済
に
お
け
る

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

非
識
字
者
の
％
は
女
性
で
あ
り
、
特

に
そ
の
多
く
は
ア
ジ
ア
の
農
村
女
性
で

あ
る
。
少
女
と
女
性
に
対
す
る
教
育

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
、
女

性
が
そ
の
持
て
る
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
地
域
の
よ
り
広
範

な
社
会
・
経
済
開
発
を
行
う
上
で
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
貧
困
の
女
性
化
が
都

市
・
農
村
の
双
方
で
今
な
お
引
き
続
き

進
行
し
て
い
る
。

私
達
は
、
私
達
の
政
府
に
対
し
、
女

児
と
男
児
に
対
す
る
基
礎
教
育
及
び
中

等
教
育
の
完
全
実
施
（
義
務
教
育
化
）
と

よ
り
広
い
就
学
機
会
の
確
保
を
呼
び
か

け
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な
雇
用
機
会
の

創
出
と
経
済
的
自
立
に
つ
な
が
る
職
業

教
育
、
高
等
教
育
を
女
児
・
男
児
に
公

正
に
実
現
す
る
た
め
の
特
別
な
配
慮
を

行
う
よ
う
要
請
す
る
。

府
・
国
際
機
関
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う

な
女
性
の
置
か
れ
て
い
る
条
件
、
及
び

慣
行
の
す
べ
て
を
排
除
す
る
た
め
の
緊

急
か
つ
直
接
的
な
対
応
を
と
る
よ
う
呼

び
か
け
る
。

ｲ，



私
達
は
、
教
育
機
会
の
拡
大
を
通
じ

て
、
女
性
と
男
性
の
双
方
の
社
会
に
お

け
る
役
割
と
貢
献
に
対
す
る
態
度
と
行

動
の
変
化
を
促
進
し
、
旧
来
の
男
女
の

固
定
的
な
役
割
か
ら
平
等
、
相
互
尊

敬
、
生
活
の
す
べ
て
の
側
面
ｌ
特
に
家

事
、
育
児
及
び
そ
の
ほ
か
の
家
族
に
対

す
る
責
任
ｌ
に
お
け
る
調
和
の
と
れ
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ヘ
と
変
え
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

私
達
は
ま
た
、
政
府
及
び
民
間
部
門

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
就
職
、
報
酬
、

昇
進
に
際
し
て
の
男
女
格
差
を
排
除
す

る
よ
う
に
求
め
る
。

私
達
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
女
性

が
世
帯
主
と
な
っ
た
に
せ
よ
、
女
性
を

世
帯
主
と
す
る
世
帯
の
特
別
な
、
そ
し

て
そ
の
満
た
さ
れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、
特
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
要

請
す
る
。

私
達
は
、
女
性
が
自
ら
を
尊
敬
し
、

そ
の
価
値
を
自
覚
し
、
他
の
女
性
達
に

対
す
る
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

女
性
の
持
て
る
力
を
充
分
に
活
用
し
、

社
会
に
お
け
る
多
様
な
役
割
に
対
す
る

尊
敬
の
下
で
、
選
択
の
幅
を
最
大
限
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
。

三
、
人
口
と
女
性
問
題
に

対
す
る
資
金

私
達
は
、
国
内
的
・
国
際
的
な
財
源

を
十
分
に
調
達
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

の
強
い
国
際
的
合
意
に
注
目
す
る
。
さ

ら
に
、
「
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
必
要

と
推
計
さ
れ
て
い
る
資
金
需
要
を
承
認

す
る
。
私
達
は
、
人
々
の
代
表
と
し
て

選
ば
れ
た
存
在
と
し
て
、
予
算
上
の
、

人
間
資
源
、
行
政
資
源
の
最
適
配
分
を

行
う
こ
と
で
人
々
の
人
口
と
開
発
に
対

す
る
支
持
を
実
行
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
す
る
責
任
を
受
け
入
れ
る
。
さ
ら

に
、
人
口
・
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し

て
必
要
と
な
る
資
金
は
、
可
能
な
限
り

予
算
を
見
直
す
こ
と
で
利
用
可
能
と
す

る
べ
き
で
あ
る
。

資
金
提
供
を
行
っ
て
い
る
地
域
と
国

（
ド
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
対
し
、

政
府
開
発
援
助
を
各
国
の
国
民
総
生
産

私
達
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
お
け
る
公
正
、
女
性
と
男
性
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
新
し
い
概

念
を
普
及
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
よ
う
呼

び
か
け
る
。

（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
の
○
・
七
％
に
す
る
よ
う
努

力
し
、
そ
の
五
○
％
を
女
性
、
人
口
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
活
動
に
振
り
向
け
る

よ
う
に
強
く
要
請
し
、
そ
の
資
源
の
利

用
状
況
を
モ
ー
タ
ー
す
る
。
ま
た
、
各

国
が
行
動
計
画
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
明
記

さ
れ
た
よ
う
に
資
源
を
配
分
す
る
よ
う

要
請
す
る
。

先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
当
事
国
が

相
互
主
義
の
基
盤
に
則
り
、
共
に
協
力

し
て
、
均
等
に
政
府
開
発
援
助
の
二
○

％
、
そ
し
て
国
家
予
算
の
二
○
％
を
基

礎
的
な
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
分
す
る

よ
う
を
強
く
要
請
す
る
。
そ
の
予
算

は
、
軍
事
支
出
の
削
減
を
通
し
て
得
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

私
達
は
、
国
際
的
な
金
融
機
関
に
対

し
て
、
椎
造
調
整
並
び
に
経
済
復
興
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
社
会
的
な
公
正
を
実
現

し
、
ジ
ェ
ン
ダ
１
の
公
正
を
実
現
し
、

女
性
と
そ
の
家
族
の
二
１
ズ
を
満
た
す

よ
う
な
人
道
的
な
や
り
方
で
企
画
さ
れ

実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

私
達
は
、
人
口
、
女
性
、
ジ
ェ
ン

ダ
１
に
対
す
る
政
策
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
支
援
す
る
た
め
の
十
分
な
国
内
資
源

を
動
員
し
、
分
配
す
る
こ
と
に
対
す
る

有
権
者
の
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

四
、
人
口
・
女
性
問
題
解
決
に

お
け
る
国
会
議
員
の
役
割

政
府
に
対
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

を
そ
の
開
発
戦
略
、
政
策
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
統
合
的
に
組
み
込
み
、
そ
れ
ら
の

目
的
と
運
営
を
行
う
上
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
が
持
つ
重
要
性
に
十
分
に
配
慮
す

る
こ
と
を
求
め
る
。
特
に
人
口
と
開
発

活
動
に
関
す
る
立
法
を
行
う
場
合
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
十
分
考
慮
に
入

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。

女
性
の
法
的
、
社
会
的
、
経
済
的
地

位
の
改
善
、
及
び
女
性
が
そ
の
権
利
を

十
分
享
受
で
き
る
た
め
の
政
策
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
制
定
と
実
施
を
政
府
が
実
施

可
能
に
す
る
た
め
の
立
法
を
勧
告
し
支

援
す
る
。

人
口
、
環
境
保
護
及
び
持
続
可
能
な

開
発
の
複
雑
な
相
関
関
係
に
対
す
る
認

識
の
高
揚
、
肯
定
的
な
態
度
そ
し
て
理

解
の
促
進
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
協
力
と
努
力
を
行
う
。

こ
の
努
力
の
一
環
と
し
て
、
私
達
は

各
国
に
お
け
る
女
性
の
政
治
参
加
の
現

況
を
検
証
し
再
評
価
す
る
た
め
に
コ

ミ
ッ
ト
し
、
人
々
の
代
表
と
し
て
ま
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た
、
政
治
分
野
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
よ
り
公
正
な
社
会
を
築
き
上
げ
る

こ
と
を
擁
護
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
活
動
す
る
と
い
う
私

た
ち
の
責
任
を
受
け
入
れ
る
。
こ
の
点

か
ら
、
私
た
ち
は
、
女
性
の
政
治
参

加
、
特
に
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
地
位

へ
の
女
性
の
参
画
を
強
化
す
る
た
め
に

働
く
。

私
た
ち
は
、
人
口
、
開
発
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
関
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
促
進
し
実

施
す
る
上
で
、
男
女
を
問
わ
ず
政
府
・

国
家
機
関
、
非
政
府
組
織
、
民
間
部
門

で
活
動
し
て
い
る
人
々
の
間
の
良
好
な

協
力
関
係
を
開
発
し
、
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

る
。ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
女
性
問
題
の

解
決
を
果
た
す
上
で
必
要
と
な
る
、
女

性
の
地
位
に
関
す
る
以
前
に
開
か
れ
た

主
要
な
会
議
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画

に
準
拠
し
た
形
で
法
律
を
立
法
す
る
た

め
に
、
こ
の
分
野
に
対
す
る
適
切
な
研

究
と
、
専
門
家
の
間
の
情
報
共
有
と
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
点
で
国
会
議
員
は
ユ
ニ
ー
ク
で

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
役

割
を
十
分
に
果
た
す
た
め
に
、
国
会
議

員
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
国
家
し
べ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
と

各
地
域
の
人
口
と
開
発
問
題
に
対
す
る

国
会
議
員
活
動
と
の
よ
り
緊
密
な
関
係

ル
で
も
、
地
域
レ
ベ
ル
で
も
、
地
域
間

レ
ベ
ル
で
も
構
築
す
る
必
要
性
が
あ

る
。
特
に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

係
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
止

ま
ら
ず
、
経
験
を
交
換
し
す
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
土

を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
国
会
議
員
に
、
社
会

・
経
済
に
お
け
る
課
題
の
相
互
依
存
関

「ここは文法がおかしい……」

大詰めを迎えた。マニラ決議、起草委員の真剣な表情

め
の
協
力
を
促
進
し
拡
大
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
の
人
口
問
題
の
解
決
を
果
た
す

上
で
、
ア
ジ
ア
地
域
が
指
導
的
な
役
割

を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
信
念
に

基
づ
き
、
第
一
二
回
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
の

参
加
者
は
、
自
ら
の
政
府
に
対
し
て
以

上
の
決
議
を
伝
達
し
、
こ
の
決
議
実
現

の
た
め
に
私
達
が
活
動
す
る
こ
と
を
こ

こ
に
誓
約
す
る
。

＊
日
本
語
訳
に
対
す
る
注
釈
叩
「
因
？

Ｒ
・
目
且
ぐ
の
」
は
政
府
訳
で
は
「
性

と
生
殖
に
関
す
る
一
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
翻
訳
上
の
整
合
性
を

持
た
せ
る
上
か
ら
も
「
生
殖
に
関
す

る
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
本
来
の
意

味
に
関
し
て
は
「
国
際
人
ロ
開
発
会

議
行
動
計
画
文
書
」
の
「
罰
の
Ｒ
ｏ
ｇ

ｐ
ｎ
←
弓
の
（
出
の
巴
一
戸
酉
、
宮
、
）
」
の
定

義
に
従
う
。
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PreambIe

ｗｅ,ParliamentariansofAsia,concemedwithPopulationandDevelopment
metinManilatodeviseastrategytoachieveabrighterfilturefbrthefhmilyofAsian

nations,theworldcommunityasawhole,andourMoIherEarth．

AwareoftlueintemationaltrendsflowingfromthelntemationalConfeにnce

onPopulationandDevelopment(ICPD,1994LlheWoddSummitfbrSocialDcvelopment

(WSSD,1995)andtheFourthWorldConferenceonWomen(ＦＷＣＷ,1995)wehave

gatheredfbrthreesuccessiveyears(inBeijing,Tokyo,andManila)todeliberateonthe

themeiiWomeninthe21stCentuly-AStrategyfbrPeaceandProsperityﾉ’

Basedonourconvictionthatwomenoｓｆｉｍｉｎｖｏｌｖｅｍｅｎｔｉｓｃｍｃｉａｌｔｏｔｈｅ

ｓｏlutionofpopuIationissueswhichthreatenthequalityoflifMbrmillionsofpeople

acrossAsiaaswellasthenaturalenvimnment，ｗｅｍａｋｅｌｈｅｆｂｌｌｏｗｉｎｇｓｅｔｏｆ

ｒｅｃｏｍｍｅndationstoourparliamentalycolleaguesandourrespectivegovenmnents

believingthatsuchreconunendationswillleadtogreaterempowennentofwomeninall

spheresoflifb,therebyenablinglllemtobemoreefIbctivepartmersinthefamilyand

community，moreabletorealizetheirfhllpotentialinlife，andmorearticulatein

identifymgandwolldngwithotherstofiMlltheirunmetneeds．

Notwithstandingthevastnessofourregionourrichcultural，religious，

political,andeconomicdiversity,thewidevariationinourdevelopmentexperienceand
stagesofdevelopment,weacttogetherinproposingthefbllowing：

Imtroduction

WeafYinnthatwithoutfUllandequitablepartnershipofwomenandmen,it

willbeimpossibletosolvcpopulationissuesandattainsocialdevelopmentand
sustainableeconomicdevelopmentinhalmonywiththeglobalenvlronment・Achieving
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第１２回人口と開発・アジア国会議員代表者会議《マニラ決議》

suchpaltnershiprequiresempowelmentofwomeninallspheresoflife-economic，

socialandpolitical-byimprovmgaccesstoeducationandeconomicopportunitiesfbr

girlsandwomenacrossAsiaThiswillhelpimprovewomen,ｓｓｔａｍｓ，expandtheir

choices,aswellasinclCasingIlleiroppoltunitiesandabilitytodetenninetheirownlives

Werecognizethatpopulation，sustainableeconomicgrowth，social

developmenLsecuntyandpeaceareinterdependentandmutuallyreinfbrcing,asareour

efYbrtstoreducerapidpopulationgrowth,eradicatepoverty,protecttheenvironment，
createjobsandreduceunemployment．

Webelievethatthefilmilyisthebasicunitofsocietyandnotewithconcem

signsIhatitssulvivalasahumaninstitutionisthreatenedhequitiesofpower,gender,and
incomeactoneachotherandaIlmembersofthefhmilycausingstress,tensions,even

violenceinthefamilysetting、Wetherefbreadvocatestronglyfbreffbrtstoimprove
genderequalityaswellastheefIectivenessofpopulationandotherdevelopment
programmeswhichareessentialfbrsurvivalofthefhmily．

Recognizingtheinter-relationshipofpoverty,rapidpopulationgrowth,high
inhmt，childandmatemalmortalityrates，wealsoulgecountriesoftheregionto
acceleratetheachievementofthetargetssetinCairo．

Reductionsinpopulationgrowthrateandeffbrtstoachieveenvlronmentally
●

sustainablepattemsofdevelopmentwillfailwithoutrespectfbrhuma､rights．

WeaIsocaUattentiontothefactthatthesegoalswillbeunattainablewiihout

peaceandjusticeWomenandchildren,alwaysthefbremostvictimsofwarandcivil

strifb,willcontinuetosuffbrdisproportionatelyfiomsocialinstabiIityandcontinuing
poverty・Therefbre,weulgeincreasedeffbrttoachievepeacefillresolutionofconflict

anddisputesthroughouttheregionregardlessoforigin

1.WomelnalndHeaIth

Universalacccsstoappropriaterepmductivehealthservlcesmcludmgrelevant

educationregardingsexualhealthandrightsisapre-requisitefbrimprovingtheliving

conditionsofindividuals,includingadolescents,andthefamilyasawhole．

Wepointwithalamltothehigh-alud,insomecases,increasing-ratesof

pregnancyamo､gadolescentgirlsthroughtheAsia、正gion,asevidenceoftheneedto
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provideadolescentswithfilllinfbnnation，educatlon，andservicesrelatedtotheir
C

reproductiverightsandsexualbehavior．

Furthermo１℃,weexpressconcematwomen，scontinuingrecoursetounsafb
abortionswhicharedeIrimentaltotheirhealthandwelfhreandwhichrefIectthe

deficienciesofexistingfamilyplanningservices．

Ｗｅｈｅ１℃bypledgeourshPongcommihnenttopromoteexpandedandimpmved

availabilityandutilizationofgender-sensitivereproductivehealthandfklmilyplanning
servlcesacrosstheregion．

WeurgegovenmentstoincreasebudgetaIyallocationstowomenand

gender-relatedprogrammestocounterbalancedeterioratingeconomicconditionsThese

conditionsalsoplaceyoungwomenandchildrenatincreasedriskofdomesticand

intemationaltmfficking,exploitation,prostimtion,andinvolvementinsubstanceabuse

andillegaldmgtrade・Atthesametimewecallonappropriatenationalandregional

bodiestodirectseriousandimnediateattentiontotheseissueswhiChdestroythefabric

ofsocietyandtMveonindecisionandlackofpoIiticalwillandcommunityinvolvement．

Werecognizethatpersistenceofwomenvsloweconomicandsocialstamsin

manypartsofthelCgionisaviolationofIheirhumanrightsanddeplorethefactthatthey

aremajorfblctorscontributingtothehighratesofinfilntandmatemalmorbidityand

mortality,thcexposureofsomegirlstohanmfnlａｎｄdehumanizingpracticessuchas

femalegenitalmutilation,sexselectionandthecommercializationandimproperuseof

newreproductivetechnologies,aswellassexualabuse,exploitation,violenceandthe

explosivespreadofSTDsandHIV/AIDSinfbctionWecallfbrurgentandimmediate

actionhomthecommmtytotheintemationalleveltoeliminatealltheseconditionsand

practices．

2.EmpoweringWomeninSocietyandtheEconomy

Twothirdsoftheworldisilliteratesarewomen,themajorityofwhomarein

rumlAsia､Theeducationofgi】lsandwomenlsneccssaIytoovercomethispattemfbrthe

realizationofwomelfsownpotentialaswellasbroadersocialandeconomicdevelopment

intheregionThefbmmizationofpoverty-aphenomenonnotedfbrsometime-
contmuesinbothurbanandruralareas．

Wecalluponourrespectivegovenumentstowolktoinstitutecompulsorｙｆｂｒ
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allgirlsandboysontheprimaIyandsecondmylevelsandtoensurewideutilizationof

theopportunitiesprovided・FuIthennore,wcurgespecialattentiontoachievementof

摩aterequitybetweengjrIsandboysinvocationalandhighereducationinordertomake
themmoreemployableandeconomicallyselfLreliant．

Inthecontextofthecallfbrwidereducationalopportunityweemphasizethe

necdtopmmotechangesmtheattitudesandpracticesofbothwomenandmenregardmg

I11eirrespectivelolesinandcontlibutionstosociety,movlngawayfromtraditionalgender

stereotypestowardsconceptsofequality,mutualrespect,andhannoniouspartnershipin
allspheI℃sofIifb,mpaIticular,homemakingpalcnting,andgeneralfhmilyresponsibility．

WealsocaUfbrtheeliminationofpersistentpattemsofgenderbiasinthe

recruitment，compensationandadvancementofworkers，regardlessofwhetherthe

employerisgovemmentorprivatesector．

Weurgeparticularattennontothedistinctiveandumnetneedsofwomenｗｈｏ
●

areheadmghouseholdsregardlessofthercason．

Weemphasizetheneedfbrwomenthemselvestorespect,valueandgivefilll

suppoIttootherwomentoenablethcmtorealizetheirfhUpotentialandtomaximizetheir
choiceswitllrespecttotlleirvariousrolesinsociety．

WecalluponIhemediatorccognizctheirimportantroleinconⅢnunicatmgthe

newideasofgenderequityandpaItnershipbetweenwomeｎａｎｄｍｅｎ

3．ResourcesfbrPopuIationandGender-Relatedlssues

Wetakenoteofthestrongintemationalconsensusontheneedtomobilize

significantdomeshcandextemalfinancialresources、Furthennoreweendorsethe
estimatesofresoulcerequ蛇mentssetfbllhinthelCPDProgrammeofActionWeaccept

thercsponsibilityaselected正presentativesofthepeopletoensuretranslationofpublic
suppoItfbrPopulationandDevelopme､tintowolkableprogranmeswiththebestfeasible
distributionofbudgetmy,ｈｕｍａｎandadministrativeresources・Moreover,weurgethat

additionalresourcesfbrPopulationandDevelopmentprogranmesshouldbemade

availablebyreoricntingbudgetswhereverpossible．

WecalluponthedonorconununilytostrivetoaUocatethesettargetof0.7

percentoftheirgrossnationalpmductfbroverallofficialdevelopmentassistance,ｔｏ
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cannmk50percentofthisshaIefbrwomen,population，andgender-relatedactivitiesand

tomonitorIheuseofthose正souIcesaccordingtoagICeduponmechanisms・Wealsourge
govemmentstohonortheirresourcepledgesstipulatedinvanousactionplansand
programmes．

Weencourageinteresteddevelopedanddevelopingcountrypartnersto

allocate,onamutualbasis,Z0percentofofficialdevelopmentassistanceand20pelCent

ofthenationalbudgetsfbrbasicsocialprogramnes・Thismaybeaccomplishedby
reducingmilitalyexpenditures．

Weurgeintemationalfinancialinstimtionstoensurethatstructuraladjustment
andeconomicrecoveIypmgrammesaredesignedandimplementedinahumanemanner，

conducivetorealizationofsocialjustice,theachievementofgenderequity,and
fillfillmemoftheneedsofwomenandtheirfhmilies．

WeemphasizeIheneedtogeneratepublicsupportamongourconstituentsfbr

mobilizationandallocationofadequatedomesticrcsourcestosuppoltpoliciesand

progranmesonPopulationandDevelopment．

4．TheRoleofParIiamemtariansinPopulationandGender-RelatedIssues

Weurgegovenunentstointegrategenderperspectiveintotheirdevelopment
strategles,policies,andprogrammes,givingattentiontotheimportanceofgenderissues

inbothohjectivesandmanagementWebelievethistobeparticulallyimportantin
relationtolegislationonPopulationandDevelopment．

Werecomnendandendorseenactmentoflegislationwhichwillenable

govemmentstofbnmmateandimplementpoliciesandprogrammestoimpmvethelegal，
social,economicandpoliticalstatusofwomenandassurethemfilllenjoymentoftheir

rights．

Recognizingthatsuchactionwillnotbeeasyweofferoursupportandwill

endeavortopromotegICaterawaIenessof;positiveattitudestowards,andunderstanding

ofthecomplexinter-relationshipbetweenpopulation,enwronmentalconservationand

sustamabledevelopment．

InthecontextofthiseffbrLwecommitourselvcstoreⅥewandreevaluate
●

womenisinvolvementinpoliticsinourrespectivccountries､Asrcpresentativesofthe
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peopleandleadersofpoliticallifeweacceptourresponsibilitynotonlytoadvocatebut
alsotoactinourownspheretobuildamoreequitablesocietylnkeepingwiththis,we

willwoIktostrenglhenwomen1sinvolvementinpolitics,particulallyindecisionmaking

positions．

Werecognizetheneedtodevelopandmaintaingoodworkingrelationswith

alIwhoareactiveinpromotingandimplementingpopulation，development,and

gender-relatedprogrammes-themachinelyofgovenmnent，non-govemmental

organizations,womenandmenintheprivatesector．

lnordertotranslatetheachonplansadoptedatthemalormtemational

confbrencesonthestamsofwomenintonationalIegislation,weurgethatappropnate

researChbecarTiedoutandlhaMherebewidesharingofinfbnnationandcooperationwith

teclmicalexpertsinfieldsessentialfbraddressingwomen1sissuesintheAsianregion．

lnthisrespect，wehaveauniqueandimportantroIe，TofillthisrolG

efIbctively,wemustdevelopnetworksamongParliamentariansatthenational,regional

andmtemCgionallevelslnparticulal;itisimpoltanttocultivatecloserrelationsbetween

AsianForumofParliamentariansonPopulationandDevelopment(AFPPD)andother

regionalfbraofPalliamentarians､Suchnetworkswillenableusnotonlytodeepenour

understandingofIhemteldependencebetweenissuesmsocietyandeconomybutwiUalso

plomoteandexpandcooperationmsoMngtheseissuesthroughexchangeofexpenence．

BasedonourconvictionthatAsiashouIdplayaleadingroleinthesolution

oftlleworldispopulationissues,ｗｅ,theparticipantsofthel2thAsianParliamentarians,

MeetingonPopuIationandDevelopment,maketheaboveresolutiontobefbrwardedto

ourrespectivegovemments、Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅｗｅｐｌedgeourselvestoworkfbrthe
realiｧHmionofthisresolution

Manila,１３Februalyl996

adoptedbythe

l2thAsianParliamentarians1MeetingonPopulationandDevelopment
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－人ロ・食糧問題の将来を考える－

）１１野重任（東京大学名誉教授）

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
人
口
と
食
糧
問

題
の
展
望
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
ず
、
過
去
半
世
紀
は
極
め
て
幸
運
だ
っ

た
と
い
う
他
な
い
。
一
九
四
九
年
、
国
連
は

専
門
家
に
よ
る
検
討
結
果
と
し
て
、
ロ
ｚ
・

言
の
Ｐ
印
Ｅ
円
の
の
屍
○
局
吾
の
国
８
コ
○
日
旨
□
の
‐

ご
｝
の
。
己
日
の
ロ
一
○
局
□
の
こ
の
一
○
℃
の
○
○
○
口
弓
】
の
、
》

］
臣
Ｐ
を
発
表
し
た
。
途
上
国
の
経
済
発
展

を
い
か
に
し
て
推
進
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
同
時
報
告
書
で
人
口
増
加
率
は
一

・
二
五
％
、
経
済
成
長
率
は
三
％
位
だ
っ
た

か
と
思
う
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
人
口
増
加
率
の
抑
制
、
農
地
改
革

な
ど
社
会
改
革
の
推
進
、
教
育
の
普
及
に
併

せ
て
先
進
国
か
ら
の
援
助
の
必
要
な
ど
を
強

調
し
て
い
た
。
そ
し
て
当
時
、
そ
れ
は
必
ず

し
も
実
現
容
易
で
な
い
と
も
考
え
ら
れ
た

が
、
結
果
は
貝
事
に
そ
れ
を
上
回
っ
た
。
人

口
は
倍
増
の
二
・
五
％
水
準
で
、
し
か
も
経

済
成
長
率
も
一
様
に
大
幅
に
上
回
っ
て
高

い
。
社
会
改
革
が
行
わ
れ
、
教
育
水
準
も
高

ま
っ
た
。
そ
れ
に
何
よ
り
も
大
き
な
戦
争
が

そ
れ
ら
地
域
に
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
さ
ら

に
食
糧
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
緑

の
革
命
」
の
成
功
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
衛
生
条
件
の
改
善
な
ど

に
よ
っ
て
増
加
し
た
人
口
が
食
生
活
の
水
準

を
落
と
す
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
得
た
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
そ
の
経
済
水
準
を
一
層
高
め

る
と
い
う
好
条
件
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
て

の
今
後
に
つ
い
て
は
、
極
端
な
悲
観
論
さ
え

現
わ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
悲
観
論
の
代

表
は
Ｌ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
で
あ
る
が
、
氏

は
過
去
の
人
口
増
加
率
、
経
済
成
長
率
を
前

提
と
し
て
食
糧
需
要
の
増
加
率
を
推
定
、
そ

れ
に
食
糧
供
給
の
増
加
率
の
及
び
得
な
い
こ

と
を
推
断
、
警
告
す
る
。
利
用
可
能
農
地
面

積
の
減
少
、
農
業
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど
が

中
心
だ
が
、
そ
れ
に
再
度
の
「
緑
の
革
命
」
登

場
へ
の
期
待
感
な
ど
で
あ
る
。
中
国
の
場

合
、
二
○
三
○
年
に
は
一
国
だ
け
で
、
不
足

量
は
現
在
の
世
界
の
穀
物
輸
出
量
全
部
を
上

回
る
と
い
っ
た
具
合
だ
が
、
こ
れ
ら
を
ど
う

考
え
る
か
。

「
緑
の
革
命
」
の
再
来
は
、
無
論
、
あ
れ
ば

そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
、

そ
れ
に
す
べ
て
を
か
け
る
と
い
っ
た
考
え
方

を
と
り
得
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

で
き
る
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
、
そ
れ
を
期
し
て

の
各
種
研
究
推
進
の
持
続
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
ま
で
の
途
上
国
の

人
口
増
加
を
支
え
、
食
生
活
を
支
え
て
き
た

の
は
「
緑
の
革
命
」
だ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ

る
先
進
諸
国
の
過
剰
生
産
も
あ
り
、
そ
れ
に

よ
る
食
糧
援
助
の
他
、
途
上
国
自
体
の
経
済

発
展
に
よ
る
輸
入
力
の
増
加
も
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
は
食
糧
問
題
は
深
く
経
済
問
題
一
般
と
絡

み
合
っ
て
い
る
の
だ
が
、
同
時
に
食
糧
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
完
全
競
争
の
下
で
行
わ
れ
て

い
く
も
の
で
な
い
こ
と
も
注
意
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
需
要
の
変
動
は
人
口
増
加
、

経
済
成
長
な
ど
の
長
期
条
件
に
よ
っ
て
起
こ

る
他
、
所
得
分
配
、
景
気
変
動
な
ど
の
短
期

条
件
に
よ
っ
て
も
不
規
則
に
左
右
さ
れ
る
。

同
様
に
、
供
給
変
動
も
長
期
の
生
産
構
造
ｌ

生
産
者
、
農
地
な
ど
役
人
農
業
資
源
ｌ
に

よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
他
、
豊
作
な
ど
の
短
期

変
動
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
。

特
に
こ
の
戦
後
五
十
年
来
の
需
給
変
動
に

つ
い
て
は
、
こ
の
先
進
諸
国
の
過
剰
生
産
の

存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
戦
時

の
食
糧
不
足
と
、
戦
後
の
植
民
地
喪
失
に
よ

強



マニラ会議に出席して

る
そ
れ
へ
の
依
存
困
難
の
事
態
か
ら
登
場
し

た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
そ
の
後
い
わ
ば
惰
性

的
に
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

そ
の
結
果
、
国
内
的
に
は
生
産
制
限
、
対
外

的
に
は
補
助
金
つ
き
の
安
売
り
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
と
い
う
事
態
を
く
り
返
し
て
い
る
が
、
こ

れ
が
世
界
の
食
糧
生
産
の
地
理
的
配
分
を
歪

め
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
途
上

国
が
必
要
以
上
に
食
糧
の
輸
入
依
存
の
体
制

と
な
り
、
先
進
国
が
こ
れ
ま
た
、
必
要
以
上

に
農
業
生
産
温
存
の
体
制
と
な
り
、
資
源
配

分
上
硬
直
的
体
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
食
糧
需
給
の
将
来
を
論
ず
る
に

当
た
っ
て
も
、
ま
ず
、
こ
の
現
体
制
の
吟

味
、
検
討
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
可
能
の
農
地
面
積
に
は
限
度
が
あ
り
、

と
い
っ
て
も
、
そ
の
農
地
面
積
の
現
状
は
決

し
て
そ
の
限
度
ま
で
い
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
は
も
と
よ
り
、
日
本

を
含
め
て
、
先
進
国
の
多
く
で
そ
の
利
用
が

政
策
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
途
上
国
の
場

合
も
前
述
の
割
安
の
国
際
価
格
が
そ
の
農
地

利
用
の
幅
を
制
限
し
、
制
約
し
て
い
る
と
私

は
見
る
。

ま
た
、
長
期
的
問
題
と
し
て
は
、
か
り
に

人
口
増
加
、
需
要
増
加
に
食
糧
の
供
給
増
が

及
ば
な
い
と
し
た
場
合
、
そ
の
価
格
は
上

昇
、
そ
れ
が
従
来
の
趨
勢
以
上
に
食
糧
増
産

を
誘
う
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
次
に
は
そ
れ
が

人
口
増
加
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

得
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
経
済
成
長
の
テ
ン

ポ
も
こ
れ
に
複
雑
に
関
連
す
る
。
要
す
る

に
、
食
糧
需
給
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
が
複
雑
に
絡

み
合
い
な
が
ら
、
安
定
条
件
を
発
見
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
需
要
だ

け
が
先
走
り
し
て
、
あ
る
日
、
突
然
と
し
て

不
足
と
い
う
形
で
の
破
綻
が
到
来
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
場
合
も
短
期
需
給
は
別
で

あ
る
。
そ
こ
で
短
期
不
足
の
場
合
の
安
全
保

障
策
に
つ
い
て
一
つ
の
提
案
を
し
た
い
。
世

界
全
体
と
し
て
一
定
の
備
蓄
を
も
つ
べ
き
こ

と
が
、
一
九
七
五
年
、
ロ
ー
マ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
で

開
か
れ
た
世
界
食
糧
会
議
で
提
案
さ
れ
た

が
、
今
以
上
、
実
現
す
る
に
い
た
っ
て
い
な

い
．
そ
う
と
な
れ
ば
、
安
全
保
障
ｌ
不

足
時
に
備
え
て
の
対
応
ｌ
は
基
本
的
に

国
民
経
済
を
単
位
と
し
て
の
各
国
で
考
え
、

各
国
で
対
応
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
場
合
、
食
糧
生
産
に
差
別
的
に
不
利
な
自

然
条
件
下
に
あ
る
諸
国
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
降
雨
量
の
極
端
に
少
な
い
砂
浜
地
帯

だ
っ
た
り
、
平
地
の
少
な
い
山
岳
地
帯
ば
か

り
な
ど
と
い
っ
た
諸
国
の
場
合
だ
が
、
当
然

に
こ
れ
ら
の
諸
国
が
非
農
業
の
経
済
力
に

よ
っ
て
輸
入
力
を
も
つ
場
合
に
は
、
食
糧
輸

入
国
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
輸
入

依
存
度
は
高
く
、
自
給
率
は
極
端
に
低
い
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
食
糧
不
足
、
食
糧
不
安
の

波
は
最
先
に
、
そ
し
て
最
も
激
し
く
こ
う
し

た
諸
国
に
か
ぶ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ

れ
が
さ
ら
に
世
界
全
体
と
し
て
の
不
安
、
不

足
に
も
及
ん
で
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
そ

う
し
た
い
わ
ば
問
題
地
域
へ
の
対
応
、
対
処

方
式
と
し
て
は
、
そ
の
食
糧
生
産
上
の
極
端

に
不
利
な
自
然
条
件
の
補
い
に
、
何
等
か
国

際
的
な
援
助
、
協
力
の
措
置
な
り
体
制
が
組

め
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
パ

キ
ス
タ
ン
そ
の
他
の
乾
燥
地
帯
諸
国
の
厳
し

い
自
然
条
件
、
生
産
条
件
の
話
を
聞
い
て
思

わ
ず
そ
う
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
一
九
九
六
・
一
一
・
一
三
）

”



1iillllii鑿
看
護
婦
不
足
を
母
親
が
代
行

医
師
の
海
外
頭
脳
流
出
も
深
刻

鯵
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
合
病
院
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
医
学
部
）

鑿

1時□

マニラ総合病院Ｃ・ドミンゴ・小児科部長か
受ける日本議員団

ら説明を 人
□
・
開
発
事
情

一
九
九
一
年
設
立
、
一
九
六
二
年
か
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
し

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
を
対
象
に
医
療
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

同
院
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
医
学
研
究
、
教

育
の
中
心
機
関
で
あ
る
。

外
来
棟
は
低
所
得
者
を
対
象
に
一
日
「

○
○
○
人
以
上
の
患
者
を
診
察
し
て
い
る
。

入
院
病
棟
は
、
有
料
と
低
所
得
者
を
対
象
と

し
た
無
料
の
病
棟
の
二
種
類
が
あ
る
。
一
九

八
七
年
日
本
政
府
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の

要
請
を
受
け
、
二
九
億
八
、
八
○
○
万
円
の

無
償
資
金
協
力
を
行
っ
た
。
協
力
の
内
容

は
、
外
来
棟
の
建
設
及
び
機
材
供
与
で
あ
る
。

今
回
の
視
察
で
は
、
小
児
科
病
棟
と
産
婦 l魁

人
科
病
棟
の
見
学
を
行
っ
た
。
同
院
の
小
児

科
で
は
、
○
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で
を
対
象
に

全
国
か
ら
の
患
者
の
治
療
に
あ
た
っ
て
お

り
、
入
院
者
の
多
く
は
重
症
患
者
で
占
め
ら

れ
て
い
る
。
疾
患
別
で
は
、
感
染
症
に
よ
る

結
核
性
髄
膜
炎
、
重
度
の
下
痢
症
な
ど
が
多

く
み
ら
れ
る
が
、
先
天
性
糖
尿
病
も
わ
ず
か

に
み
ら
れ
る
。
小
児
科
病
棟
は
、
一
棟
あ
た

り
四
五
棟
あ
り
二
棟
で
九
○
床
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
棟
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

（
無
償
）
で
資
金
は
、
国
内
の
募
金
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
小
児
科
に
お
け
る
問

題
点
は
、
看
護
婦
の
不
足
、
医
療
機
材
の
不

足
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
機
材
に
老
朽
化

や
集
中
治
療
シ
ス
テ
ム
の
欠
如
が
み
ら
れ

る
。
新
生
児
に
対
す
る
保
育
器
は
、
熱
源
を

電
球
の
熱
で
代
用
し
て
お
り
衛
生
上
に
も
問

題
が
あ
る
。
小
児
用
呼
吸
も
看
護
婦
不
足
か

ら
母
親
が
代
行
し
て
い
る
。

日
本
の
医
療
協
力
と
し
て
、
神
戸
大
学
と

蕨
察
す

鱗ｉｉｉ鰯鶴蕊鰯鱗111

繍騨ii灘鰯蟻蕊灘：
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北
里
大
学
の
医
師
が
同
院
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
。
同
院
の
産
婦
人
科
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

が
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
患
者

に
と
り
、
ほ
と
ん
ど
が
無
料
で
診
察
と
治
療

が
受
け
ら
れ
る
。
出
産
件
数
は
、
年
間
五
、

○
○
○
件
に
の
ぼ
る
。
産
婦
人
科
医
の
男
女

別
構
成
で
は
、
女
性
が
多
い
が
小
児
科
と
外

科
は
男
性
が
多
い
。
看
護
婦
の
勤
務
状
況

は
、
三
交
代
制
で
勤
務
が
厳
し
く
、
給
料
は 呼吸困難な重症患者をみる。医療器具は古く、人手も少ない

－マニラ総合病院・小児科病棟にて－

自
分
の
店
を
持
つ
の
が
夢
：
。
…

２
月
Ⅲ
日
午
後
訪
問
…
！
…
」

恵
ま
れ
な
い
女
性
の
た
め
の
職
業
訓
練
セ
性
、
ロ
バ
ラ
ン
ガ
イ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
（
地
区

ン
タ
ー
は
、
’
九
九
○
年
四
月
十
日
日
本
政
長
）
が
す
で
に
そ
の
地
区
に
六
カ
月
以
上
、

府
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
今
後
二
年
以
上
転
居
し
な
い
と
認
め
た
女

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
恵
ま
れ
な
い
女
性
が
職
業
訓
性
、
四
家
族
六
人
で
月
収
二
、
七
○
○
ペ
ソ

練
・
生
産
技
術
を
習
得
し
、
社
会
経
済
的
に
（
約
一
○
、
○
○
○
円
）
以
下
の
最
低
生
活
水

自
立
を
図
る
た
め
の
訓
練
用
機
材
を
全
国
四
準
の
女
性
、
田
受
講
時
間
及
び
期
間
に
す
べ

○
カ
所
の
セ
ン
タ
ー
に
供
与
し
運
営
さ
れ
て
て
出
席
の
意
志
の
あ
る
女
性
、
㈹
妊
婦
あ
る

い
る
。

い
は
授
乳
期
で
な
い
女
性
、
ｂ
少
な
く
と
も

訓
練
の
対
象
者
は
、
Ｈ
一
八
歳
か
ら
五
九
小
学
校
卒
で
中
学
校
卒
程
度
の
読
み
書
き
、

歳
ま
で
の
恵
ま
れ
な
い
女
性
、
口
政
府
の
医
会
話
が
で
き
る
女
性
、
ｗ
仕
事
に
積
極
的
に

師
が
物
理
的
、
精
神
的
に
受
講
を
認
め
た
女
取
り
組
む
姿
勢
を
も
つ
女
性
、
伽
身
に
つ
け

学
部
の
卒
業
生
の
四
○
パ

月
額
六
、
○
○
○
～
七
、
○
○
○
ペ
ソ
（
二
四
、

○
○
○
円
～
三
○
，
○
○
○
円
）
と
決
し
て
高

く
な
い
。
こ
こ
で
、
同
院
医
師
に
つ
い
て
み

る
と
、
同
院
は
国
立
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
の
傘

下
に
あ
り
医
学
部
の
学
生
は
す
べ
て
同
院
で

研
修
を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
研
修
病
院

の
た
め
給
料
は
安
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
医

霧
恵
ま
れ
な
い
女
性
の
た
め
の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
１
Ｊ

（
社
会
福
祉
事
業
省
）

一

セ
ン
ト
は
ア
メ

リ
カ
で
研
修
を
受
け
、
そ
の
う
ち
一
○
パ
ー

セ
ン
ト
し
か
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
一
民
ら
な
い
。
こ

れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
が
給
料
が
高
い
だ

け
で
は
な
く
、
生
活
水
準
な
ど
文
化
レ
ベ
ル

が
高
い
上
、
使
用
す
る
医
療
機
材
が
良
い
こ

と
に
も
よ
る
。
正
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
頭
脳
流
出
で
あ
る
。

－－－－－、￣￣￣￣
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性
、
な
ど
が
受
講
資
格
と
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
危
害
を
受
け
た
者
、
不
法
就
労

者
、
売
春
経
験
者
、
レ
イ
プ
さ
れ
た
者
と
難

民
は
全
国
五
カ
所
の
施
設
で
再
教
育
を
受
け

女
性
グ
ル

た
技
術
を
他
の
女
性
に
教
え
る
意
志
の
あ
る

女
性
、
㈹
訓
練
修
了
後
生
計
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
女
性
、
口
社
会
福
祉
事
業
省
下
の

て
い
る
。

プ
の
メ
ン
バ

の

員
の
女訓練生の中には、将来洋裁店を開きたいと夢をいだく者も少なくな

い。一恵まれない女性のための職業訓練センターにて－

製
作
総
合
．

玩
具
製
作
コ
ー
ス
は
三
種
類
あ
り
、
八
日

間
の
布
製
玩
具
製
作
コ
ー
ス
、
五
日
間
の
木

製
玩
具
製
作
コ
ー
ス
と
布
製
及
び
木
製
玩
具

ら
金
曜
日
ま
で
の

後
五
時
ま
で
で
あ
る
。

今
回
訪
問
し
た
マ
ニ
ラ
四
区
の
セ
ン
タ
ー

は
、
一
九
九
五
年
に
三
、
○
○
○
人
の
女
性

を
訓
練
し
た
。
訓
練
を
受
け
た
年
齢
層
は
一

八
歳
か
ら
四
五
歳
が
中
心
で
、
訓
練
費
用
は

無
料
、
交
通
費
が
支
給
さ
れ
る
。

訓
練
は
五
コ
ー
ス
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件

が
異
な
る
。
裁
縫
コ
ー
ス
は
、
二
種
あ
り
三

○
日
間
課
程
は
、
半
日
コ
ー
ス
で
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
部
八
時
か
ら
十
二
時

ま
で
と
午
後
部
一
時
か
ら
五
時
ま
で
で
あ

る
。
二
二
日
間
課
程
は
、
一
日
コ
ー
ス
で
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
八
時
か
ら
十

二
時
、
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
で
あ
る
。

食
品
加
工
コ
ー
ス
も
二
種
あ
り
、
一
○
日

間
課
程
は
半
日
コ
ー
ス
で
裁
縫
コ
ー
ス
同
様

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
八
時
か
ら

十
二
時
ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
で

あ
る
。
八
日
間
過
程
は
、
一
日
コ
ー
ス
で
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
八
時
か
ら
午

ス
で
、
い
ず
れ
も
月
曜
日
か

［
ロ
コ
ス
で
午
前
八
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
三
五
日
間
課
程
の
陶
器
コ
ー

ス
と
一
五
日
間
課
程
の
藤
工
芸
コ
ー
ス
が
あ

る
。
マ
ニ
ラ
四
区
セ
ン
タ
ー
の
九
五
年
修
了

者
の
就
職
状
況
を
み
る
と
、
八
○
パ
ー
セ
ン

ト
が
何
ら
か
の
職
に
つ
い
て
い
る
。
内
訳

は
、
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
般
企
業
に
就

職
、
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
家
内
企
業
（
内

職
）
、
’
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
ト
レ
ー
ナ
ー
と

そ
の
他
で
あ
る
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
ミ
シ
ン
購
入
、

ジ
ャ
ム
や
ハ
ム
の
製
造
機
械
購
入
の
た
め
の

資
金
貸
出
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ロ
ー

ン
回
収
率
は
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
受
講
者
の
将
来
の
進
路
は
、
内

職
を
希
望
す
る
者
が
み
う
け
ら
れ
る
が
、
中

に
は
自
分
で
小
規
模
の
裁
縫
工
場
を
経
営
す

る
計
画
を
持
つ
女
性
も
い
る
。
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国
立
博
物
館
見
学
の
後
、
Ｎ
・
Ａ
・
ゴ
ン

ザ
レ
ス
上
院
議
長
を
表
敬
。
日
本
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
経
済
、
と
り
わ
け
、
経
済
発
展
と
失

業
率
に
つ
い
て
懇
談
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
に

「
人
手
が
余
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
で

一
雇
っ
て
下
ざ

－
０
■
■

鯵
ゴ
ン
ザ
レ
ス
上
院
議
長
を
表
敬
ｌ
・
ｉ
１
Ｉ
ｉ
１
－

。－
Ｖ
」

正面の右側がゴンザレス上院譲貝。

表敬の模様一。

フ
ィ
リ
ピ
ン
輸
出
加
工
区
は
、
一
九
八
七

年
七
月
ア
キ
ノ
政
権
下
に
お
い
て
、
外
国
投

資
の
優
遇
措
置
の
一
環
に
よ
り
す
す
め
ら
れ

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
投
資
に
対
す
る
好
条

件
と
し
て
次
の
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
ま

ず
、
基
礎
的
経
済
改
革
が
進
ん
で
い
る
、
政

治
的
安
定
が
あ
る
、
治
安
の
維
持
と
り
わ
け

輸
出
加
工
区
内
、
市
場
の
成
長
が
あ
る
、
豊

一
鍵
フ
ィ
リ
ピ
ン
輸
出
加
工
区
庁

－
１
１
１
１
２
月
旧
日
㈱
午
前
訪
問

な
い
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
失
業
率
に

あ
る
と
い
う
問
題
提
起
に
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
上

院
議
長
は
日
本
の
失
業
率
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

比
べ
ま
だ
低
い
と
の
コ
メ
ン
ト
。
早
川
勝
議

員
は
じ
め
一
行
は
、
上
院
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
場

に
参
加
し
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
上
院
議
長
よ
り
日

本
か
ら
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。

と
０

￣￣

富
な
人
的
資
源
な
ど
で
あ
る
。
基
礎
的
経
済

改
革
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る

民
営
化
、
土
地
の
リ
ー
ス
を
五
○
年
と
し
、

さ
ら
に
二
五
年
の
延
長
も
認
め
る
な
ど
で
あ

る
。
豊
富
な
人
的
資
源
に
関
し
て
は
、
年
間

八
○
～
九
○
万
人
の
新
規
労
働
者
が
お
り
、

そ
の
多
く
は
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
高

い
教
育
水
準
で
、
質
は
高
く
労
賃
が
安
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

輸
出
加
工
区
は
、
全
国
三
九
州
で
一
○
○

以
上
の
地
域
で
活
動
し
て
お
り
、
特
に
重
点

地
区
と
し
て
ル
ソ
ン
島
で
は
、
バ
ギ
オ
、
パ

タ
ー
ン
、
カ
ビ
テ
の
三
地
区
と
マ
ク
タ
ン
の

四
カ
所
が
あ
る
。
そ
の
他
に
、
民
営
工
業
エ

ス
テ
ー
ト
と
し
て
、
ラ
グ
ナ
・
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

な
ど
ル
ソ
ン
島
を
中
心
に
九
カ
所
が
あ
る
。

海
外
か
ら
の
輸
出
向
進
出
企
業
に
対
し
、

次
の
よ
う
な
優
遇
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
Ｈ

｜
定
の
所
得
免
税
期
間
を
も
つ
、
口
輪
人
資

本
財
、
ス
ペ
ァ
パ
ー
ッ
及
び
そ
の
他
の
資
材

の
関
税
と
税
金
の
免
除
、
曰
所
得
免
税
期
間

終
了
後
、
国
税
及
び
地
方
税
を
免
除
し
、
特

別
税
と
し
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
課
税
す
る
、

四
輸
入
代
理
の
保
証
、
田
港
湾
使
用
料
、
輸

出
税
及
び
手
数
料
の
免
除
、
内
国
内
産
資
本
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カ
ビ
テ
輸
出
加
工
区
は
、
マ
ニ
ラ
市
南
部

に
あ
り
、
車
で
一
時
間
程
に
あ
る
。
同
加
工

区
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
輸
出
加
工
区
庁
の
傘
下
で

運
営
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。
同
区
で
は
現
在

一
七
八
社
の
企
業
が
参
加
し
て
い
る
が
、
実

際
に
稼
働
し
て
い
る
企
業
は
一
四
○
社
で
あ

る
。
国
別
で
は
、
日
本
が
七
二
社
、
韓
国
企

業
五
○
社
、
台
湾
企
業
一
七
社
で
そ
の
他
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ョ
１
ロ
ッ
パ

の
企
業
で
あ
る
。
同
区
内
で
働
く
人
々
は
、

財
の
税
の
保
証
、
㈹
食
用
家
畜
及
び
遺
伝
子

関
連
素
材
の
輸
入
税
の
免
除
、
ｗ
国
内
産
食

用
家
畜
及
び
遺
伝
子
関
連
素
材
の
税
の
保

証
、
伽
労
働
者
及
び
管
理
者
の
研
修
費
用
の

追
加
控
除
、
㈹
外
国
人
投
資
家
及
び
そ
の
家

族
の
永
住
権
を
与
え
る
、
口
外
国
籍
労
働
者

の
雇
用
を
認
め
る
な
ど
が
あ
る
。

輸
出
加
工
区
に
お
け
る
国
別
進
出
状
況

は
、
日
本
七
○
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
韓
国
及

活
躍
す
る
海
外
進
出
企
業

鰺
カ
ビ
テ
輸
出
加
工
ニ
ク
ラ
リ
ォ
ン
社
Ｉ
Ｉ
Ｊ

多
く
カ
ビ
テ
川
内
か
ら
採
用
さ
れ
、
一
四
、

○
○
○
人
が
働
い
て
い
る
。

カ
ビ
テ
輸
出
加
工
区
は
、
工
業
製
品
の
製

造
を
中
心
と
し
て
お
り
、
ダ
バ
オ
輸
出
加
工

区
が
ア
グ
ロ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
を
主
体
に
製

造
し
て
い
る
点
と
は
異
な
る
。

賃
金
は
、
カ
ビ
テ
州
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
Ⅲ
）
の

最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
お
り
輸
出
加
工
区

内
外
の
格
差
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
区
内
の
日
本
企
業
の
賃
金
は
や
や
高
い
。

び
ア
メ
リ
カ
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
ア
メ
リ
カ
の

進
出
に
伸
び
が
み
ら
れ
な
い
。
日
本
の
投
資

額
は
、
九
五
年
全
体
の
三
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
が
、
九
六
年
に
は
七
○
パ
ー
セ
ン
ト

と
大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
。

進
出
企
業
の
業
種
を
み
る
と
、
農
業
生
産

物
の
加
工
が
多
く
、
ア
グ
ロ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
志
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

２
月
旧
日
附
午
後
訪
問

Ｌ－－－－－－

今
回
一
行
は
、
日
本
企
業
の
ク
ラ
リ
オ
ン

社
を
訪
問
し
た
。
同
社
は
、
カ
ー
ス
テ
レ

オ
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
を
生
産
し
、
世
界
一
～
二

位
の
生
産
量
を
あ
げ
て
い
る
。
海
外
へ
の
進

出
の
歴
史
は
古
く
、
欧
米
を
は
じ
め
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
八
カ
国
一
四
カ
所
に
工
場

を
持
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
ビ
テ
輸

出
加
工
区
に
は
、
’
九
八
九
年
に
進
出
し
九

○
年
九
月
か
ら
生
産
を
始
め
た
。
同
社
は
、

’
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
日
本
ク
ラ
リ
オ
ン
社
の

出
資
で
資
本
金
四
億
三
、
二
○
○
ペ
ソ
、
従

業
員
一
二
○
○
名
で
あ
る
。
製
造
部
門
の

面
積
は
七
、
二
五
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

社
員
食
堂
は
一
、
二
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
就
業
形
態
は
、
昼
夜
二
交
代
制
。

こ
こ
で
生
産
さ
れ
た
カ
ー
ス
テ
レ
オ
な
ど

は
、
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
日
本
向
け
で

あ
る
。
同
社
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
進
出
し
た
理

由
は
、
日
本
向
け
輸
出
の
た
め
の
条
件
と
し

て
日
本
に
近
い
こ
と
、
英
語
圏
で
言
葉
の
問

題
が
少
な
い
こ
と
と
労
働
者
の
教
育
水
準
が

高
い
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
。

工
場
で
は
一
部
機
械
化
を
し
て
い
る
が
、

カ
ー
ス
テ
レ
オ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
製
品
検
査

は
、
振
動
と
温
度
、
つ
ま
り
炎
熱
の
地
で
も

“



フィリピンの人ロ・開発事情を視察する

クラリオン社にて記念搬影

酷
寒
の
地
で
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
よ
う
厳
し

い
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。
ラ
イ
ン
の
多
く
は
女
性
労
働
者
に
よ
り

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
機
械
化

す
る
こ
と
よ
り
労
働
力
に
た
よ
る
理
由
は
機

械
の
導
入
費
よ
り
人
件
費
の
ほ
う
が
ま
だ
安

い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
大
卒

事
務
職
の
最
低
賃
金
は
マ
ニ
ラ
で
一
六
一
ペ

ソ
ニ
ハ
○
○
円
）
、
カ
ビ
テ
で
一
四
十
ペ
ソ
（
五

四
十
ペ
ソ
（
五

六
○
円
）
で

今
年
中
に
賃

金
の
引
き
上

げ
が
あ
っ
て

も
一
一
～
三

パ
ー
セ
ン
ト

に
と
ど
ま
る

と
見
込
ま
れ

て
い
る
。

入
社
試
験

は
、
二
回
に

わ
た
る
英
語

と
面
接
試
験

の
ほ
か
身
体

検
査
に
よ
り

採
用
を
決
め

日
本
政
府
は
、
技
術
協
力
の
一
環
と
し
て

一
九
七
四
年
七
月
か
ら
八
九
年
三
月
ま
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
家
族
計
画
協
力
を
行
っ
た
。

同
協
力
は
、
同
国
の
モ
デ
ル
地
区
（
当
初
二

一
地
区
、
後
に
一
一
地
区
に
拡
大
）
に
お
い

て
母
乳
利
用
率
の
増
加
、
避
妊
具
利
用
率
の

増
加
、
妊
婦
死
亡
率
の
減
少
等
の
具
体
的
な

成
果
が
得
ら
れ
た
。

一
九
九
二
年
四
月
一
日
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
府
の
要
請
に
よ
り
、
家
族
計
画
・
母
子
保

健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
事
業
と
し
て
開
始
し

た
。
協
力
の
内
容
は
、
Ｈ
家
族
計
画
・
母
子

保
健
サ
ー
ビ
ス
推
進
に
携
わ
る
人
材
に
対
す

る
広
報
教
育
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
、
口
人
口
情
報
管
理

・
母
子
保
健
に
係
る
人
材
育
成
の
た
め
の
技

術
指
導
、
曰
家
族
計
画
・
母
子
保
健
に
係

鰯
家
族
計
画
・
田
子
保
健
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

頭
が
下
が
る
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

２
月
旧
日
㈱

る
。
ま
た
、
退
職
率
を
み
る
と
年
に
一
パ
ー

セ
ン
ト
と
極
め
て
低
い
。
こ
れ
は
、
日
本
企

業
の
賃
金
が
高
い
こ
と
も
あ
る
が
社
員
食
堂

る
、
地
域
住
民
活
動
・
啓
蒙
活
動
へ
の
支

援
、
四
同
分
野
の
協
力
に
必
要
な
機
材
の
供

与
で
あ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
側
協
力
機
関

と
し
て
、
厚
生
省
、
国
立
公
衆
衛
生
院
、
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
他
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
実
施
機
関
は
、
保
健
省
、
人
口
委
員
会
、

タ
ラ
ッ
ク
州
政
府
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ

ト
は
マ
ニ
ラ
市
と
ク
ラ
ッ
ク
州
で
あ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
は
、
日
本

の
母
子
健
康
手
帳
を
基
に
タ
ガ
ロ
グ
語
版
母

子
保
健
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
タ
ラ
ッ

ク
州
で
母
親
学
級
等
で
活
用
し
て
い
る
。

一
行
は
、
ク
ラ
ッ
ク
州
保
健
部
を
訪
問
。

キ
ソ
ン
保
健
部
長
よ
り
同
州
の
家
族
計
画
・

母
子
保
健
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
一

の
完
備
な
ど
社
員
へ
の
福
利
厚
生
が
整
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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〔写真・上〕全国で一番若い保健部長キソン博士（左）

からターラック州の保健医療の鋭明を受ける。州保健
部長室にて

〔写真・中〕所長で保健婦、助産婦のベッツさん（中央)。

ボランティアの協力で昼夜兼行で地区の保健活動を行
っている。

一夕一ラック州地区レベルのヘルス・ユニットにて－

力
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
米
国
国
際

開
発
局
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
ｌ
Ｄ
）
の
資
金
で
賄
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管

理
費
に
運
営
上
の
問
題
が
み
ら
れ
る
。

九
九
五
年
十
二
月
に
日
本
政
府
の
協
力
で
建

設
さ
れ
た
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。

こ
こ
で
の
問
題
点
は
、
日
本
政
府
か
ら
専

門
家
の
協
力
を
受
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
る
も
の
の
、
現
場
で
指
導
に
あ
た
る

保
健
婦
の
給
与
の
支
払
い
が
遅
延
す
る
、
個

別
訪
問
の
た
め
の
交
通
費
が
日
本
政
府
の
協

一
行
は
、
タ
ラ
ッ
ク
市
内
の
ル
ー
ラ
ル
。

ヘ
ル
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
Ｎ
０
．
２
（
農
村
地
域

診
療
所
）
を
訪
問
。
所
長
の
シ
ソ
ン
博
士
よ

り
説
明
を
受
け
る
。
同
所
は
傘
下
の
七
ヘ
ル

ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
二
四
の
パ
ラ
ン
ガ
イ

（
地
区
）
、
人
口
六
八
二
○
九
人
を
所
管
し

て
い
る
。

同
所
の
活
動
状
況
を
み
る
と
、
ま
ず
職
員

の
構
成
は
医
師
一
名
、
保
健
婦
四
名
、
助
産

婦
六
名
、
そ
の
他
事
務
員
等
六
名
計
一
七
名

で
、
所
管
内
に
お
け
る
予
防
接
種
件
数
は
児〔写真・下〕ベッツ所長とボランティアの皆さんと

－ターラック州地区レベルのヘルス・ユニットにて－

童
に
一
五
六
、
母
親
に
一
五
二
、
妊
婦
指
導

件
数
は
一
五
六
家
族
計
画
指
導
で
は
九
五
年

一
月
の
実
績
を
み
る
と
実
行
者
（
避
妊
）
は
、

ピ
ル
五
○
名
、
ｌ
Ｕ
Ｄ
二
五
名
、
コ
ン
ド
ー

ム
六
名
で
あ
る
。

所
管
内
の
母
子
保
健
対
策
を
み
る
と
、
一

月
の
実
績
で
は
新
生
児
死
亡
ゼ
ロ
、
妊
産
婦

死
亡
、
乳
児
死
亡
も
ゼ
ロ
で
極
め
て
高
い
実

績
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
死
因
別
を
み
る

と
、
一
位
心
疾
患
、
二
位
悪
性
新
生
物
（
ガ

ン
）
、
三
位
結
核
、
四
位
腎
臓
病
、
そ
の
他

で
あ
る
。
次
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
Ｎ
０
．
２
下
の

バ
ラ
ン
ガ
イ
（
地
区
）
レ
ベ
ル
の
バ
ウ
バ
ゴ
・

プ
リ
メ
ロ
・
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪

問
。
同
所
で
は
、
保
健
婦
兼
助
産
婦
の
所
長

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
保
健
医
療
活
動

を
進
め
て
い
る
。
活
動
内
容
は
、
妊
産
婦
へ

の
母
子
保
健
・
家
族
計
画
の
指
導
と
り
わ

け
、
家
族
計
画
（
避
妊
）
実
行
者
へ
の
器
具
の

配
付
、
母
子
の
栄
養
指
導
、
ケ
ガ
の
治
療
な

ど
早
朝
か
ら
深
夜
に
及
ぶ
献
身
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
た
。

（
遠
藤
正
昭
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
参
事
・

業
務
班
長
記
）
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お
よ
び
人
口
に
関
す
る
マ
ニ
ラ
決
議
（
マ
ニ

ラ
決
議
）
」
を
橋
本
首
相
に
提
出
し
た
。
こ
の

決
議
文
は
梶
山
静
六
・
内
閣
官
房
長
官
・
女

性
問
題
担
当
大
臣
に
も
手
渡
さ
れ
た
。
（
決

議
文
は
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
本
文
参
照
）
。

本
年
二
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
マ
ニ
ラ
で
開

か
れ
た
「
第
十
二
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
（
マ
ニ
ラ
会

議
）
」
に
参
加
し
た
桜
井
新
衆
議
院
議
員
（
自

民
）
ら
の
国
会
議
員
が
「
女
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー橋本首相に「マニラ決議」を手渡す

南野知恵子参議院議員

マ
ニ
ラ
会
議
で
文
書
委
員
会
議
長
を
務
め

た
南
野
知
惠
子
参
議
院
議
員
が
マ
ニ
ラ
決
議

を
手
渡
し
、
説
明
し
た
が
橋
本
首
相
は
、
こ

の
問
題
の
重
要
性
を
首
相
自
身
が
強
く
認
識

し
て
お
り
、
こ
の
活
動
を
現
実
の
レ
ベ
ル
に

広
げ
る
た
め
の
活
動
を
い
か
に
行
う
か
が
重

要
だ
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
元
農
水
大
臣
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
初
代
議
長
で
あ
り
財
団
法
人
ア

ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
前
理
事
長
だ
っ
た
、

故
佐
藤
隆
衆
議
院
議
員
と
共
に
人
口
と
開
発

に
関
す
る
活
動
を
行
っ
た
思
い
出
話
を
語
っ

た
。
首
相
自
身
、
登
山
家
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

を
し
ば
し
ば
訪
問
し
、
ネ
パ
ー
ル
の
乳
児
死

亡
率
低
減
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
っ
た
経
験
か
ら
、
乳
児
死
亡
率
を
下
げ
る

た
め
に
は
、
教
育
、
特
に
母
親
の
教
育
を
行

う
こ
と
が
重
要
な
鍵
と
な
る
と
指
摘
し
た
。

日
本
の
援
助
政
策
も
、
現
地
の
情
報
を
十
分

調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
生
か
す
こ
と

が
重
要
だ
。
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
の
制
約
要

因
と
な
る
の
は
、
増
え
続
け
る
巨
大
な
人
口

で
あ
り
、
そ
の
結
果
生
じ
る
食
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
逼
迫
と
環
境
破
壊
で
あ
る
と
い
う
認

識
か
ら
、
昨
年
十
一
月
大
阪
で
開
か
れ
た
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
議
題
と
し
て
日
本
が
「
人
口
・
食

料
・
環
境
」
問
題
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
触

れ
、
こ
の
問
題
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

こ
の
政
府
間
協
議
の
議
題
と
し
て
の
「
人

口
・
食
料
・
環
境
」
問
題
に
関
連
し
て
、
東

祥
三
衆
議
院
議
員
が
、
日
米
の
コ
モ
ン
ア

ジ
ェ
ン
ダ
（
共
通
議
題
）
と
し
て
の
「
人
口
・

環
境
・
食
料
」
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
こ

の
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
が
積
極
的
で
は

な
い
の
で
、
四
月
の
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
来
日
の
際
に
、
「
人
口
・
食
料
・

環
境
」
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
協
議
し
て

ほ
し
い
と
要
請
し
た
。

ま
た
、
南
野
議
員
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
医
療

・
保
健
の
現
況
を
説
明
し
、
日
本
の
協
力
を

要
請
し
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
も
、
口

添
え
を
し
た
が
、
首
相
は
草
の
根
協
力
を
中

心
と
し
た
ヘ
ル
ス
・
ポ
ス
ト
及
び
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
有
効
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
を
述
べ

た
。首
相
は
、
「
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
の

問
題
は
、
人
類
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
自
分
自
身
も
深
く
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

い
つ
で
も
話
に
来
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

6７



三
月
四
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
千
代
田
区

九
段
に
あ
る
日
本
大
学
本
部
で
第
一
七
回
日

本
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
十
一
世
紀

人
類
生
存
へ
の
道
１
口
甸
固
レ
ョ
ロ
弓
出
国

因
鈩
罰
弓
四
』
ｚ
弓
函
固
些
、
ヨ
○
国
ｚ
弓
Ｃ
ｍ

Ｋ
ｌ
」
が
開
か
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
人
文
・
社
会
・

自
然
科
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る
学
部

を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
の
特
色
を
生
か

し
、
現
在
人
類
が
直
面
す
る
「
環
境
汚
染
・

破
壊
、
人
口
爆
発
、
地
域
紛
争
」
な
ど
の
問

題
を
克
服
し
、
自
然
と
の
共
生
を
図
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
「
生
き
る
こ
と
の
価

値
」
を
検
討
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。〈
７
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
の
四

つ
の
基
調
講
演
と
「
地
球
型
社
会
の
形
成
を

目
指
し
て
ｌ
人
間
・
科
学
・
環
境
そ
し
て
食

料
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
「
変
動
す
る
現
代
家
族
の
国
際
比

較
研
究
」
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
労
働
力
移
動
の

動
態
三
地
球
環
境
と
人
類
の
生
存
ミ
ア
ジ
ァ

の
農
業
・
食
料
資
源
を
考
え
る
」
の
四
つ
の

部
会
に
分
か
れ
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。

本
協
会
か
ら
は
黒
田
俊
夫
理
事
が
日
本
大

学
総
合
科
学
研
究
所
研
究
員
・
組
織
委
員
会

委
員
と
し
て
企
画
全
体
に
関
わ
り
、
広
瀬
次

雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
参
加
し
た
。

本
会
議
の
基
調
は
、
そ
の
目
的
に
も
あ
る

よ
う
に
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
人
類
の
生
存

を
い
か
に
し
た
ら
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

か
、
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
も
っ
と

も
大
き
な
要
素
と
な
る
の
は
、
Ｈ
人
口
の
爆

発
、
□
そ
れ
を
支
え
る
食
料
生
産
が
可
能
で

あ
る
の
か
、
曰
地
球
環
境
が
一
体
ど
こ
ま
で

耐
え
ら
れ
る
の
か
、
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
を
通
し
て
強
く

感
じ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
世
界
観
そ
の
も
の

の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
基
本
的
に

人
口
の
増
大
と
交
通
・
通
信
手
段
の
拡
大
に

よ
っ
て
地
球
が
狭
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
。
広
大
な
地
球
に
少
な
い

人
口
が
居
住
し
て
い
た
中
で
は
地
球
は
無
限

な
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
活
動
は
そ
の
限
界

と
い
う
も
の
を
考
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
。

基
調
講
演
者
の
一
人
で
あ
る
石
井
威
望
・

慶
應
大
学
教
授
が
、
現
代
を
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

と
の
対
比
で
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
が
そ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
村

共
同
体
の
世
界
観
の
中
で
完
結
し
て
い
た

“



､２１世紀人類生存への道一日大でシンポジウム開く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が
「
外
部
」
に
目
覚
め
、
外

へ
外
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
「
近
代
」
の
始
ま

り
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
代
の
変
化
は
そ

の
「
外
部
」
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
変
化

で
あ
る
。
宇
宙
と
い
う
「
外
部
」
を
意
識
し
た

と
し
て
も
、
ま
た
意
識
す
る
こ
と
で
な
お
さ

ら
、
私
達
の
小
さ
な
地
球
を
閉
じ
た
系
と
し

て
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
変
化
で
あ

る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
始
ま
る
こ
の
拡
大
は
無

限
の
「
外
部
」
を
前
提
と
し
、
そ
こ
か
ら
い
か

に
「
富
」
を
得
て
く
る
か
と
い
う
原
理
に
支
配

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
こ
と

は
、
近
代
経
済
学
が
、
環
境
を
経
済
外
的
要

因
と
し
て
扱
い
、
そ
こ
に
組
み
入
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
現
代
の
社
会
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
「
富
」
は
環
境
に
負
荷
を
与

え
、
そ
の
負
荷
を
コ
ス
ト
と
し
て
認
識
し
な

い
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
代
は
、
地
球
が
狭
く
な
っ
た
こ
と
の
結

果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
考
え
な
く
て
も
よ

か
っ
た
、
ま
た
征
服
す
る
対
象
で
あ
っ
た

「
外
部
」
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
時
代
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
強
く
感
じ
た
。

Ｈ
「
人
ロ
爆
発
と
地
球
環
境
－
ナ
フ
ィ
ス

・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
ロ
基
金
事
務
局
長
」

ま
ず
、
近
年
、
人
間
の
未
来
を
決
め
る
国

連
主
催
の
政
府
間
会
議
が
相
次
い
だ
こ
と
。

過
去
二
○
年
間
で
世
界
人
口
は
三
九
億
人
か

ら
五
八
億
人
へ
と
四
九
％
増
加
し
た
。
現
在

人
口
増
加
率
こ
そ
一
・
五
％
へ
と
減
速
し
た

も
の
の
人
口
増
加
の
絶
対
数
は
か
っ
て
な
い

規
模
で
増
加
し
続
け
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
途

上
国
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

国
連
の
推
計
に
よ
れ
ば
二
○
一
五
年
人
口

は
高
位
推
計
と
低
位
推
計
の
間
で
七
億
人
の

開
会
式
は
、
瀬
在
良
男
・
日
本
大
学
総
長

に
よ
る
開
会
挨
拶
。
講
演
団
体
代
表
と
し
て

ヘ
イ
ト
ー
ル
・
グ
ル
グ
リ
ー
ノ
・
デ
サ
ウ
ザ

国
連
大
学
学
長
、
ケ
ン
ジ
・
ス
ミ
ダ
米
国
東

西
セ
ン
タ
１
総
裁
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
こ
の
会
議
を
主
催
し
た
瀬
在
幸
安
・
日

本
大
学
総
合
科
学
研
究
所
長
に
よ
っ
て
日
本

大
学
の
歴
史
と
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
設
立
の

経
緯
、
目
的
に
つ
い
て
基
調
報
告
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
こ
の
基
調
報
告
に
続
い
て
四

つ
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
要
旨
は

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

口
石
井
威
望
・
慶
願
大
学
教
授

現
代
が
大
き
な
転
換
点
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
科
学
技
術
と
の
対
比
で
講
演
し
た
。

そ
の
大
き
な
変
化
と
は
、
近
代
的
科
学
技

差
が
あ
り
、
二
○
二
五
年
に
そ
の
差
は
一
一
○

億
人
に
拡
大
し
、
二
○
五
○
年
に
は
四
○
億

人
に
ま
で
広
が
る
と
強
調
。
現
在
の
人
口
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
差
が
生

じ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

食
料
の
増
産
予
測
な
ど
の
数
字
を
引
用

し
、
人
口
の
将
来
推
計
に
お
い
て
、
ど
う
し

て
も
低
位
推
計
を
実
現
す
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
を
力
説
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て

は
、
過
剰
消
費
を
続
け
る
先
進
国
の
生
活
様

式
を
変
え
、
途
上
国
の
人
口
爆
発
を
抑
制
す

る
し
か
方
法
が
な
い
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は

「
国
連
環
境
開
発
会
議
」
、
「
国
際
人
口
開
発

会
議
」
、
「
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
「
第
四

回
世
界
女
性
会
議
」
及
び
「
ハ
ビ
タ
ッ
ト
Ⅱ
」

な
ど
こ
こ
数
年
来
集
中
的
に
開
催
さ
れ
た
国

連
主
催
の
政
府
間
会
議
で
示
さ
れ
た
行
動
計

画
・
綱
領
な
ど
を
十
分
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
資
金
を

十
分
に
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

6１



術
の
変
貌
と
し
て
“

一
、
情
報
関
連
分
野
に
お
け
る
驚
異
的

発
展

二
、
宇
宙
空
間
へ
の
活
動
範
囲
の
拡
大

三
、
分
子
生
物
学
を
含
む
物
質
の
超
微

細
構
造
へ
の
挑
戦
な
ど

の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
急
激
な
変
化
に

よ
っ
て
近
代
的
科
学
技
術
が
変
貌
し
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
の
類
似

性
に
つ
い
て
触
れ
、
社
会
に
対
す
る
強
い
影

響
力
を
持
つ
共
通
性
と
し
て
、
Ｈ
メ
デ
ィ
ア

の
拡
大
、
と
口
外
的
世
界
の
認
知
と
い
う
二

点
を
挙
げ
た
。

Ｈ
メ
デ
ィ
ア
の
拡
大
と
し
て
は
、

印
刷
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
を
見
た

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
電
子
的
な
情
報
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
爆
発
的
に
拡

大
し
つ
つ
あ
る
現
代
と
類
似
性
を
指
摘
。

ロ
外
的
世
界
の
認
知
に
関
し
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
目
が
大
航
海
な
ど
を
通

じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
に
向
き
は
じ
め
た

点
も
、
人
類
が
宇
宙
に
目
を
向
け
始
め
た

現
代
と
類
似
性
が
あ
る
、
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
デ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
近

代
的
数
学
に
よ
る
明
噺
な
宇
宙
観
「
デ
力

曰
毛
利
衛
・
宇
宙
開
発
事
業
団
筑
波
宇
宙

セ
ン
タ
ー
有
人
宇
宙
活
動
推
進
室
長

毛
利
衛
氏
は
日
本
人
と
し
て
最
初
に
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に
搭
乗
し
た
人
間
と
し

て
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
に
つ
い
て
「
生
命

と
宇
宙
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の

中
で
、
地
球
が
人
類
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
強
調
。
宇
宙
か
ら
見
れ
ば
地
球
に
国

境
は
な
い
と
言
っ
た
が
、
各
国
の
開
発
政
策

の
違
い
に
よ
っ
て
自
然
環
境
が
作
り
替
え
ら

れ
宇
宙
か
ら
国
境
が
は
っ
き
り
わ
か
る
事
例

を
紹
介
。
人
間
は
農
業
を
始
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
然
を
変
化
さ
せ
、
さ
ら
に
現
代
の
科

学
技
術
も
人
間
の
側
か
ら
自
然
を
変
え
続
け
て

い
る
営
み
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

四
大
賀
圭
治
・
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ

ン
タ
ー
海
外
情
報
部
長

大
賀
氏
は
、
農
業
予
測
に
携
わ
っ
て
き
た

ル
ト
的
宇
宙
観
」
で
は
と
ら
え
ら
れ
な

い
、
あ
い
ま
い
さ
を
分
析
す
る
マ
ン
デ
ル

ブ
ロ
ー
の
「
フ
ラ
ク
タ
ル
幾
何
学
」
が
新
た

な
科
学
的
宇
宙
観
を
示
し
始
め
て
い
る
と

指
摘
し
た
。

経
験
か
ら
現
在
の
食
料
推
計
に
つ
い
て
、
経

済
の
地
球
規
模
化
の
流
れ
か
ら
市
場
経
済
市

場
主
義
に
対
す
る
疑
念
を
表
明
し
た
。
農
業

技
術
の
進
歩
が
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
と

い
う
根
拠
の
な
い
楽
観
主
義
に
対
し
て
懸
念

を
表
明
し
た
。

こ
の
観
点
か
ら
、
食
料
予
測
が
一
○
～
二

○
年
の
短
期
予
測
で
は
余
剰
も
含
め
た
楽
観

論
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
○
年
以
上
の
長
期

予
測
で
は
悲
観
論
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

述
べ
、
短
期
の
予
測
だ
け
に
基
づ
い
た
国
際

的
な
ル
ー
ル
作
り
が
人
類
に
禍
根
を
残
す
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
後
「
地
球
型
社
会
の
形
成

を
目
指
し
て
－
人
間
・
科
学
・
環

境
そ
し
て
食
料
」
と
題
し
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

7，



､２１世紀人類生存への道一日大でシンポジウム開く

こ
の
パ
、
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ま
ず
、
黒
田
座
長
が
一
九
六
○
年
代
の
後
半

に
地
球
船
宇
宙
号
の
考
え
方
が
国
連
経
済
社

会
理
事
会
で
提
出
さ
れ
、
地
球
は
一
つ
し
か

な
い
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
て
き
た
。
一
九

八
七
年
に
日
本
大
学
で
地
球
型
社
会
研
究
が

開
始
さ
れ
た
。
こ
の
目
的
は
、
異
な
っ
た
学

問
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
手
法
で
同
じ
目
的
の

た
め
に
研
究
を
行
っ
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
た
、
と
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
各
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
、
人
口
の
爆
発
が
環
境
に
与
え
る
影

・
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
１
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
。

<座長〉

Ｌｅｅ－ｊｔｚｙＣ/ｔｏ

米国東西センター

黒田俊夫

日本大学総合科学研究所

所員／日本大学人口研究

所名誉所長

<パネリスト〉

地
球
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て

ｌ
人
間
・
科
学
・
環
境
そ
し
て
食
料
Ｉ

ＧｅｍＪｄ Ｍ、Mejre

スタンフォード大学教授

ＧａｙＩＤ、jVbss

ミシガン大学教授

坂本百大

日本大学教授

ＫＩｒｂＲ・Ｓｍｉｔｈ

カリフォルニア大学バー

クレー校教授

都留信也

日本大学教授

Liz九○几ｇＹｕ

中国華東師範大学教授

黒
田
俊
夫
・
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉

所
長
が
家
族
の
変
動
を
考
え
る
上
で
人
口
動

態
の
変
化
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
日
・
米
・
韓
三
か
国
調
査
の
結

果
に
基
づ
き
、
他
の
発
表
者
か
ら
発
表
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
伝
統
的
規
範
の
変

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
が
都
市
人
口

で響
、、

人
口
密
度
が
高
く
な
っ
て
き
た
社
会

果
た
し
て
西
欧
型
の
「
権
利
」
概
念
が
ど

の
急
増
や
、
ス
ラ
ム
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、

い
わ
ゆ
る
都
市
問
題
と
家
族
問
題
を
作
り
出

し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
多
世
帯
が
同
居
す
る
拡
大
家
族
に

お
い
て
は
経
済
活
動
年
齢
に
あ
る
構
成
員
が

徐
々
に
世
代
を
移
行
し
て
い
く
た
め
に
結
果

と
し
て
、
所
得
と
支
出
の
安
定
化
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
核
家
族

こ
ま
で
使
え
る
の
か
と
い
う
疑
問
、
さ
ら

に
、
遺
伝
子
治
療
が
人
類
を
変
え
る
可
能
性

に
つ
い
て
論
及
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

田
の
①
ｌ
」
Ｐ
宮
○
房
・
座
長
が
「
易
」
の
思
想
を

引
用
し
て
、
地
球
規
模
で
の
相
互
依
存
と
共

に
地
域
レ
ベ
ル
で
の
依
存
が
起
こ
る
。
地
球

規
模
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
建
す
る
努
力

が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
地
域
で
も
、
各
国
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
建
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
中
で
、
個
の
抑
圧
で
は
な
く
、
個

も
全
体
も
調
和
の
と
れ
た
地
球
型
社
会
を
作

る
努
力
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
ま
と
め

た
。

7Ｊ

､Ｉ
「
変
動
す
る
現
代
家
族
の
国
際
比
較
研
究
」
の
部
会



Ｈ
ベ
ト
ナ
ム
カ
ン
ト
ー
大
学
副
学
長
・

く
。
「
○
コ
・
×
５
コ
博
士
に
よ
る
「
ポ
ス

ト
グ
リ
ー
ン
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
食
料

生
産
」

今
後
の
食
料
供
給
は
、
二
○
二
○
年
ま
で

は
種
子
の
管
理
、
肥
料
、
水
の
管
理
及
び
農

民
の
教
育
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
と
ら
れ
た
方
法
を
完
全
な
形
で
実

施
す
る
こ
と
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
の
人
間
資
源
開
発
が
最
重
要
課
題

で
あ
る
。

ロ
日
本
大
学
教
授
。
陳
仁
端
「
「
・
ェ
．
六
三
①

著
麺
東
亜
四
千
年
の
農
民
」
を
め
ぐ
っ
て

陳
仁
端
教
授
は
一
九
二
年
に
発
行
さ
れ

日
本
大
学
農
獣
医
学
部
国
際
地
域
研
究
所

一
○
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て

開
か
れ
、
四
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
者

と
演
題
、
要
約
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

化
に
伴
っ
て
、
所
得
と
支
出
の
変
動
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
た
。
ま
た
、
清
水

ロ
宮
崎
公
立
大
学
教
授
・
内
嶋
善
兵
衛

「
環
境
劣
化
・
異
常
気
象
と
農
業
」

内
嶋
善
兵
衛
教
授
は
気
象
学
の
立
場
か

ら
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
地
球
全
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
言
及
。
農
業
が
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
固
定
化
す
る
営
み
で
あ
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
人
口
が
恐
ら
く
一
○
○

億
人
程
度
で
限
界
に
く
る
こ
と
、
し
か
も
一

○
○
億
人
と
い
う
人
口
は
瞬
間
的
に
し
か
維

持
で
き
な
い
と
予
測
を
発
表
し
た
。
し
か

も
、
増
加
す
る
人
口
は
、
単
に
環
境
を
破
壊

す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
生
物
種
を
圧
迫

し
、
生
物
多
様
性
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
と

指
摘
し
た
。

た
、
同
著
の
中
に
日
本
・
中
国
の
農
業
が
地

力
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
な
さ
れ
、
永
続
的

な
農
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に

分
析
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
水
田
を
中

心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
農
業
が
持
続
可
能
な
農
業

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

浩
昭
・
日
本
大
学
教
授
が
家
族
の
機
能
と
し

て
の
情
緒
的
互
酬
性
を
強
調
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ま
ず
各

国
の
事
情
に
つ
い
て
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
中
国
の
専
門
家
か
ら
発
表
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中

で
国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
の
高
瀬
国
雄
・
研
究

理
事
が
、
Ⅲ
世
界
人
口
と
穀
物
生
産
、
②
持

続
的
水
田
農
業
と
ア
ジ
ア
の
発
展
（
湿
潤
地

域
）
、
③
人
間
・
生
物
・
環
境
の
共
生
シ
ス

テ
ム
、
側
貧
富
格
差
、
⑤
先
進
・
途
上
国
間

の
貧
富
格
差
に
つ
い
て
述
べ
、
人
間
生
活
と

環
境
保
全
を
両
立
さ
せ
る
構
想
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

そ
の
後
、
討
議
が
行
わ
れ
、
二
○
二
○
年

以
降
の
現
在
の
技
術
を
改
善
す
る
こ
と
で
食

料
増
産
に
対
応
で
き
な
く
な
る
時
代
に
つ
い

ロ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教
授
・
で
ｇ
｜

く
口
且
の
「
三
の
の
『
「
ア
ジ
ア
の
農
民
－
経

済
的
視
点
か
ら
」

勺
：
」
ご
目
旦
の
甸
三
の
①
同
教
授
は
、
台
湾

の
村
の
調
査
か
ら
制
度
的
金
融
以
外
の
「
結
」

「
講
」
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
言
及
。
村
の

共
済
組
織
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
論
及
し
た
。

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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財団事務所が移転しました

て
も
今
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
、
ま
と

め
ら
れ
た
。（
楠
本
修
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
調
査
研
究
員
）

財団法人アジア人口・開発協会は、４月

〒160東京都新宿区新宿１－５－１コリン

３階に移りました。

電話番号は03-3358－2211（大代表）

ＦＡＸは03-3358-2233です。

地下鉄丸の内線･新宿御苑前駅下車（大木戸

口）徒歩1分、新宿御苑に隣接した閑静な場所

１日から

ズ３ピル

門方面出

です。

１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｊ

－
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
ｈ
会
員
■
』
。
一
‐
一

！
ご
入
会
の
お
願
い
！
一

一
人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
股
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
一

一
い
ま
す
。
一
几
九
一
一
一
年
の
仙
界
人
口
は
八
ｈ
億
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
搬
汁
一

一
さ
れ
て
お
り
ま
す
恩
ア
ジ
ア
の
人
側
は
こ
の
急
期
す
る
世
界
人
側
の
ル
ハ
○
％
を
川
め
て
お
り
ま
す
：
一

一
人
口
の
轍
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
綴
済
問
題
に
深
刻
な
影
郷
を
及
ぼ
し
ま
す
。

一
世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
川
の
行
〃
江
人
鰄
生
存
の
カ
ギ
録
侭
『
て
い
る
’
一

一
と
い
っ
て
も
遇
（
川
で
は
あ
り
ま
せ
ん
⑪

一
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
琿
境
間
題
織
も
、
人
口
の
輔
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な
―

―
の
で
す
。
人
口
噌
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
嫌
な
一

一
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
．
一
〃
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
筑
汚
染
や
水
税
汚
濁
な
ど
多
く
の
一

一
砿
業
公
土
凹
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
蝋
境
の
懇
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
祇
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
一

一
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
燵
発
的
に
人
口
の
噌
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日
一

一
本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
か
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
二
一

一
と
か
も
た
ら
す
商
船
化
現
祭
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
柵
祉
側
の
幼
人
な
ど
．
さ
ま
ざ
ま
な
爪
人
な
一

一
社
会
・
維
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
ブ
ダ
）
は
、
、
災
及
び
川
際
機
関
の
協
力
を
御
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
打
効
に
一

一
解
決
す
る
方
輔
を
さ
ぐ
り
協
綱
す
る
た
め
Ｈ
夜
、
典
剣
に
努
刀
を
続
け
て
い
ま
す
。

一何孕、あすの人類の明るい未来と、共存のために皆さまの尊い一）協力を心からぉ一
一
願
い
い
た
し
ま
す
．

会1-1③

餌：翻

【砿ｋＨＨｌ＊fｒ

刀



中
山
正
暉
総
務
庁
長
官
は
二
十
二
日

の
閣
議
で
、
今
年
十
月
一
日
に
全
国
一

斉
に
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
を

報
告
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
わ
が
国

の
総
人
口
は
一
億
二
千
五
百
五
十
六
万

八
千
五
百
四
人
（
男
性
六
千
百
五
十
七

万
五
千
五
百
七
十
人
、
女
性
六
千
三
百

九
十
九
万
二
千
九
百
三
十
四
人
）
で
、

前
回
の
一
九
九
○
年
調
査
と
比
べ
て
百

九
十
五
万
七
千
三
百
三
十
七
人
増
え

た
。し
か
し
、
増
加
率
は
一
・
六
％
と
戦

後
最
低
だ
っ
た
前
回
（
二
・
｜
％
）
を
さ

ら
に
下
回
り
、
四
回
連
続
で
ダ
ウ
ン
。

囮
総
人
即
窪
一
窪
軍
議
Ｍ
％

に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

出
生
率
の
低
下
に
伴
う
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
の
到
来
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
日
本
の
人
口
は
パ
キ
ス
タ
ン
を
下

回
り
、
国
連
推
計
で
八
番
目
と
な
っ
た
。

速
報
値
に
よ
る
と
、
世
帯
数
は
す
べ

て
の
都
道
府
県
で
増
え
、
四
千
四
百
七

万
世
帯
。
前
回
と
比
べ
る
と
、
三
百
四

万
世
帯
、
七
・
四
％
の
増
加
と
な
っ

た
。
一
世
帯
当
た
り
の
人
数
は
二
・
八

五
人
と
な
り
、
調
査
開
始
以
来
、
初
め

て
三
人
を
割
り
込
ん
だ
。

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
都
の
八
万

三
千
人
減
を
は
じ
め
十
三
都
県
で
人
口

が
減
少
。
減
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、

神
奈
川
県
三
・
三
％
（
前
回
は
七
・
四

％
）
、
埼
玉
県
が
五
・
五
％
（
同
九
・
二

％
）
、
千
葉
県
が
四
・
四
％
（
同
七
・
九

％
）
の
増
加
率
に
そ
れ
ぞ
れ
と
ど
ま
る

な
ど
、
首
都
圏
で
の
人
口
の
伸
び
が
か

な
り
鈍
化
し
た
。

さ
ら
に
、
一
月
の
阪
神
大
震
災
の
影

響
で
、
兵
庫
県
が
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
、
前
回
調
査
と
比
べ
て
三
千
百
四
十

一
人
（
○
・
一
％
）
の
減
。
地
域
別
の
減

少
幅
で
は
神
戸
市
が
最
大
の
五
万
三
千

６
２
８
４
０
９

位
を
四
捨
五
入

下
図
表
の
格
差
は
、

小
数
点
以
下
第
三

議員１人当たり人口と格差上位、下位各５位
衆院選挙区別

人
（
三
・
六
％
）
。

こ
の
ほ
か
、
女
性
百
人
に
対
し
て
男

性
九
六
・
二
人
の
割
合
と
な
り
、
戦
争

の
影
響
が
大
き
く
表
れ
た
戦
後
の
一
時

期
を
除
く
と
、
’
九
五
五
年
以
降
で
は

男
性
の
割
合
が
最
も
少
な
い
結
果
と

な
っ
た
。

九
五
年
国
勢
調
査
（
十
月
実
施
）
人
口

の
速
報
値
の
内
容
が
二
十
二
日
公
表
さ

れ
た
が
、
国
政
選
挙
の
選
挙
区
ご
と
の

議
員
一
人
当
た
り
人
口
を
比
較
す
る

参院選挙区別

Ⅳ

＜多い選挙区＞ ＜少ない選挙区＞

選挙区名 人□ 格差 選挙区名 人口 格差

１
２
３
４
５

ｕ
６
ｍ
理
田

川
知
知
京
玉

奈神
愛
愛
東
埼

４
２
９
６
８

９
６
７
７
３

５
８
０
１
８

９
９
９
９
６

０
４
９
２
７

７
６
５
５
４

５
５
５
５
５

１
９
６
３
２

３
２
２
２
２

●
●
●
□
■

２
２
２
２
２

１
２
３
４
５

３
３
３
２
１

根
知
島
根
根

島
高
徳
島
島

０
９
２
９
４

５
１
０
８
４

１
３
８
２
０

Ｐ
ｐ
０
ｐ
０

７
１
５
０
４

４
５
５
６
６

２
２
２
２
２

０
２
４
５
７

０
０
０
０
０

の
■
の
●
□

１
１
１
１
１

＜多い選挙区＞ ＜少ない選挙区＞

選挙

区名

－人当た

りの人ロ
格差

選挙

区名

－人当た

りの人口
格差

１
２
３
４
５

京
阪
葉
道
川
海
奈

東
大
千
北
神

７
１
９
４
５

７
９
４
５
５

４
１
４
０
３

０
０
０
９
０

１
６
９
３
４

７
６
４
２
７

４
４
４
４
３

８
０
８
、
、

１
１
１
１
１

９
７
１
３
７

７
７
７
６
４

●
■
０
●
●

４
４
４
４
４

１
２
３
４
５

取
根
知
井
島

烏
島
高
福
徳

７
２
９
１
３

７
４
８
２
１

４
７
３
５
２

？
ｊ
９
？
●

７
５
８
３
６

０
８
０
１
１

３
３
４
４
４

０
５
３
４
５

０
２
３
３
３

●
■
、
●
●

１
１
１
１
１



こゅうすち､お－らむ

と
、
衆
院
小
選
挙
区
の
最
大
人
口
格
差

が
二
・
三
○
九
倍
（
神
奈
川
十
四
区
ｌ
島

根
三
区
間
）
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が

事
前
の
都
道
府
県
発
表
を
も
と
に
し
た

●
総
人
ロ
’
億
二
五
五
七
万
人
…
刺

●
地
球
の
破
局
と
持
続
の
脚
本
…
だ

●
中
国
・
食
粗
不
足
起
き
な
い
…
刀

●
製
紙
業
界
の
海
外
事
惰
…
…
…
ね

●
コ
メ
豊
作
で
食
粗
自
給
率
ｗ
…
ね

●
エ
イ
ズ
対
策
支
援
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
…
ね

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
初
活
用
…
…
卯

●
バ
ン
コ
ク
・
渋
滞
解
消
へ
…
…
即

●
中
国
の
人
口
十
三
億
人
に
…
…
別

●
イ
ン
ド
新
巨
大
市
場
の
出
現
…
別

●
食
粗
自
給
、
農
地
３
倍
必
要
…
顕

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
不
振
…
…
…
躯

●
中
国
・
如
万
胸
の
耕
地
消
滅
…
醜

●
日
本
の
技
術
で
温
暖
化
防
止
…
鯛

●
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
評
価
…
…
…
Ｍ

●
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
マ
ニ
ラ
会
磯
…
別

も化

本
社
集
計
で
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
三
百
小
選
挙
区
の
う
ち
五
十

九
選
挙
区
で
格
差
が
二
倍
超
に
達
し
て

い
た
。

衆
院
の
格
差
は
現
行
の
区
割
り
作
成

に
用
い
た
九
○
年
国
勢
調
査
人
口
で

は
、
二
・
一
三
七
倍
（
北
海
道
八
区
Ｉ
島

根
三
区
間
）
だ
っ
た
が
、
一
一
一
月
三
十
一

日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
で
二
・

二
五
六
倍
に
拡
大
、
さ
ら
に
今
回
、
差

が
広
が
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
他
県

よ
り
人
口
が
多
い
の
に
配
分
さ
れ
た
議

席
数
（
小
選
挙
区
数
）
が
少
な
い
「
逆
転

現
象
」
が
、
沖
縄
・
滋
賀
（
い
ず
れ
も
三

議
席
）
－
大
分
・
山
形
（
い
ず
れ
も
四
議

席
）
の
ほ
か
千
葉
（
十
二
議
席
）
ｌ
北
海

道
（
十
三
議
席
）
で
生
じ
て
い
た
。
今
回

の
調
査
は
衆
院
に
小
選
挙
区
比
例
代
表

並
立
制
が
導
入
さ
れ
て
初
め
て
。

衆
院
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法

は
、
小
選
挙
区
の
区
割
り
に
つ
い
て
、

最
大
人
口
格
差
「
二
倍
未
満
」
を
基
本
と

し
、
こ
れ
に
行
政
区
画
や
地
勢
を
考
慮

し
て
合
理
的
に
行
う
こ
と
を
明
記
し
て

い
る
。
区
割
り
の
改
定
は
、
原
則
と
し

て
今
回
の
簡
易
調
査
で
は
な
く
、
十
年

ご
と
の
大
規
模
国
勢
調
査
結
果
（
次
回

は
二
○
○
○
年
）
の
結
果
を
踏
ま
え
て

見
直
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回

こ
の
地
球
。
銀
河
系
の
片
隅
に
あ

る
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
恒
星
の
第
三
惑

星
で
あ
る
。

四
十
六
億
年
前
に
誕
生
。
や
が
て
海

が
で
き
、
十
億
年
ほ
ど
た
っ
て
生
命
が

発
生
す
る
。
太
陽
の
光
を
利
用
す
る
海

洋
生
物
が
酸
素
を
吐
き
出
し
、
酸
素
が

大
気
中
に
蓄
積
さ
れ
る
。
い
ま
か
ら
四

億
年
ほ
ど
前
に
オ
ゾ
ン
層
が
形
成
さ
れ

て
、
陸
に
海
に
、
多
様
な
生
物
が
栄
え

る
舞
台
が
整
っ
た
。

こ
れ
が
、
太
陽
系
の
な
か
で
た
だ
一

つ
「
生
物
圏
」
を
宿
し
た
惑
星
の
生
い
立

ち
だ
。
そ
こ
へ
最
後
に
登
場
し
た
「
人

類
」
が
、
農
業
や
工
業
の
技
術
を
身
に

着
け
て
、
は
び
こ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
大
気
の
組
成
ま
で
変

え
、
オ
ゾ
ン
層
を
壊
し
、
生
物
を
絶
滅

の
調
査
で
も
格
差
二
倍
超
の
選
挙
区
が

急
増
し
て
お
り
、
画
定
審
や
国
会
の
今

後
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

昨
年
六
月
に
改
選
数
で
「
四
増
四
減
」

の
定
数
是
正
を
行
っ
た
参
院
は
、
最
大

画窪矼
社説

多
様
な
豊
か
ざ
を
求
め
て

破
局
と
持
続
の
シ
ナ
リ
オ

に
追
い
込
む
。
｜
生
物
種
が
何
億
年
に

も
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
資
産
を
食
い

つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
る
。
二
十
世
紀
末

と
は
、
地
球
史
で
も
空
前
の
激
変
期
な

の
だ
。

生
活
が
危
機
に
直
結

産
業
技
術
の
お
か
げ
で
豊
か
に
な
っ

た
私
た
ち
の
生
活
が
、
地
球
全
体
に
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
お
せ
ち

料
理
を
み
て
も
、
材
料
の
多
く
は
海
外

に
依
存
し
て
い
る
。
エ
ビ
の
九
割
ま
で

は
輸
入
も
の
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
イ

ン
ド
の
経
済
が
潤
っ
て
い
る
半
面
で
、

そ
の
養
殖
の
た
め
に
熱
帯
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
な
ど
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

明
か
り
や
冷
暖
一
房
の
た
め
に
燃
や
す

人
口
格
差
が
四
・
七
八
六
倍
（
東
京
ｌ
鳥

取
間
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
－

三
重
間
で
「
逆
転
現
象
」
が
生
じ
た
。

（
読
売
新
聞
・

夕
刊
一
九
九
五
・
’
二
・
’
’
’
一
）
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化
石
燃
料
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
の
温

室
効
果
が
気
候
を
狂
わ
す
。
先
月
、

ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
「
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

は
、
十
九
世
紀
末
い
ら
い
の
地
球
温
暖

化
に
人
間
活
動
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
に
使
わ
れ
た
フ

ロ
ン
は
、
い
ま
全
廃
し
た
と
し
て
も
、

す
で
に
放
出
さ
れ
た
分
が
、
オ
ゾ
ン
層

を
破
壊
し
続
け
る
。

資
源
の
消
費
や
、
地
球
規
模
の
環
境

汚
染
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
「
豊

か
さ
」
を
発
展
途
上
国
も
追
い
求
め

て
、
人
口
が
百
億
に
達
し
た
ら
、
ど
う

な
る
か
。
現
在
の
延
長
線
上
に
は
、
破

局
の
シ
ナ
リ
オ
し
か
描
け
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

多
い
◆
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
↓
少
な
い
ｌ
多
い
十
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
＋
少
な
い

資源
ｻﾞ..{八
０．１

と■tノＩ

●
●

工業生産－３

上屋,' 、熟戸..．

1900年１９５０２０００２０５０２１００

資源

..､ツニニ 多
元
方
程
式
を
解
く

温
暖
化
、
酸
性
雨
、
砂
漠
化
、
土
壌

流
出
、
熱
帯
林
消
滅
、
生
物
絶
滅
、
海

洋
汚
染
、
廃
棄
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
、
人
口
爆
発
、
貧
困
…
…
。

地
球
が
抱
え
る
問
題
群
は
、
複
雑
に

か
ら
ま
っ
て
い
る
。
あ
ち
ら
を
立
て
れ

ば
、
こ
ち
ら
が
立
た
ず
。
地
球
の
多
元

方
程
式
を
解
く
の
は
至
難
の
業
で
あ

る
。
未
知
数
の
数
が
多
す
ぎ
る
の
だ
。

早
く
工
業
生
産
活
動
を
抑
え
て
、
投

資
を
汚
染
防
止
や
省
資
源
化
に
振
り
向

け
て
ゆ
け
ば
、
破
局
は
避
け
ら
れ
る
と

い
う
予
測
が
あ
る
（
図
）
。
し
か
し
、
な

お
経
済
成
長
を
志
向
す
る
世
界
で
は
、

こ
の
選
択
も
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。

有
限
の
地
球
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、

富/・蕊へ ､

=宗．.．_̄▲－Ｃ－Ｏ－Ｏ－
￣

１９００年１９５０２０００２０５０２１００

国立環境研究所による予測シナリオ。

無策だと、世界は２１世紀半ばに破局を

迎える(上)。早めに環境対策に力を移

すと、安定した世界が望める(下）

生
物
圏
の
持
続
シ
ナ
リ
オ
に
つ
な
が
る

方
程
式
を
ひ
と
つ
ず
つ
見
つ
け
て
ゆ
く

以
外
に
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
ん
な
提

案
が
あ
る
。

〈
廃
棄
物
ゼ
ロ
〉
ビ
ー
ル
エ
場
と
養

殖
場
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
な
、
廃
棄

物
を
原
料
と
し
て
再
利
用
す
る
産
業
シ

ス
テ
ム
の
構
築
（
国
連
大
学
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）

〈
世
界
立
自
然
公
園
〉
生
物
の
多
様

性
を
守
る
た
め
に
、
熱
帯
雨
林
な
ど
を

買
い
上
げ
て
、
ど
こ
の
国
に
も
属
さ
な

い
国
際
公
共
財
と
す
る
（
小
林
光
・
環

境
庁
環
境
保
全
対
策
課
長
）

〈
洋
上
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
〉
公
海
上
に
太
陽
・
風
力
・
温
度

差
を
組
み
合
わ
せ
た
国
際
発
電
所
を
設

置
。
日
本
の
面
積
の
三
倍
て
い
ど
の
海

面
で
、
二
○
二
○
年
の
世
界
の
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
が
賄
え
る
（
堀
米
孝
・
日

本
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
研
究
所

理
事
長
）

い
ず
れ
も
ま
だ
初
夢
に
毛
の
生
え
た

よ
う
な
構
想
に
す
ぎ
な
い
。
は
た
し

て
、
い
ま
の
国
家
主
権
体
制
や
産
業
形

態
の
な
か
で
、
実
現
が
可
能
な
こ
と
な

の
か
ど
う
か
。
人
間
と
地
球
と
の
関
係

を
根
本
的
に
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。

地
球
方
程
式
を
解
く
か
ぎ
と
し
て
、

私
た
ち
は
「
地
球
人
」
と
「
多
様
性
」
と
い

う
、
二
つ
の
視
点
を
提
唱
し
た
い
。

地
球
環
境
問
題
に
は
、
「
グ
ロ
ー
バ

ル
（
全
地
球
的
）
」
な
取
り
組
み
が
要
る

と
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
先
進
国
も

途
上
国
も
国
益
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
現

状
で
は
、
真
の
解
決
は
難
し
い
。

国
家
の
壁
を
超
え
て
、
「
地
球
益
」
を

優
先
し
な
け
れ
ば
、
地
球
に
未
来
は
な

い
。
宇
宙
か
ら
地
球
を
眺
め
る
視
点
に

立
ち
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
根
差
し
て

地
球
を
守
る
。
そ
ん
な
「
地
球
人
」
に
脱

皮
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

芽
を
出
し
始
め
た
非
政
府
組
織
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
や
地
方
自
治
体
の
活
動
に
期
待

す
る
。
地
球
益
に
か
な
う
行
い
を
し
た

個
人
や
企
業
が
報
い
ら
れ
る
よ
う
な
社

会
を
つ
く
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

「
多
様
性
」
は
、
地
球
が
長
年
は
ぐ
く

ん
で
き
た
、
生
命
の
本
質
で
あ
る
。
生

物
圏
の
多
様
性
を
保
つ
と
同
時
に
、
人

間
界
の
文
化
の
多
様
性
も
大
切
に
し
た

い
。
地
球
人
は
、
問
題
解
決
に
歩
調
を

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
世

界
が
均
質
に
な
っ
て
は
面
白
く
な
い
。

多
様
な
生
活
様
式
や
人
生
観
に
沿
っ
た

解
法
を
求
め
た
い
と
思
う
。

い
ま
は
、
先
進
国
主
導
の
解
決
策
が

探
ら
れ
て
い
る
が
、
豊
か
さ
の
先
取
り
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こ
れ
か
ら
、
地
球
を
救
う
行
動
を
起

こ
し
て
い
く
に
も
、
人
間
・
地
球
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
基
礎
研
究
が
ま
だ
ま
だ

不
足
し
て
い
る
。
自
然
科
学
と
人
文
・

社
会
科
学
が
融
合
し
た
「
地
球
学
」
の
構

築
が
必
要
だ
。
環
境
庁
が
構
想
し
て
い

る
「
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
」
が
そ
の

よ
う
な
国
際
研
究
所
に
な
る
こ
と
を
望

み
た
い
。
こ
の
研
究
組
織
に
は
、
ま
だ

こ
の
世
に
い
な
い
次
世
代
の
声
を
代
弁

す
る
機
構
を
組
み
込
む
べ
き
だ
ろ
う
。

地
球
は
、
自
ら
を
滅
ぼ
し
か
ね
な
い

脳
を
も
っ
た
生
物
を
進
化
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
脳
は
、
あ
す
の

わ
が
・
身
の
破
滅
に
や
っ
と
気
が
つ
い

た
。
地
球
に
は
ま
だ
希
望
が
残
っ
て
い

る
。私
た
ち
は
、
問
題
提
起
だ
け
で
は
な

く
、
解
答
を
模
索
し
な
が
ら
、
「
地
球

人
の
世
紀
へ
」
の
社
説
シ
リ
ー
ズ
を
展

開
し
て
ゆ
く
。
で
き
る
だ
け
具
体
的
な

に
対
す
る
途
上
国
の
反
発
は
強
い
。
先

進
地
球
人
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
を
分

か
ち
与
え
る
一
方
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た

人
生
の
楽
し
み
方
を
学
び
と
り
た
い
も

の
だ
。
ほ
ん
と
う
に
豊
か
な
地
球
文
明

を
求
め
て
。

「
地
球
学
」
の
構
築
を

Ｉ
米
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所

の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
が
、
将

来
、
中
国
の
食
樋
が
大
幅
に
不
足
す
る

と
予
測
し
て
い
る
が
。

馬
氏
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
指
摘
二
九

九
四
年
秋
）
以
来
、
中
国
の
研
究
者
が

何
人
も
将
来
の
食
糧
需
給
に
つ
い
て
研

究
し
た
。
私
も
十
五
年
の
農
業
研
究
を

基
に
個
人
的
な
分
析
を
試
み
た
。
二
○

三
○
年
に
中
国
の
食
糎
が
三
億
八
千
万

少
も
不
足
す
る
と
い
う
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の

提
言
を
掲
げ
て
、
読
者
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
考
え
た
い
。
ご
意
見
を
歓
迎
し

中
国
の
将
来
の
食
樋
事
情
に
つ

い
て
中
国
側
は
ど
う
み
て
い
る

か
。
食
糎
需
給
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
国
家
計
画
委
員
会
経
済
研

究
所
の
馬
暁
河
副
所
長
に
聞
い

た
。
（
外
信
部
・
瀬
川
至
朗
）

函食臘が評辨態融馴も卯％
国
家
計
画
委
経
済
研
究
所
副
所
長
・
馬
暁
河
氏
に
聞
く

数
字
は
根
拠
が
な
い
。
彼
は
中
国
の
潜

在
的
な
生
産
力
を
低
く
見
す
ぎ
て
い

る
。ｌ
あ
な
た
の
分
析
は
．

馬
氏
私
は
い
く
つ
か
の
仮
定
を
設

け
て
予
測
を
し
た
。
生
産
面
で
の
仮
定

は
二
つ
。
｜
つ
は
単
位
面
積
当
た
り
の

食
糧
生
産
（
単
収
）
が
二
○
三
○
年
ま
で

年
一
％
で
増
え
る
と
い
う
仮
定
。
こ
れ

ま
で
は
二
・
四
％
（
一
九
四
九
’
九
四

年
）
で
増
産
し
て
き
た
が
、
こ
の
ス

ピ
ー
ド
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い
と
考

え
た
。
も
う
一
つ
は
、
経
済
発
展
に

伴
っ
て
農
地
面
積
が
減
り
、
二
○
三
○

年
ま
で
に
現
在
の
九
千
五
百
万
鯵
の
う

ち
六
百
七
十
万
秒
が
消
え
る
、
と
い
う

仮
定
だ
。
こ
の
計
算
だ
と
、
二
○
三
○

年
の
食
糧
生
産
は
現
在
の
四
億
五
千
万

少
が
六
億
二
千
六
百
万
少
に
な
る
。

ま
す
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
二
・
八
）

一
方
、
二
○
三
○
年
の
人
口
を
最
高

十
六
億
人
と
予
想
す
る
と
、
食
糧
需
要

は
七
億
二
千
万
少
に
な
る
。
結
局
、
二

○
三
○
年
に
は
最
大
で
九
千
四
百
万
少

足
り
な
い
と
い
う
数
字
だ
。
私
の
予
測

は
今
後
の
中
国
の
農
業
政
策
に
生
か
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

ｌ
篭
が
減
り
、
食
糧
が
足
り
な

く
な
る
こ
と
を
中
国
も
認
め
る
の
か
。

馬
氏
強
調
し
た
い
の
は
、
今
の
は

最
も
悲
観
的
な
シ
ナ
リ
オ
で
、
実
際
に

は
こ
ん
な
不
足
は
出
な
い
。
次
の
よ
う

な
農
業
政
策
を
実
行
す
れ
ば
増
産
は
可

能
だ
。
①
二
毛
作
、
三
毛
作
な
ど
で
土

地
の
使
用
率
を
も
っ
と
高
め
る
②
か
ん

が
い
面
積
を
今
の
五
一
％
か
ら
七
○
％

へ
引
き
上
げ
る
③
農
業
技
術
の
貢
献
度

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
④
全
農
地
の
六
割
以

上
あ
る
生
産
性
の
低
い
土
地
を
改
良

し
、
生
産
性
を
高
め
る
ｌ
な
ど
だ
．

中
国
に
は
三
江
平
原
な
ど
、
農
地
と

し
て
開
発
で
き
る
土
地
が
三
千
四
百
万

か
あ
る
。
何
割
か
開
発
す
れ
ば
、
農
地

の
減
少
分
を
補
っ
て
余
り
が
あ
る
。

ｌ
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
『
だ
れ
が
中
鬮

を
養
う
の
か
」
と
警
告
し
た
。
中
国
政
府

が
堅
持
し
て
き
た
食
糧
自
給
の
方
針
は
。

馬
氏
私
の
考
え
で
は
、
二
○
三
○

年
に
中
国
の
食
糧
が
不
足
し
、
外
国
か
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か
つ
て
「
森
の
国
」
と
い
わ
れ
た
タ
イ

で
、
森
林
の
枯
渇
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
政
府
は
国
有
林
の
伐
採
を
禁
じ
、

大
規
模
な
植
林
を
進
め
て
い
る
が
、
回

復
の
歩
み
は
遅
い
。
こ
の
た
め
、
製
紙

産
業
は
原
料
の
木
材
不
足
に
直
面
し
始

め
て
い
る
。
製
紙
会
社
も
自
前
で
農
家

に
苗
木
を
提
供
し
て
植
林
に
力
を
入
れ

て
い
る
が
、
急
増
す
る
紙
需
要
に
追
い

つ
か
ず
、
木
材
を
求
め
て
海
外
進
出
に

踏
み
切
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
た
。
（
バ

ン
コ
ク
Ⅱ
竹
内
幸
史
）

タ
イ
最
大
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
、
サ
イ

ア
ム
・
パ
ル
プ
＆
ペ
ー
パ
ー
（
本
社
・

バ
ン
コ
ク
）
は
一
月
初
め
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
（
ボ
ル
ネ
オ
島
）

へ
の
進
出
を
決
め
た
。
同
国
の
財
閥
、

ア
ス
ト
ラ
・
グ
ル
ー
プ
と
合
弁
で
約
五

億
二
千
万
㎡
か
け
て
工
場
を
建
設
。
一

ら
あ
る
程
度
輸
入
す
る
の
は
間
違
い
な

い
と
思
う
。
し
か
し
、
九
○
％
以
上
の

自
給
率
を
維
持
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
指

摘
す
る
厳
し
い
状
況
に
は
な
ら
な
い
。

函
■
製
紙
業
界
、
（
海
庁
外
生
・
産
の
動
■
き
」

タ
イ
森
林
面
積
五
。
年
で
一
一
一
分
の
一

九
九
九
年
か
ら
年
三
十
五
万
少
の
パ
ル

プ
を
生
産
し
、
タ
イ
へ
の
逆
輸
入
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
の
販
売
を
計
画
し

て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
か
っ
て
、
日
本
が

原
木
を
大
量
輸
入
し
、
「
森
林
破
壊
」
の

批
判
を
浴
び
た
。
そ
う
し
た
事
情
も
あ

り
、
サ
イ
ア
ム
社
は
「
木
材
は
ア
ス
ト

ラ
が
持
つ
植
林
地
か
ら
調
達
す
る
」

と
、
天
然
林
の
伐
採
で
は
な
い
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

タ
イ
の
製
紙
業
界
は
、
東
南
ア
ジ
ア

で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
ぐ
規
模
だ

が
、
海
外
進
出
は
サ
イ
ア
ム
社
が
初
め

て
。
同
社
の
現
在
の
パ
ル
プ
の
生
産
能

力
は
十
三
万
少
で
、
実
際
に
は
約
三
十

万
少
の
パ
ル
プ
が
必
要
な
た
め
、
不
足

分
は
輸
入
パ
ル
プ
や
再
生
紙
に
頼
っ
て

い
る
。

補
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
外
国
に
食
糧

を
依
存
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
｜
・
二
五
）

同
社
の
チ
ャ
イ
サ
ク
副
社
長
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
工
場
建
設
の

計
画
を
練
っ
て
い
る
。

タ
イ
で
は
、
国
土
面
積
に
占
め
る
森

林
の
比
率
が
五
十
年
前
に
は
六
○
％
以

上
あ
っ
た
が
、
八
○
年
代
後
半
に
二
○

％
台
に
減
っ
た
。
農
民
は
森
林
を
伐
採

し
て
農
地
に
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
た
う
え
、
乱
開
発
や
違
法
伐
採
が
ま

か
り
通
っ
て
い
た
た
め
だ
。
八
九
年
に

国
有
林
の
禁
伐
令
が
出
さ
れ
た
が
、
政

治
家
ま
で
か
ら
ん
だ
違
法
伐
採
事
件
は

後
を
絶
た
な
い
。

政
府
は
、
森
林
率
を
四
○
％
に
回
復

さ
せ
る
目
標
を
立
て
て
植
林
を
進
め
て

い
る
。
日
本
も
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
タ
イ
の
東
北
地
方
で
苗
木

を
育
て
る
協
力
活
動
を
展
開
中
だ
。
商

業
目
的
の
森
林
に
国
土
の
一
五
％
を
あ

「
タ
イ
の
紙
需
要

は
今
後
、
年
率
一
二

’
’
四
％
で
増
え
続

け
、
五
、
六
年
で
倍

に
膨
ら
む
。
新
工
場

を
建
て
る
に
も
タ
イ

で
は
木
材
が
調
達
し

に
く
く
、
東
南
ア
ジ

ア
で
多
国
籍
化
し
て

い
く
し
か
な
い
」
と

て
る
政
策
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
伐
採

で
き
る
場
所
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
企
業
は
木
材
調
達
に
走
り
回
っ
て

い
る
の
が
実
情
だ
。

サ
イ
ア
ム
社
は
、
年
間
一
千
万
本
以

上
の
苗
木
を
農
家
に
無
料
で
配
り
、
植

林
を
進
め
て
い
る
が
、
「
紙
需
要
の
急

増
に
追
い
つ
く
に
は
あ
と
四
、
五
年
は

か
か
る
」
（
チ
ャ
イ
サ
ク
副
社
長
）
見
通

し
。
中
に
は
、
原
料
を
タ
ケ
材
な
ど
へ

多
様
化
さ
せ
、
ラ
オ
ス
に
ま
で
植
林
の

契
約
先
を
開
拓
す
る
動
き
も
あ
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
｜
・
二
五
）

国際協力事業団(ＪｌＣＡ)が進める

タイの植林活動。年間五百万本の苗

木を農民らに配り、生育方法を指導
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九
四
年
度
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
）
が
四
六
％
と
、
過
去
最

低
だ
っ
た
前
年
度
の
三
七
％
か
ら
一
挙

に
九
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
た
こ
と
が
二

十
五
日
、
農
水
省
の
ま
と
め
で
分
か
っ

た
。
九
四
年
は
前
年
の
コ
メ
大
凶
作
が

一
転
し
て
大
豊
作
と
な
り
、
コ
メ
の
自

給
率
（
需
要
量
に
対
す
る
国
内
生
産
量

の
割
合
）
が
前
年
度
の
七
五
％
か
ら
一

二
○
％
に
高
ま
っ
た
た
め
で
、
自
給
率

が
前
年
よ
り
上
向
い
た
の
は
八
四
年
度

以
来
、
十
年
ぶ
り
。
食
用
と
飼
料
用
を

合
わ
せ
た
穀
物
自
給
率
も
、
前
年
度
の

國
食
料
鵯
僻
感
縦
銅

印
％

１

1００

印
加
扣

一
一
一
一
％
か
ら
一
一
一
三
％
に
上
昇
し
た
。

た
だ
、
コ
メ
以
外
の
主
要
農
産
物
の

自
給
率
は
、
野
菜
が
前
年
度
の
八
八
％

か
ら
八
六
％
に
、
果
実
が
五
三
％
か
ら

四
七
％
に
、
肉
類
が
六
四
％
か
ら
六
○

％
に
な
る
な
ど
、
軒
並
み
低
下
し
た
。

①
円
高
に
伴
う
輸
入
農
産
物
の
増
加
②

コ
メ
需
要
が
減
り
肉
類
の
消
費
が
増
え

る
な
ど
の
食
生
活
の
変
化
③
九
四
年
は

猛
暑
や
作
付
面
積
減
の
影
響
で
野
菜
や

稟
実
の
生
産
量
が
減
っ
た
ｌ
較
ど

が
要
因
だ
。

力
ロ
リ
１
ベ
ー
ス
の
自
給
率
は
、
六

○
年
代
ま
で
七
○
％
台
を

餌
保
っ
て
い
た
が
、
こ
の
三

蝿
十
年
間
は
毎
年
ほ
ぼ
一
％

蛇
の
ペ
ー
ス
で
下
が
り
続
け

１叩
て
い
る
。
自
給
率
が
前
年

弱
を
上
回
っ
た
の
は
、
｜
ポ

８
イ
ン
ト
増
の
五
一
一
一
％
と

０８
な
っ
た
八
四
年
度
以
来
だ

５》仙泳朧伽州舳印西氾訶
か
ら
一
○
八
に
転
じ
た
の

⑪
、

Ｑ
Ｌ
Ｓ
》
』

り

政
府
は
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
と
し

て
、
エ
イ
ズ
感
染
が
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
中
心

に
予
防
対
策
の
支
援
に
本
格
的
に
取
り

組
む
方
針
を
決
め
た
。
こ
れ
ま
で
は
国

際
機
関
を
通
し
た
援
助
が
中
心
だ
っ
た

が
、
今
年
か
ら
二
国
間
で
の
五
年
協
力

が
主
因
だ
っ
た
。
単
年
度
ご
と
の
食
料

自
給
率
は
唯
一
、
一
○
○
％
前
後
の
自

給
率
を
保
っ
て
い
る
コ
メ
の
作
柄
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
が
現
状
だ
。

一
方
、
コ
メ
の
国
民
一
人
当
た
り
の

年
間
消
費
量
は
六
十
六
・
三
キ
ロ
で
、
国

産
米
不
足
や
猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て
前

年
度
よ
り
四
・
二
％
、
二
・
九
キ
ロ
も
減
少

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
小
麦
は
二
・
八

％
増
の
三
十
三
・
一
キ
ロ
、
果
実
は
八
・
九

％
増
の
四
十
二
・
八
キ
ロ
に
そ
れ
ぞ
れ
増

加
。
肉
類
も
二
・
一
一
一
％
増
の
三
十
・
六
キ
ロ

と
な
っ
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
｜
・
二
六
）

国圃

対策支援へ

ＯＤＡで

専門家派遣

に
重
点
を
移
し
、
対
象
国
を
増
や
し
て

い
く
。
ま
ず
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
エ
ジ
プ
ト

な
ど
に
専
門
家
を
派
遣
、
地
元
の
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
活
動
な
ど
を
助
け

る
。新
た
な
援
助
は
国
際
協
力
事
業
団

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
技
術
協
力
が
柱
に
な

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
今
後
五
年
間
で

約
三
十
人
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
保
健

省
が
新
設
す
る
エ
イ
ズ
検
査
・
研
究
部

門
を
助
け
て
、
検
査
に
必
要
な
機
材
を

贈
る
と
と
も
に
、
地
方
の
病
院
や
保
健

所
で
十
分
な
検
査
や
治
療
・
予
防
が
で

き
る
よ
う
指
導
す
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
医
師
、
看
護
婦
を
対
象
に

し
た
研
修
会
も
開
き
、
五
年
間
で
二
百

五
十
人
の
エ
イ
ズ
対
策
専
門
家
を
養
成

す
る
予
定
だ
。
タ
イ
で
も
新
た
な
五
カ

年
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ワ
ク
チ
ン

開
発
を
め
ざ
す
。

ア
フ
リ
カ
で
は
、
周
辺
国
の
エ
イ
ズ

対
策
を
支
援
し
始
め
て
い
る
エ
ジ
プ
ト

を
拠
点
に
、
ケ
ニ
ア
と
ガ
ー
ナ
へ
の
五

カ
年
協
力
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
来
年

以
降
は
パ
ラ
グ
ア
イ
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ザ

ン
ビ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
な
ど
も
対
象
に
す
る
見
通

し
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
一
・
二
六
）
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政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
活
動

に
、
初
め
て
民
間
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

が
起
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
乳
児

死
亡
率
が
高
い
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア

へ
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
・
岡
山
市
）
が
派
遣
さ
れ
、
五
年

に
わ
た
り
衛
生
環
境
の
向
上
に
汗
を
か

く
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
援

助
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
政
府
機
関
が

前
面
に
で
て
い
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
仕
切
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
顔
」
の
見
え
る
援
助
に
な
り
そ
う
だ
。

「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
」

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
援
助
に
対
し
て

Ｎ
Ｇ
Ｏ
派
遣
を
決
め
た
の
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
国
際
協
力
事
業

団
。
す
で
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
二
月
十
六

日
に
首
都
ル
サ
カ
市
入
り
に
向
け
て
、

菅
波
茂
代
表
を
団
長
に
十
人
の
事
前
調

査
団
を
組
ん
だ
。

ザ
ン
ビ
ア
は
人
口
八
百
六
十
万
人
。

子
供
た
ち
が
五
歳
ま
で
に
死
亡
す
る
割

合
は
千
人
当
た
り
百
九
十
一
人
に
達
す

る
。
欧
米
諸
国
が
五
－
十
人
な
の
に
比

睦函
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
刀
初
活
｝
用

ザ
ン
ビ
ア
へ
曰
医
師
・
看
護
婦

べ
て
異
常
に
高
い
。
衛
生
環
境
も
劣
悪

で
、
こ
れ
ら
が
子
供
た
ち
を
直
撃
し
て

い
る
と
い
う
。

国
際
協
力
事
業
団
で
も
、
小
児
医
療

や
感
染
症
対
策
の
た
め
、
一
九
八
○
年

か
ら
同
国
唯
一
の
高
度
医
療
機
関
で
あ

る
ザ
ン
ビ
ア
大
学
医
学
部
に
医
療
機
器

や
医
師
を
送
り
込
ん
だ
り
し
て
き
た
。

し
か
し
、
住
民
は
風
邪
や
け
が
と
い
っ

た
簡
単
な
治
療
で
も
訪
れ
、
病
院
の
機

能
は
滞
り
が
ち
。

タ
イ
政
府
は
二
○
’
○
年
を
め
ど

に
、
バ
ン
コ
ク
を
中
心
と
し
た
大
規
模

鉄
道
網
を
敷
設
す
る
と
と
も
に
、
同
市

中
心
部
と
鉄
道
で
つ
な
が
る
人
口
百
七

十
万
の
新
都
市
を
郊
外
に
建
設
す
る
。

日
本
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
モ
デ
ル
に
、
交
通
渋

滞
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ン
コ
ク
の
都
市

住
民
の
生
活
の
場
に
入
っ
て
い
か
な
い

と
１
．
事
業
団
で
は
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ネ

パ
ー
ル
で
の
医
療
活
動
に
実
績
が
あ
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
一
九
八
四
年
に
つ
く
ら
れ
、
現
在
で

は
医
師
三
百
人
に
看
護
婦
な
ど
総
勢
千
人

ほ
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ザ
ン
ビ
ア
へ
常
時
、

二
、
三
人
の
医
師
や
看
護
婦
を
派
遣

し
、
現
地
の
医
師
と
一
緒
に
、
ル
サ
カ

市
や
近
郊
に
あ
る
二
十
二
か
所
の
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
と
よ
ば
れ
る
診
療
所
の
充

図籔

バンコク･渋滞

解消へ新都市

日本を参考に

問
題
を
解
決
す
る
狙
い
だ
。

タ
イ
政
府
の
依
頼
で
日
本
の
国
際
協

力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
作
成
し
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
く
事
業
で
、
政
府

は
計
画
を
今
年
十
月
か
ら
の
第
八
次
五
カ

年
計
画
の
中
核
に
位
置
付
け
て
い
る
。
ア

ジ
ア
で
は
一
極
集
中
に
伴
っ
都
市
問
題
が

深
刻
で
、
日
本
の
経
験
を
生
か
そ
う
と
の

機
運
が
あ
る
。
投
資
額
は
鉄
道
整
備
だ
け

で
約
百
五
十
億
バ
ー
ッ
ニ
バ
ー
ッ
Ⅱ
約

四
円
）
に
達
す
る
見
込
み
。

バ
ン
コ
ク
で
は
地
下
鉄
や
郊
外
型
鉄

道
な
ど
が
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
無
秩
序

な
開
発
が
進
み
、
市
内
の
交
通
渋
滞
は

「
世
界
最
悪
」
と
言
わ
れ
る
。
九
五
年
夏

に
プ
ミ
ポ
ン
国
王
が
政
府
を
非
難
す
る

実
を
目
指
す
。
日
本
で
戦
後
間
も
な
い

混
乱
期
に
行
わ
れ
た
消
毒
、
検
査
、
治

療
ま
で
の
一
貫
し
た
保
健
所
シ
ス
テ
ム

を
、
根
付
か
せ
た
い
と
い
う
。

ま
た
、
飲
み
水
管
理
な
ど
衛
生
意
識

の
改
善
に
あ
た
る
ｃ
現
地
で
人
気
の
あ

る
旅
役
者
に
一
役
買
っ
て
も
ら
い
、
一

番
の
娯
楽
で
あ
る
芝
居
を
通
じ
て
水
の

煮
沸
消
毒
を
呼
び
か
け
、
居
住
区
に
は

簡
易
か
ま
ど
を
普
及
さ
せ
る
と
い
う
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
｜
・
二
七
）
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こゅうすう5､お－らむ

二
○
％
超
え
る
工
業
成
長
率
〕
六

○
年
代
中
ご
ろ
か
ら
工
業
生
産
の
成
長

が
長
期
的
に
鈍
化
し
、
世
界
経
済
に
占

め
る
比
重
も
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
た

た
め
、
イ
ン
ド
経
済
と
い
え
ば
と
か
く

「
中
国
の
人
口
は
十
三
億
人
』
ｌ

そ
ん
な
事
実
を
中
国
の
外
交
当
局
が
、

日
本
と
の
公
式
協
議
の
場
で
説
明
し
て

い
た
こ
と
が
三
十
一
日
分
か
っ
た
。
中

国
の
人
口
は
昨
年
二
月
、
公
式
に
は
十

二
億
人
と
発
表
さ
れ
て
い
た
。

中
国
側
の
「
十
三
億
人
発
言
」
は
、
十

な
ど
、
社
会
に
危
機
感
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。

沼團■ ■■加訂

中国の人ロ
13億人

成
長
軌
道
に
乗
る

新
た
な
巨

当局説明､１年足

らずで１億人増？

”
停
滞
〃
”
閉
鎖
性
“
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
。

し
か
し
、
九
一
年
六
月
に
ナ
ラ
シ
マ

・
ラ
オ
政
権
が
誕
生
し
、
「
新
経
済
政

策
」
が
定
着
す
る
に
及
ん
で
、
イ
ン
ド

五
日
に
北
京
で
開
か
れ
た
日
中
両
国
の

国
防
、
外
交
担
当
者
に
よ
る
安
保
対
話

の
場
で
出
た
。
日
本
側
出
席
者
に
よ
る

と
、
中
国
の
当
局
者
が
「
十
三
億
に
な

ん
な
ん
と
す
る
人
口
を
有
す
る
中
国
の

経
済
発
展
は
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定

の
た
め
に
も
重
要
だ
」
と
数
回
、
強
調

し
た
と
い
う
。
外
務
省
も
「
中
国
が
人

口
十
三
億
人
を
初
め
て
公
式
に
認
め

た
」
と
受
け
止
め
て
い
る
。

中
国
政
府
は
昨
年
二
月
、
北
京
で
開

い
た
人
口
大
会
で
「
人
口
十
二
億
人
」
と

発
表
し
て
い
る
。
一
年
も
た
た
ず
に
、

一
億
人
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
二
・
｜
）

（
バ
ン
コ
ク
Ⅱ
飯
野
克
彦
）

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
｜
・
三
○
）

ゴ
’

の
出
，
現

で
は
従
来
の
面
目
を
一
新
す
る
新
た
な

事
態
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

工
業
部
門
は
九
四
年
度
か
ら
本
格
的

な
回
復
・
拡
大
過
程
に
突
入
し
た
。
工

業
成
長
率
は
、
九
三
年
度
の
四
・
一
％

か
ら
九
四
年
度
に
は
七
・
四
％
に
上
昇

し
た
。
九
五
年
度
は
、
マ
ン
モ
ハ
ン
・

シ
ン
蔵
相
が
九
五
年
十
一
月
に
、
一
○

１
一
二
％
に
上
る
と
予
測
し
て
い
る
。

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
も
、

九
一
一
一
年
度
の
四
・
三
％
か
ら
九
四
年
度

に
は
六
・
二
％
に
上
昇
し
た
。
購
買
力

平
価
で
見
た
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
九
三

年
）
は
、
米
国
、
日
本
、
中
国
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
世
界
第
六

位
。
日
本
の
約
四
○
％
に
相
当
す
る
。

近
年
の
力
強
い
経
済
成
長
は
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
新
た
な
巨
大
市
場
の
出
現

を
告
げ
て
い
る
。

〔
マ
ク
ロ
経
済
的
不
均
衡
の
是
正
〕

マ
ク
ロ
経
済
的
不
均
衡
の
拡
大
は
、
す

で
に
ラ
ジ
ブ
・
ガ
ン
ジ
ー
政
権
の
時
代

か
ら
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
。

八
九
年
末
の
ラ
ジ
ブ
退
陣
に
伴
う
政

局
の
混
迷
、
さ
ら
に
は
湾
岸
危
機
、
旧

ソ
連
崩
壊
の
影
響
が
重
な
っ
て
、
ラ
オ

政
権
の
誕
生
前
夜
に
は
、
イ
ン
ド
の
マ

ク
ロ
経
済
的
不
均
衡
は
も
は
や
一
刻
の

猶
予
も
許
さ
れ
な
い
危
機
的
状
況
に

あ
っ
た
。

九
○
年
度
の
財
政
赤
字
、
経
常
収
支

赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
八

・
三
％
、
一
一
一
・
一
一
一
％
、
卸
売
物
価
上
昇
率

も
一
三
・
六
％
ま
で
上
昇
し
た
。

危
機
が
最
も
先
鋭
化
し
た
形
で
表
れ

た
の
が
、
外
貨
準
備
高
の
激
減
で
あ
っ

た
。
九
一
年
四
月
に
は
、
外
貨
準
備
高

（
金
を
除
く
）
が
年
間
輸
入
額
の
二
週
間

分
に
す
ぎ
な
い
十
二
億
げ
ま
で
落
ち
込

み
、
デ
フ
ォ
ル
ト
（
債
務
不
履
行
）
寸
前

に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
。

九
一
年
七
月
、
ラ
オ
政
権
は
経
済
自

由
化
を
推
進
す
る
た
め
の
構
造
改
革
、

さ
ら
に
マ
ク
ロ
経
済
的
不
均
衡
を
是
正

す
る
た
め
の
安
定
化
政
策
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
す
る
、
「
新
経
済
政
策
」
を
打
ち
出

し
た
。

安
定
化
政
策
の
実
を
上
げ
る
べ
く
、

少
な
く
と
も
九
一
’
九
二
年
度
の
当
初

二
年
間
は
、
財
政
支
出
の
抑
制
、
物
品

税
の
引
き
上
げ
な
ど
需
要
抑
制
に
力
点

が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

工
業
成
長
も
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

〔
メ
ド
が
つ
い
た
安
定
化
政
策
〕
安

定
化
政
策
の
結
果
、
九
二
年
度
に
は
財

政
赤
字
、
経
常
収
支
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
七
％
、
一
・
八
％
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食
樋
を
す
べ
て
自
給
す
る
な
ら
、
現

在
の
農
地
の
三
倍
以
上
、
国
土
全
体
の

三
八
％
に
相
当
す
る
土
地
が
新
た
に
必

要
に
な
る
ｌ
・
東
海
銀
行
調
査
部

が
食
糧
輸
入
と
国
内
農
業
生
産
の
統
計

を
基
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
結

果
が
出
た
。
他
国
の
広
大
な
農
地
に
依

存
し
て
豊
か
な
食
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
日
本
の
姿
を
、
改
め
て
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。

に
、
卸
売
物
価
上
昇
率
は
七
・
○
％
に

低
下
し
た
。

当
初
の
マ
ク
ロ
経
済
的
目
標
値
が
達

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
見
通
し
の
下

で
、
九
三
年
度
か
ら
政
府
は
安
定
化
政

策
の
継
続
を
図
り
っ
っ
も
、
工
業
成
長

の
加
速
に
向
け
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
と
い

う
、
積
極
的
な
経
済
刺
激
策
の
採
用
に

踏
み
切
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
輸
入
自
由
化
を
促

雇ﾖ函

自給には、

農地3倍が必要

大i豆生産に

九州分の'面積

試
算
は
、
食
糧
輸
入
は
農
地
を
間
接

的
に
輸
入
し
て
い
る
の
と
同
じ
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
き
、
穀
物
・
野
菜
・
肉

な
ど
の
輸
入
量
と
同
じ
量
を
国
内
で
生

産
し
た
ら
ど
れ
だ
け
の
土
地
が
必
要
か

を
計
算
し
た
。
一
九
九
三
年
に
つ
い
て

み
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
四
百
五
十

五
万
粉
、
大
豆
が
四
百
三
十
七
万
沙

と
、
い
ず
れ
も
九
州
全
域
な
み
の
面
積

に
な
っ
た
。
総
計
は
国
内
農
地
の
三
・

三
倍
の
千
四
百
三
十
万
鯵
。

「
輸
入
農
地
」
面
積
は
、
飼
料
穀
物
の

輸
入
増
な
ど
で
六
三
年
に
初
め
て
国
内

農
地
と
一
肩
を
並
べ
た
。
七
○
年
代
か
ら

八
○
年
代
半
ば
ま
で
は
国
内
の
一
一
・
三

倍
程
度
で
推
移
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

は
円
高
や
牛
肉
輸
入
の
自
由
化
な
ど
で

急
速
に
拡
大
、
九
三
年
に
初
め
て
三
倍

進
、
工
業
部
門
の
近
代
化
と
効
率
性
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
物
品
税
の
引
き

下
げ
を
通
じ
て
需
要
喚
起
が
図
ら
れ

た
。穀
物
生
産
や
外
資
流
入
の
順
調
な
拡

大
に
も
恵
ま
れ
、
工
業
成
長
率
は
九
二

年
度
の
一
一
・
三
％
か
ら
九
三
年
度
四
・
｜

％
、
九
四
年
度
に
は
七
・
四
％
へ
と
上

昇
し
た
。

部
門
別
に
見
る
と
、
九
三
年
度
に
消

か
っ
て
大
量
の
農
産
品
を
輸
出
し
て

い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
農
業
生
産
の
落

ち
込
み
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
昨

年
、
緊
急
輸
入
し
た
コ
メ
に
続
き
、
砂

糖
な
ど
も
大
量
に
輸
入
せ
ざ
る
を
得
な

い
苦
境
に
あ
る
。
責
任
を
問
わ
れ
、
こ

の
ほ
ど
農
業
相
ら
が
更
迭
さ
れ
た
。

を
超
え
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
二
・
二
）

費
財
産
業
（
耐
久
消
費
財
）
が
一
五
・
二

％
、
九
四
年
（
四
’
十
月
）
に
資
本
財
産

業
が
二
一
・
七
％
、
消
費
財
産
業
（
非
耐

久
消
費
財
）
が
八
・
六
％
と
い
う
高
い
成

長
率
を
記
録
し
た
。

イ
ン
ド
研
究
会

（
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
小
島
真
千
葉
商

科
大
教
授
と
佐
藤
宏
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
部
長
が
執
筆
し
ま
す
）

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
二
・
二
）

塵=函

フイワピン

農〕業.不振

コメに続き

砂糖も輸入

今
月
初
め
に
更
迭
さ
れ
た
の
は
、
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
農
業
相
。
昨
年
、
か
ん
ば

つ
に
よ
る
不
作
で
コ
メ
不
足
が
深
刻
化

し
、
そ
の
責
任
で
国
家
食
糧
庁
長
官
が

更
迭
さ
れ
た
の
に
続
く
措
置
だ
。
一
月

末
に
は
砂
糖
管
理
庁
の
ガ
ン
ポ
ア
長
官

が
、
同
庁
職
員
の
か
ら
ん
だ
輸
出
用
砂

糖
の
国
内
市
場
へ
の
横
流
し
事
件
の
責

任
を
間
わ
れ
更
迭
さ
れ
た
。

コ
メ
は
昨
年
三
十
万
少
強
を
輸
入
、

今
年
も
春
ま
で
に
約
五
十
万
少
を
輸
入

す
る
計
画
だ
。
砂
糖
の
生
産
も
七
年
ぶ

り
の
低
水
準
で
、
昨
年
後
半
か
ら
三
十

万
－
四
十
万
少
の
輸
入
を
進
め
て
い
る
。

国
際
稲
研
究
所
な
ど
に
よ
る
と
、
農

業
低
迷
の
原
因
に
は
①
か
ん
が
い
や
排

水
設
備
の
未
整
備
で
天
候
不
順
の
影
響

を
受
け
や
す
い
②
農
家
の
資
金
不
足
で

肥
料
な
ど
が
買
え
ず
生
産
性
が
向
上
し

な
い
③
工
場
の
求
人
増
に
よ
る
農
村
の

人
手
不
足
ｌ
葱
ど
が
あ
る
。

（
マ
ニ
ラ
Ⅱ
竹
内
幸
史
）

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
二
・
’
’
’
一
）

。□｛ロ

8２



にゅうすふぉ－らむ

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
空
気
中

の
二
酸
化
炭
素
を
、
細
菌
や
化
学
反
応

を
利
用
し
て
効
率
的
に
吸
収
し
、
減
少

【
北
京
二
七
日
共
同
】
中
国
紙
「
中
国

社
会
報
」
が
こ
の
ほ
ど
報
じ
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
’
九
九
四
年
に
中
国
で
は

滋
賀
県
の
面
積
に
相
当
す
る
約
四
○
万

粉
の
耕
地
が
消
え
た
。

約
六
○
○
万
人
分
の
食
糧
が
失
わ
れ

た
こ
と
を
意
味
し
、
将
来
の
食
糧
自
給

に
黄
信
号
が
点
滅
し
て
い
る
と
い
う
。

国
家
土
地
管
理
局
は
、
生
産
施
設
や

家
屋
の
建
設
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る

土
地
荒
廃
を
現
在
の
耕
地
減
少
の
原
因

に
挙
げ
た
。
ご
み
処
理
用
地
へ
の
転
用

皿
日
本
の
技
術
が
温
暖
化
防
止

。
。
環
．
境
一
再
生
へ
国
際
協
力

圖圏

中国・４０万燕

の耕地が消えた

自給に黄信号

さ
せ
よ
う
と
い
う
日
本
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
国
際
的
な
協
力
の
も
と
に
推
進

さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
ど

だ
け
で
一
○
万
紗
に
上
る
と
い
う
。

中
国
の
耕
地
減
少
は
五
七
年
か
ら
の

二
○
年
間
で
計
一
二
○
○
万
鯵
に
上

り
、
七
八
年
以
後
は
毎
年
約
三
一
一
万
鯵

が
消
え
て
い
る
。
中
国
統
計
年
鑑
に
よ

る
と
、
九
四
年
の
耕
地
面
積
は
九
四
九

○
万
鯵
。

専
門
家
た
ち
の
試
算
で
は
、
中
国
の

現
存
の
耕
地
で
養
え
る
人
口
は
約
一
四

億
人
。
中
国
の
人
口
は
現
在
一
二
億
人

と
さ
れ
、
｜
応
、
耕
地
は
十
分
に
見
え

る
が
、
地
方
行
政
区
別
に
み
れ
ば
、
三

分
の
一
が
域
内
住
民
を
養
え
る
だ
け
の

耕
地
を
持
っ
て
い
な
い
。
か
っ
て
の
穀

倉
地
帯
で
今
や
経
済
発
展
し
た
沿
海
地

域
で
も
、
住
民
一
○
○
人
当
た
り
の
耕

地
面
積
は
四
鯵
足
ら
ず
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
二
・
’
一
八
）

パ
リ
で
開
か
れ
た
「
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
」
に
も
と
づ
く
環
境
技
術
分
野
の

会
合
で
、
地
球
環
境
の
再
生
に
有
望
な

技
術
と
認
め
ら
れ
、
日
本
が
先
導
役
に

選
ば
れ
た
か
ら
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
通
産
省
は
、
各

国
と
人
材
や
資
金
面
で
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
た
め
の
行
動
計
画
の
策
定
に

入
っ
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
は
、
一

九
九
二
年
に
採
択
さ
れ
た
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
に
も
と
づ
き
、
九
九
年
末
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
、
九
○
年
の
水

準
に
抑
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
各
国
と
も
実
現
は
困
難
な
情
勢

の
た
め
、
通
産
省
は
、
す
で
に
排
出
さ

れ
た
二
酸
化
炭
素
を
技
術
的
な
方
法
で

減
ら
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
実
用

化
さ
れ
れ
ば
、
産
業
活
動
の
抑
制
が
よ

り
軽
く
す
ん
だ
り
、
生
活
の
質
を
落
と

し
た
り
す
る
ペ
ー
ス
を
遅
く
し
て
も
、

地
球
の
環
境
を
改
善
さ
せ
ら
れ
る
。

計
画
に
よ
る
と
、
京
都
府
木
津
町
に

あ
る
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構

（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）
を
研
究
拠
点
に
す
る
。
九

○
年
に
設
立
さ
れ
た
通
産
省
の
外
郭
団

体
で
、
地
球
環
境
の
保
全
に
関
す
る
産

業
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
光
合
成
を

活
発
に
行
う
細
菌
や
藻
を
タ
ン
ク
に
詰

め
、
そ
こ
へ
空
気
と
鏡
で
集
め
た
光
を

送
り
込
み
、
二
酸
化
炭
素
を
消
費
さ

せ
、
酸
素
や
有
機
物
を
作
り
出
す
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。
こ
の
方
法
だ
と
、

同
じ
強
さ
の
光
を
当
て
た
場
合
、
森
林

に
比
べ
、
十
倍
の
二
酸
化
炭
素
を
消
費

す
る
高
い
効
率
の
光
合
成
を
達
成
し

た
。
生
成
さ
れ
る
有
機
物
は
、
油
や
た

ん
ぱ
く
質
、
で
ん
ぷ
ん
な
ど
で
、
肥
料

や
燃
料
な
ど
に
利
用
で
き
る
と
い
う
。

同
省
と
し
て
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
に
各
国

か
ら
優
秀
な
人
材
を
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
共
同
研
究
を
推
進
す
る
考
え
。
現
在

は
年
間
約
五
十
億
円
か
か
っ
て
い
る
研

究
開
発
費
に
各
国
か
ら
資
金
援
助
を
求

め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
用
化
に
弾
み

を
つ
け
る
方
針
だ
。
す
で
に
、
オ
ラ
ン

ダ
な
ど
が
参
加
を
表
明
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
二
・
二
七
）
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経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の

開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
が
三
月
に

発
表
す
る
「
日
本
の
開
発
協
力
政
策
お

よ
び
計
画
に
関
す
る
審
査
報
告
書
」
の

内
容
が
二
十
九
日
、
明
ら
か
に
な
っ

た
。
報
告
書
は
「
日
本
の
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
が
岐
路
に
立
っ
て
い
る
」

と
の
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
関
連
す
る
部
署
の
人
手
不
足
な
ど
を

指
摘
。
円
借
款
の
ア
ン
タ
イ
ド
化
や
、

南
南
協
力
な
ど
新
し
い
形
の
援
助
に
指

導
的
役
割
を
果
た
す
日
本
の
姿
勢
を
評

価
す
る
半
面
、
日
本
企
業
が
ら
み
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
優
先
さ
れ
る
傾
向
も
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

同
審
査
報
告
書
は
Ｄ
Ａ
Ｃ
が
毎
年
、

構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
二
十
二
カ
国
・

地
域
の
援
助
状
況
を
相
互
に
審
査
す
る

も
の
で
、
日
本
が
審
査
を
受
け
る
の
は

一
九
九
三
年
四
月
以
来
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

函歴

IMC､日本の

:ＣＩＤＡを評j価

瞳透明鮭渥疑問」
し～の(指摘も

第
十
二
会
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
開
か
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
食
糧
農
業
機
関
）
の

ジ
ァ
国
会
議
員
代
表
者
会
議
（
財
団
法
世
界
食
栂
サ
ミ
ッ
ト
に
先
駆
け
て
の
ァ

人
ア
ジ
ア
人
□
關
発
協
会
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
ジ
ア
の
戦
略
ｌ
に
つ
い
て
討
議
し

Ａ
Ⅱ
主
催
）
が
一
一
月
十
一
一
、
十
三
の
両
た
。
自
由
民
主
党
か
ら
は
桜
井
新
。
Ａ

日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
十
五
力
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

国
、
八
十
人
の
関
係
者
が
出
席
し
て
開
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
議
長
の
ほ

か
れ
た
。
会
議
で
は
「
女
性
、
ジ
ェ
ン
か
、
谷
津
義
男
衆
院
議
員
、
大
田
豊
秋

グ
ー
、
人
口
に
関
す
る
マ
ニ
ラ
決
議
」
・
南
野
知
恵
子
両
参
院
議
員
が
出
席
し

を
採
択
、
こ
と
し
十
一
月
に
ロ
ー
マ
で
た
。

食
糧
サ
ミ
ッ
ト
の
戦
略
討
議
「
マ
ニ
ラ
決
議
」
採
択

開
会
式
に
は
Ｖ
・
ラ
モ
ス
・
フ
ィ
リ
解
決
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
」
と
基
調
講

ピ
ン
国
大
統
領
も
出
席
し
て
「
人
口
問
題
演
で
力
説
、
同
国
政
府
が
こ
の
問
題
に

を
解
決
す
る
に
は
女
性
・
食
糧
問
題
の
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
方
針
を
強
調
し
た
。

拠
出
額
は
九
四
年
で
百
三
十
二
億
が

と
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
実
績
の
二
一
一
一
％
を
占

め
、
額
で
は
第
一
位
だ
が
、
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ

比
は
二
十
一
カ
国
中
十
六
位
（
○
・
二
九

％
）
。
贈
与
率
は
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
目
標
の
八

六
％
よ
り
低
い
七
九
％
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関
連
す
る
職
員
数
が

九
四
年
度
で
千
九
百
五
十
三
人
と
少
な

い
こ
と
が
指
存
摘
さ
れ
て
い
る
。

囚邇
マ
ニ
ラ
で
「
人
口
と
Ｗ
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
開
催

ま
た
、
「
国
内
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
ア
ン

タ
イ
ド
化
に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
」
こ
と
や
、
地
域
の
開
発
案
件
の
選

定
で
日
本
の
資
金
協
力
を
伴
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
優
先
さ
れ
る
可
能
性
が
強

い
こ
と
な
ど
、
透
明
性
に
依
然
と
し
て

疑
問
が
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
磯
和
春
美
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
三
・
一
）

桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
衆
院
議
員
）

は
「
人
口
問
題
は
女
性
、
社
会
開
発
、

農
業
、
環
境
な
ど
多
く
の
重
要
な
分
野

に
深
く
か
か
わ
る
問
題
だ
。
こ
の
会
議

で
過
去
三
年
間
論
議
を
深
め
て
き
た

”
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
女
性
Ｉ
繁
栄

と
平
和
の
戦
略
“
に
一
区
切
り
を
付

け
、
こ
れ
を
集
大
成
し
た
”
マ
ニ
ラ
決

議
“
を
採
択
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら

は
、
人
口
増
加
を
抑
制
し
、
い
か
に
環

境
と
調
和
し
た
食
糧
開
発
を
実
施
し
て

い
く
か
が
決
定
的
な
重
要
性
を
持
つ
。

食
樋
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
の
生

産
基
盤
に
配
慮
し
つ
つ
、
各
国
が
自
国

の
食
糧
を
基
本
的
に
自
給
で
き
る
よ
う

に
し
、
輸
出
入
国
と
も
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
協
力
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
、
人
類
と
地
球

の
未
来
を
決
め
る
持
続
可
能
な
食
糧
開

発
へ
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
。

こ
の
桜
井
提
言
に
も
と
づ
き
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
Ｆ
Ａ
Ｏ
会
議
に
先
駆
け
て

「
食
糊
安
全
保
障
と
人
口
に
関
す
る
国

会
議
員
会
議
」
の
開
催
を
世
界
に
呼
び

か
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

マ
ニ
ラ
決
議
は
、
南
野
参
院
議
員

が
、
文
書
委
員
会
議
長
と
採
択
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
議
長
を
務
め
、
十
二
日
夜
か

ら
十
三
日
早
朝
に
及
ん
だ
激
し
い
討
議

⑫



にゆうすふぉ－らむ

を
経
て
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

（
権
能
）
と
公
正
な
男
女
の
役
割
を
打
ち

出
し
た
「
マ
ニ
ラ
決
議
」
を
満
場
一
致
で

採
択
。
南
野
議
長
は
「
難
産
だ
っ
た

が
、
平
和
の
子
が
健
康
に
誕
生
し
た
。

こ
れ
が
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
の
女
性

か
ら
の
最
大
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
」
と

締
め
く
く
り
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び

た
。引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世

界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の
ア
ジ
ア

の
戦
略
の
討
議
で
は
、
谷
津
衆
院
議
員

と
太
田
参
院
議
員
が
一
人
口
が
増
え
、

食
糧
の
需
要
が
増
大
し
て
、
食
糧
不

足
、
栄
養
不
良
が
増
大
し
て
い
る
。
環

境
問
題
を
考
え
た
持
続
可
能
な
開
発
と

貧
困
追
放
が
各
国
の
急
務
だ
。
食
糧
問

題
は
、
た
ん
に
経
済
行
為
や
貿
易
問
題

と
し
て
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球

規
模
的
問
題
と
し
て
考
え
る
重
大
な
時

期
で
あ
る
」
と
提
言
、
参
加
各
国
議
員

の
共
感
を
得
た
。

高
い
人
口
密
度
か
ら
、
劣
悪
な
農
業

生
産
状
況
に
あ
る
ア
ジ
ア
の
国
々
に

と
っ
て
、
日
本
議
員
団
の
主
張
は
、

「
人
類
の
一
人
と
し
て
、
一
人
も
飢
え

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
食
穐
平

和
宣
言
」
と
も
い
え
よ
う
。

＜５＞Ｗ８Ｂ年３月ＳＢ(火NIB〉 Z麺Ｅ＝錐FＦ円Z度 <詞ＬＩｑ蛇(だ輯騨０．J」

魔
十
二
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
蕊
貝
代
衰
者
会
曜
（
財
団
法
人
ァ

会
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｉ
主
催
）
が
二
月
十
一
一
、
十
一
一
一
の
両
日
．
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
矛

の
関
係
者
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
．
会
甑
で
ば
「
女
性
．
シ
ェ
ン
ダ
ー
．
人
ロ
に
皿

を
採
択
、
こ
と
し
十
一
月
に
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
食
咀
目
藁
樋
関
）
の
缶

先
駆
け
て
の
ア
ジ
ア
の
戦
略
ｌ
に
つ
い
て
対
頚
し
た
．
自
由
民
主
蕊
か
ら
に
桜
謙
一

ロ
と
開
発
に
凹
す
る
ア
ジ
ア
凝
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
■
長
の
ほ
か
．
谷
迎
衝
男
衆
院
坦

野
知
悪
子
両
参
院
随
員
が
出
席
し
た
，

iiiiJjIlll1iiiliiii1；蠅
参
幅
自
由
民
主
党
４
議
昌

,-s｡;｡:<,?｡:｡>:.､LP.｡-:,．｡:垣｡二･･･’

１lb(;;l1Zij

illlliiiiiim開会式（帳井所ＡＦＰＰＤｎＵ&＝④から３人目とラモス・フィリピン大統甑＝中央）

桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
識
長

マ
ニ
ラ
会
議
は
、
女
性
に
関
す
る
問

題
の
総
括
と
、
今
年
の
十
一
月
に
開
か

れ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食
織
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
人
口

と
食
糧
に
関
す
る
問
題
を
新
し
い
テ
ー

マ
と
し
て
提
言
し
、
了
承
さ
れ
た
。
食

糧
と
人
口
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
は
、
騒

乱
の
火
種
に
な
り
か
ね
ず
、
自
然
と
調

和
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
糧
対
策
を

取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
官
僚
と
内
閣
だ
け
に
ま
か
せ

ず
、
人
脈
・
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
先
輩
た

ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
党
を

あ
げ
て
議
員
外
交
と
し
て
必
死
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
自
由
民
主
党
は
、
し
っ

か
り
地
に
足
を
つ
け
、
内
政
・
外
交
と

も
に
骨
惜
し
み
を
せ
ず
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

（
自
由
新
報
一
九
九
六
・
｜
｜
｜
・
五
）

・
マ
ニ
ラ
会
議
を
終
え
て

食
糧
対
策
で
党
を

あ
げ
議
員
外
交

推
進
Ｉ

砧



２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告書

一インド画一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰopulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCountries

-India-

昭和58年度

１．中華人民共側|副人口家族計画M;礎調炎報告評

BasicSurvevonPopulationandFamilyPlanning

intbePeople，sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水jlf失系中Ｕ合作iAlfii研究損告苓

（中風語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画雛二次雄礎調在報告響

BasicSurvey(、）onPopulationandFhmilyPlanning

inthePeople'ｓＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＣｈｍａ

生育率和生活水平矢系第二次中日合作凋筏研究１Ｍ

告招（中国語版）

昭和59年度

１．アジア諸国の腱村人口と農業開発に関する調在報告書

一インド同一

ReportontheSurveyofRumlPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCounlries

-India-（英語版）

４．ネパール王匡|人口・家族iil画些礎調iiliE

BasicSurveyReportonPopulationEInd踊mily

PlanmngintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発紫礎調査報告瞥

一タイ同一

ReportontheBasicSurveyolPopu1ationandDeve

IopmentinSoutI]eastAsianCountries
-Thailand－

６．バンコクの人口都市化と生活環境・編祉調在

一データfhl-

SurveyofUrbanization，LivingEnvironmentand

WeIfa｢ｅｉｎＢａｎｇｋｏｋ－Ｄａｔａ－

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitioninJapanandRuralDeve

lopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人ロ（日本語版）

UrbanizationalldPopulationinjapan（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFertilityandLivingStandardsinChinese

RumlA｢ｅａｓ－Ｄａｔａ－Ａｌｌｔｈｅｈｏｕｓｅｈｏ１ｄｓｏｆｔｗｏ

viIlagesinJilinProvincesuweyedbyquestionnai｢ｅｓ

（英語版）

失干中国衣村的人口生育率勺生活水1ｆ的ijM査根告

一対干吉林省ipM､村遊行全戸面談凋炎的培果一

＝蝿ｉｌ・鋼＝（中国語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告懇

一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturaIDevelopmentinAsianCountries

-1ndonesia-（英語版）
５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RuralDevelopmentand、Population

inJapan（英語版）

日本衣１衣村的没展jNI人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanian，MasyarakatDesaDan

KependudukanDi」epang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受徴しました｡）

昭禾ﾛ60年度

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountr1es

-lndonesia-（英語版）

３．在日闇学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に印して－

４．日本の労働力人口と開発

Labo「ForceandDeveIopmentinJapan（英語版） 1．アジア諸国の腱村人口と農業開発に関する調査報告書

一タイ国一

ReportontheSurvevofRuraIPopulationand

AgriculturaIDevelopmentinAsianCountries

-ThaiIand-（英語版）

５．人口と開発関連統計集

DemographicandSocio・Economiclndicatorson

PopulatiorlandDevelopment（英語版）
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２．束南アジア諸国等人口・IWI麩基礎調査報告ｉｌｌ

－１ｌＬｉ雅人民共和国一

ReportontheBasicSurvevofPopulationaJ1dqP

DevelopmentinSoutheastAsianCounlr1es

-China-（英語版）

６．スライドＭ氏の産鷲|珊発と人口

～その原動力・1蝉(－〈日本識版〉

IndustrialDeveloI)ｍｅｎｔflndPopulaIioninJapan

--ThePTimeMovcrEIectricjty-（災`MIM(）

１１本的拝並友展与人１１

－其原助力－１h.'(薑（中l副諾版）

Pembangunanlndu§[ridankeDendudukandljepang３．アジア諸国からの労働力MLlIlに関する調査研究慨;ｌｒｉＩド

ータイ国一 PenggerakUtama､TengaListrikm

(インドネシアiMllMX）

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilvjnJapan（笑iili版）￣

7．ネパール王ljil人【｣家族iil1111i第二次基礎綱jf

ComPlemema『yBas1cSurvevReporLonPopuIatiｏｎ

｛l11dFamilyPlanningin【hekingdomofKepal５．アジアの人口転換と'１１１発一統計集一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countr1es-Ove1･vlewandStatisticalTables-

（英綣版） 昭和62年度

l・アジア諸国の農村人１１と農業開発に関するJM従iM告ｉｌｆ

－－ｉｌ１筆人民共flIIIil-

ReportontheSurvevofRuralPopulationand

Ag｢jcul[uralDeveIopmentinAsianCountrieｓ

－－Ｃｈｍａ－－（英総版）

６．スライド

日本の人口と家族〈Ｈ本綴版）

FamilyandPopulatloninJapan

-AsianExperience-（英語版）

日本的人口勺家庭（中Uil瀞版）

Penduduk＆KeluarRaJepang（インドネシア鵠版） ２．収1判アジア諸ljil等人Iル|別発埜礎調iIii報flriIト

ーー中{縦人氏共fIlllil--

ReportontheBasicSu｢vevofPopuIaljonand

DevelopmentmSouthcastAsianCountrIs

--China-（災Ｉｉｌｉ版）

７．ペルー共棚国人口家族計画唯礎調森

平成元年度

１．アジア諸国の農村人I」と麗業開発に関する鯛iii搬告誹

一バングラデシュln1-

ReportontheSurveyofRuralPopulatIonａｎｄ

３．アジア猪国からの労lIlll）JMLlllに関するiiWli研究報告響

一一フィリピン'1１－

４．１１本の人口と農業l剛発

PopulationandAgriculturalDevelopmcntinjapan

（英矯版）

AgriculturalDevelopment－BangIildesll

(英語版）

２．東南アジア諸国等人口・ＩⅢ発避礎調査報告ｉｌド

ーネパール国一

ReportontheBaslcSurveyofPopllIallonilnd

DevelopmentinSoutheastAsianCountrieH

-Nepal－（英語版）

５．ネパールの人1-1・ｌｌｌｌ苑・環境

Ｐ()pulalion，DevcloI)menlandEIwironmenlinNepal
（英識版）

６．スライド

ト１４ﾊﾟｸﾞ)人口移動と総i斉発鵬（日本譜版）

Ｔ１ＩｅＭｉｇｒａｔｏ｢yMovemenlandEconomicDeveloP

menＩｉｎＪａｐａｎ（災柵版）

Ｈ本(Iｳ人！｣稗功Jj端月友峡（中国識1K）

PerpindahanPendu(IukDanPerkeYnbanganEkonoml

l〕i此pang（インドネシアi譜駁）

３．アジア諸国からの労動力流'11に関する綱jli研究報告瞥

一マレーシア国一

４．日本の人口構造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StructuralChangeinPopulationandDevekJpmcnt

-Japan,sExperienceinAging-（英ilH版） ７．トルコI刊人Ｌｌ家峡,illI1I1),k礎繊1ｔ

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を［I指して－（Ⅱ本I隅版）

AginginJapan－C11allengesandPmspects-
（英語版）

辺人廊鹸化社会的Ｈ本正面Ｉ缶挑践

一追求具生命意ｘ的魅年生illi-（中!]Ｈ１編版）

昭和63年度

,、アジア諸国の農卜１人いと農業IIH発に関する`iMII従報告香

一一ネパール同

Repo爪ontheSurvcyofRuraIPopulationand

AgriculturalDevelopmentmAsianCountnes

---Nepal-（英織版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告獣

一一中華人民共和国一
TantanganMasyarakatLanjutusiaJepang

（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationinJapan
-TrendsandPTospectsinthel990s-

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５ヵ国の比較一

StrategicMeasuresfortheAgriculturalDevelopment

-Compa｢atjveSt｢udiesonFiveAsianCounl｢ies-

（英語版）

（本作品は、1990年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulationinJapan

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア諸国の農村人口と展業開発に１１１Iする調迩報告瞥

一フィリピン国一

ReporlontheSurveyofRuralPopuIationand

AgriculturalDevelopｍｅｎｔ－Philippine－

（英語版）

２．東南アジアilii国等人口・開発錐礎調礎報告書

一バングラデシュ~

ReporlontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Bangladesb-（英語版）

６．アジアの労働力移動

Labo「MigraIioninAsja（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と腿業開発に閲する調査報告徴

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgricuIturalDevelopment－MaIaysia-

（英語版）
３．アジア諸Ijilからの労働力流出に関する調査研究報{!「瞥

一インドネシア国一

２．束南アジア紺国等人口・開発基礎調従報告脅

一ベトナム風一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSou[heastAsianCountries

-VietNam-（英語版）

血日本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Population，、evelopmentandEnvironmentin

Japa、－AsianExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

EnvironmenLPopuIationandDevelopmentln

japan（英語版）

日本的坏境・人口，升友（中国語版）

Lingkungan・PendudukdanPembangunanJepang

（インドネシア識版）

（本作品は、1991年卿日本視聴覚教育協会主艦優秀映

像教材選奨社会教育部FIIで優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する綱査研究報告uト

ースリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopuIationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一

（日本語版）

LivingfbrTomorrow－Industrlal

TransitionandPopulationinJapan-

（英語版）

生活在明天一日本的評止藩換与人口一

（中国語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktu「

IndustriDanPopulasiDiJepang-

（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計築一

Ｐ｢ospectsofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告瞥

一スリランカ国一

ReportontheSuweyRuralPopulationand

AgricuIturalDevelopment--Srilanka-

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告書

一フィリピン国一一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries

--PhjUppines-（英縞版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業1M１発に関する調迩報告轡

一ペト十ムｌＸ１－
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Repo｢ｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕ｢alPopula[ionand

AgricultumlDeveIopment-VｉｅｔＮａｍ－

(英語版）曰誌ＡＰＤＡ U■■■■■

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調森報告将

一スリランカ国一

ReportontheBasicSuweyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-SriLanka-（英語版）

１
月
Ⅳ
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
役
員
会
開
催
。

１
、
第
皿
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者

会
議
（
マ
ニ
ラ
）
開
催
の
件
。

２
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
へ
の
拠
出
の
件
。

出
席
議
員
》
阿
部
昭
吾
（
副
会
長
）
、
桜
井
新
（
代
表
幹
事
「

関
山
信
之
（
幹
事
）
、
東
祥
三
（
幹
事
）
、
清
水
嘉
与
子
（
事

務
局
長
補
佐
）
於
坤
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
。

１
月
別
日
第
９
回
Ｇ
Ⅱ
（
人
口
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
規
模
問
題
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
）
に
関
す
る
外
務
省
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
に
遠
藤
正

昭
副
参
事
が
参
加
。

１
月
弱
日
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
来
日
。

桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
北
畑
晴
代

国
際
副
班
長
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
。

２
月
５
日
「
第
皿
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会

議
」
及
び
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口
・
開
発
事
情
日
本
議
員
派
遣
」

結
団
式
開
催
。
於
乎
水
田
町
Ｔ
Ｂ
Ｒ
ビ
ル
Ｃ
会
議
室
。

３．アジア諸国の人１１１１資源l;H発と労働力に関する調炎研究

報告響一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallerlgeandStrategyofAsianNatjons

-PopulationandSustainableDevelopment-

（英語版）

５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一

〈日本語版）

Ｗｏｍｅｎａｎｄｔｈｅｉ「challenges~lmprovements

intheStatusofWomenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑戒一女性地位的提高与日本的人口一

（中国語版）

TantanganKaumWanita

-EmansipasiWanitadanPopulaslJepang-

（インドネシア譜版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発雅礎調査報告

瞥一インド国一

ReportontheBasicSurveyonRuralandAgricuItural

DevelopmentbyProgressstageinAsianCountries

-India-（英禰版）
３
月
ｎ
日

３
月
６
日

３
月
４
日

１
６
日

２
月
泌
日

２２

１１１月
11178

日日日

「
第
皿
回
議
貝
会
議
」
、
「
議
員
派
遣
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理

事
、
遠
藤
正
昭
副
参
事
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
。

「
第
皿
回
議
貝
会
議
」
、
「
議
員
派
遣
」
に
日
本
議
員
団
、
前

田
福
三
郎
理
事
長
、
黒
田
俊
夫
理
事
、
川
野
重
任
理
事
、
大
沢

晴
美
経
理
班
長
、
楠
本
修
調
査
研
究
員
、
北
畑
晴
代
国
際
副
班

長
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
。

日
本
財
団
よ
り
本
協
会
・
平
成
８
年
度
の
助
成
金
及
び
補
助
金

の
内
示
を
受
け
る
。

第
町
回
日
本
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
、
世
紀
人
類
生
存
へ

の
道
」
に
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
楠
本
修
調
査
研
究
員
が
参

加
。

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
事

務
局
長
、
安
藤
博
文
次
長
来
日
。
中
山
太
郎
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
会
長
並
び
に
桜
井
新
同
会
代
表
幹
事
と
懇
談
。

本
協
会
臨
時
理
事
会
開
催
。
事
務
所
移
転
に
関
し
、
議
決
を
得

る
。
於
乎
永
田
町
Ｔ
Ｂ
Ｒ
ビ
ル
Ｂ
会
議
室
。

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告轡一タイ国一

ReportontheSurveyofUrbElnjzationandDevelopment

inAsianCountries-Thailand-（英語版）

３．アジア諸国の人1111資iMi開発と労働力に関する調査研究

報告書一一ベトナム国一

４．アジアの女性労働力参加と経済発展

-2111ｔ紀の戦略一

Women，sLaborParticipcLtionandEconomicDevelop-

mentinAsia-Strategytoward21Century-

（英語版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfbrtheWomenofAsia（英鑑版）

正洲ｶﾖ女的新厨穐（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシアＩＮＩ版）
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◇
マ
ニ
ラ
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
で
は
、

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
三
年
が
か
り
で
取
り
組
ん

で
き
た
『
女
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人
口
に

関
す
る
マ
ニ
ラ
決
議
』
が
見
事
に
実
を

結
ん
だ
。

も
う
一
つ
、
十
一
月
、
ロ
ー
マ
で
開

か
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食
櫛
サ
ミ
ッ
ト

に
向
け
て
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
提
唱
で
、

〃
人
口
と
食
樋
、
世
界
議
員
会
議
〃
（
仮

称
）
を
開
く
こ
と
が
、
万
場
一
致
で
決

ま
っ
た
。
今
は
亡
き
、
福
田
超
夫
・
元

首
相
、
佐
藤
隆
・
元
農
水
相
の
遺
志
を

継
い
だ
桜
井
新
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の

執
念
の
お
手
柄
で
も
あ
っ
た
。

◇
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
案
を
、
徹
夜
の

大
激
論
の
末
、
『
マ
ニ
ラ
決
議
』
に
ま

と
め
あ
げ
た
南
野
知
恵
子
・
参
院
議
員

（
文
書
委
員
長
）
は
、
出
身
母
体
に
ふ

さ
わ
し
い
表
現
で
〃
難
産
だ
っ
た
が
、

健
康
な
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
“
と
粋
に

締
め
く
く
っ
た
。

桜
井
提
言
を
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
た

谷
津
義
男
・
衆
院
議
員
（
前
農
林
水
産

政
務
次
官
）
を
は
じ
め
太
田
豊
秋
・
参
院

議
員
ら
も
人
類
愛
に
燃
え
て
人
口
と
食

種
問
題
の
重
要
性
を
ぶ
ち
ま
く
り
、
万

場
一
致
、
日
本
議
員
団
の
提
案
に
賛
同

し
た
。
日
本
議
員
の
〃
志
“
か
ら
発
し

た
〃
光
〃
に
打
た
れ
た
感
動
的
な
瞬
間

だ
っ
た
。

◇
幸
運
な
こ
と
に
橋
本
首
相
は
国
会

切
っ
て
の
福
祉
行
政
通
で
も
あ
る
。
帰

国
後
、
派
遣
議
員
団
が
官
邸
に
報
告
に

訪
れ
た
際
、
橋
本
首
相
は
開
口
一
番
、

『
亡
く
な
っ
た
佐
藤
隆
さ
ん
と
は
、
｜

緒
に
助
産
保
問
題
や
家
族
計
画
、
人
口

問
題
に
心
を
砕
い
た
も
の
で
す
』
と
思

い
出
話
を
シ
ン
ミ
リ
語
っ
た
。

首
相
は
『
こ
の
よ
う
な
大
切
な
仕
事

を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
で
す
か

ら
、
い
つ
で
も
官
邸
へ
来
て
下
さ
い
。

大
き
く
門
を
開
け
て
お
き
ま
す
』
と
一

同
を
激
励
し
た
。

住
専
問
題
を
は
じ
め
、
い
や
な
空
気

の
永
田
町
界
わ
い
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の

鬮
圏
に
は
い
い
話
も
あ
る
ん
だ
Ｉ
と

い
う
こ
と
を
誇
り
に
前
進
を
続
け
た
い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

簔譲噸麿護iiiiil鯛
I■ﾋﾟヨ

第１２回人ロと開発に関する

アジア国会議員代表者会議

開〈

フィリピンはカトリックの国。家

族計画を進める上で厄介な事情が立

ちふさがる。

しかし、２月のＡＰＤＡ会議では

ラモス大統領自らが開会式に出席し

て、基調講演を行った。そして比.

】

人ロと開発･春季号く通刊55号〉
1996年４月１日発行く季刊〉

政府が前向きに人口政策にコミットしてい

くことをアピールした。ＡＦＰＰＤの女性

委員長は大統領の妹、シャハニ上院議員。

今回の会議成功のかげには、大統領の紙兄

妹愛．という家族の絆が強い支えになって

いたことを見逃してはならないだろう。

●編集発行

財団法人アジア人口･開発協会

〒160束京都新宿区新宿１－５－１

コリンズ３ビル３Ｆ

ＴＥＬ(０３)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ(０３)3358-2233

●印刷

文化印刷株式会社
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幼い命を守るため､チャイルドシートを、忘れずに。

やさしいだっこも､いざという時には､大蠣なお｣皇さまを守れません。

最初はむずかるかもしれませんカミお子さまを乗せてのドライブには、

必ブミチャイルドシートをご)1]意ください。

幼いころから安全のための習慨を､きちんと身につけさせてあげること。

それカミいちばんの愛傭ではないでしょう力％

緬塾

曰本自動車工業会


